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1 A 1 Fe.poャ叫0-Feお鼻訊0系 n メ 1）＜ワf-効果、

虎火綬 ゜釘田未載 島鳥良正 火梯八

序． 今’い·'紀口頂に対する M&55虹1,/,ey知屎['J殺ダダ＜屈泥されていうが、鉱狗 nM知釦er効
慕1;.しついて n糸祖叫餃的少なく爺危 n 逢とにわる。そ：：で｀．絶的南ぷ狗と呼窟l的
なわ n が h 収／蹟填 n M紐伝r 1.ヘ・クトル n舶知利用し沢 1 Vヽヒ房えられ 3 b そtて＇’
ih m吐 /1統拘綾 nM終J,也rスヘ°クトルt：炉てf純村）がど'()よりに豹嬌す釘＇と循l へ‘`
うい司硝に｀そゎ叱暦］的な口l i采すも n としてぅ屁紺：つ1/\て領lべて行た。すなわちfe
隋昴0 と FeA造蒻0 を 1術約とするい乃いろな”ガof kt t裔っ視易七｛ク＇）こい試料し
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幻(,4s)O~ 翡 0 茶疇晶 l2 | 
MR蝸裾徹し I /VI H3 P o,_ ．ゎ、よ
が IM疇 o,. 醤叙t V‘ ろいわ

ヵ吻釦虹房l合にな 3 I りに
”しい n i昆鑓如繹]::..
t｀・i紅』鵡tて 1乍っ¢。
“料違知表 l /) k おり
戌稼値と合ってわ｀t)、目的
遣知扉晶り知と角人
らiJt a.}メと n よ｝にして作
ったfe? 0¢· 謡0(遵麟浮（
た叩4 I) に騎晶 L 厄 A改・よ

H1,0 (3斜げぶ這晶すう。
粉末x 氣鰭にようとん匁
で｀／J巣斜栂認 L斜豆系かゞ・半
々に豹在し、 A5- 36 t'(1斜

嘉系力‘‘·鰭l 的にダりく存在し．＂がJ:.で'/'J斜品茶 n 片イ＇あることを硝分‘力和"“. 召ぷ化 1戸茅J.. 0 弟会てを表 L r翠履を対→を記i叩］足 l た。煉須洟l如
約 I o 況¢謹；を 1尼羞（た令 n で＇，アイyてーシ 7 卜，1 :::-ト 0 7°Iレシ、プド＇ナト1},7 A n rf 
凡｀かり n す‘乳？呟 1" j l た。

蒻采及仏房景， U)が拭枡直l疇裏叫 I,: 蜀げた•
和 Po'I. J.叩、＇たい・闊 0 {濠原手 n 3わりi：緩糸原オが‘6 f雌麟~ l て＂」庸壼t'杓
う。ずM ：：：〇、｛よ～ a 7 0 とい 9 他口i v 性砂度 V‘ 姥合七 L てぃ豆謬雑）で＇fl 3 と名J.....
3 。 X 絡から成めた格｝の火きさ l3 k ー／／ 0 （炉／ tJ、 I 2 I Co= 1 ? ¢)か 5 /s-t o( 
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lo::: / 0, O If, Co 二『、？J) 1 で

“:爪さくなり、そ収以f t'(2 l5 
tんど'-足で＇扮うーしt， わげ＇k
一↑『以とで‘/"J同一品原 1'’ りうこし
/Jと‘, t方1-- 3 ヒ｀格チ。舵雌ガ｀’•成
少すうにつれ了ィyマーシプトが＇

着火 l ていう n I迂”"と柘
鵡饉疇化から 1噂吼できない
。 1 :で'1日J._にず、す€ー秘が/~

畔伊) l てい 3 ：とか違ぺ謬
が火きくなっただ'{I I：アイyマ／

シ 7 卜が火きくなった、 と方 L り

叡う。會蜆約に 11 20 %〈'·らし、()
牙訓 l: Jって危煮なアイ')<!. -
シ 7 卜 n 増弧か＇’ii ~. 
O).fe Koµ•2 H2 °で＇ 9] 會喝履tが
火きいか‘•これに P O43- t炉人ても

棟疇荷裂 11 ヵいもヒ（ない忙

o 12 24 36 lB 60 72 84 Ai ｾ ＂謬バ、さい凡 P 偽・ 2 祐〇
1蒻 0計―只りうと急噂疇府
裂が火きくな 3.
(3) M恥釦峨吸疇度はふ泉的

に/"J, re区¢ {r払 {ra必れも桑'11 ib /J'ならないか＇｀、
履収／ク n 糾綬 r. Jってそ収を表わす kj麟
k するこヒによってか燻戌が＇成少 L ていう。っ
〗 ll 務｝社．喉倉ヵが続くりっていうと危えら作｝
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The Mossbauer Effect in the FeP04 • 2貶0 - FeAs04ｷ2H20 System. 
Yonezo Maeda, Yoshimasa Takashima and Shigeru Ohashi 
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1 A 2 
必ー，『一，t-ア Iレミナ上に今奴した霰粒う酪笈化、合火のメ入／＼ウアー劾晃

、東芝沖研 {; I町 ] ゜ぅ可＇叶鬼今 釦ぇ喝ー

l. 孜々は春の昇企，て方£て．ォ産々の了，レミナt旦I,井上に介敢した醸化欽叙粒うか 疸イ年の影

嬰をう 11 •その店足メJ... Iゞウ了ース八゜クト，ゾ 1a:坦 4年の社傾に相者條令もうことを根告した

゜今l!I 1J：：小らの規象をざうに詳しく証l へ 9 ::'1:'t.. )'Iレミ↑目身の積速の印キ’1 マ 1レミ

ナ蝕媒の作 I'll'>絣尻斗 l：メスパウマー効果t応 1利もう二こを目的こして 必—, i-, t-7IVミナ

に を子比 1てして 0 1 ％がら 30 "/4の離笈化鈴、を合数せしめた試料·を作収レ こ中のメスパウ了

ース八°クト 1しを観劇した。

2. (a.) d...ア 1レミナ I庄命販品を 1200° C'..てい）凌いて得た。

(bl I ?,v ミナ 1 i MacIvev の方法に従い作囃した。卸ち塩4ヒマ IV 乏＝ウム水苓来 k 了ン

元ニマ水を加之 直ら 1てぅ應過して 碍ぅれたべ‘イてイトt専乞棧i v 牧吟崎 1月火艮煉し

て碍た。

¥C) t了 1レミナも 凡ふev 'l 7i法に仮った。福他了 Iレミニウヘ lk 苓液 I て 7 ン毛 z マ）k t 

加えー昼成奴違して 1昇た 1＼｀ィャライトを乾燥し・ 250O C I 6 吋間 更 k 珈゜C1Pf I町、

嬢煉 Iてよ 'I 4乍放した。

二れら 3 ~屯姓0) 1,v ：：ナ l ;i. '/.オ慕日村 1象を言Ii I\‘• Tく枯泉う名人と·文献値：と一致レた。

3. これら le 団笈化蛛t介叙叫る方ぅ広 1a:・ よく知ぅれているよう 1て み青酋笈令尺ぅ各液呻 I< ：要レ 1

r IV ミt ~ 1K 浴上て‘｀乾燥 l 嶺 C 山崎町の燎、 A屯を行うt、，う方法を 1用いた．

4 . こ小うの試料りうち欣表的ぢものを遼人で、国 1 及び素 l Iて元芍。

(a) 

(b) 

(C) 

国（1) 表（1)

口
賦 料· 名 翌，桂 4本レフト

認劣必マ）レミナ• t O、 5 3 (nmぬ
xｷ 

3%  ク tO, 6 ~ 

301/o 
＊忙

ク +O. 3~ 
x• 

0.3'.ｼ o マ 1レ三す i0,!,3 

3 % ’ 
六

+O. 09 

30 ~/4 ヽ +0.60 

0.3 % t了 Iレ ミつナ ~ 0. 6 。

3 % 
骨
to. s言ヽ

30 % り + 0. 63 

4 90 ％ぅ農釉fe51 を伎用

｀メ手e mぷ1 に吋して。

四柱令介祓

o.'1l (m茶｝

o. 7 2 

0, 42 

o. 約 2

o. q q 

o. 87 

D. 74 

o. &i 

0.63 

又へ°クト l し’
の翌

la..l 

(b) 

(CJ 

la) 

ほ）

(Q.) 

(a.) 

(a) 

ta) 

墨牲 4午ゾフト Ii全てニトり 7° ロシ, I'ｷ/ -j・・を秤．卑として示してある。紐；廃 1 j Pd. )1 に Co" さ

臼 e した屯のを用 91 セ。測走帳董i;l_ I 00 牛ャネ Iレ浚高分布裟t令を Ti me 加此方式のメス I ヽ••ウ r -
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スI\° 7 トロメー？ーを 1司 II た。

5. 団 U) [o.)は SvpeY p"-Y <Ul'lO.評 neti e を冗すスヘ゜？卜，レて＇ 一般，~ 20研以下の叙粒谷歪含、 1ヒな Iて於

て測庶す小る。 I司 I目 (b) は (a) の SU pevpaYa. と 役 I> i!l.,べ;, 1eno m"Joe tic.,なスや 7 卜JV の湛在で

示レ ,c) 1-1 tevro l'lto.~ V\etiし な入I\’？トルを示している。弁芽、なら 1 ;J:-- tevro叩t neず，「に対た、古る唆

4t:_線 I3 6 存て‘•あウが． para の状態の今負争有t t J::_ 11 るため 1, 線源、の卜‘"/ 7° ラー足度をイ且くし

てあぅ P、め 1-: 4 4 しか緩剰されていちい。

6'. U) ex ア lレミナ試料 lむ鬼度の大 1てなるに従って、 そのスヘ°クト Iレ 1;f (~) -;, (b) →(C.)と妾化

した．滋戌の小さ、‘B奇 11-叙粒手訊 At.鉄 Iてキ月考も 3 7-, I\°クト IU (a) f示レ 壌度が上 3

と直均，，酋笈 AL 妖℃団 d ス八° 7 i，ゾ ~c) をf,.;ごては 最初低液度のとさ l ;f. 条南,:徴

粒うとして分苗してし I r: 琺,(し銃ぷ ；裟度が•J: & Iてつれて大さい粒也今 I: 放展レてのく

ものとオ危炎ェ小る． ="> I司の事叶，よ シリカ'f' 11/ J:: I: 合牧レた酪菱ィヒ欽の抵膏"- I司し9

こ~ c.''あらうと思わ小る。

(91) l 71レミナ試料t t了 1しミナ試料と 1d 9名ん乙＇ー攻レfでスヘ° 9 卜 ,v 乏示した。守ち

魂度（町違）が o.l必力｀ら 30 % 1 -z:•'度って屯終蛉ス人9 クト IV (Q) t示した。レが v 漢庁ヵ'i.1:.

; K つれ'Z.. (1) ス1\’7 1`’V (o.)の分崚絲の左お非 Iす称が踵斎 1 くta ?てりさ． ("l ＃茶ヤ 1-J:よ

り合没＜ちつてゆく。tいつf＜傾向が艮られ， また(I9l(1 ，レミナ荻糾 lすt 7,レミナ試＇if

にくらべて一緞 lく線中 1-.!- CA うが＇っている． てとんく確柘てれた． ＝のうち刊 1-:: ［イ）は

今 3 て＇に記ゎぅれてし＼窃し、新しぃ規象t... この戎名のオ令ォ青の月手睛を/(.・が 1↑ている、＇

(b)/).. い‘・（ハ）の硬象 I 'd.. -た祓帷可能ノであるが， 麦を的な祓睛t作う lて 1名をつていちい。

7' これらの話戌象 h‘ ら 0. ~ (,\''1.マ Iレミ十J: I: l1i'-'fiXした西[4し保 1ま 了Jレミナの中J:

枯叙してい？て＼＼ 3 t秀＾た方が名者て．二のごt t裏什 1tるfてめ 1て 忙マルミナt穀の

共沈ィヒ令物\,ついての虔馬£ t進めて＼ l る．

The Mossbauer Effect o 士 Small d.-咋e203 Particles Dispersed on d.-, y-,花-Alumina

Tohru Yoshioka, Hiroko Kouno, Yohichi Gohshi 

(Central Research Laboratory To kyo-Shibaura 叫lectri c Co.) 
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1 A 3 シI}!JゲIV.tに分散直詞瑾粒うと松涅元状態のメ2パウアー妥I]足

（謬項） 立花仄舒 。大矢とし江

（免芝守祈） 百 1面 尋 08柔ぅ享次河野宏ナ合、も褐一

l ．目的 メスバ｀ウアー効果と表面研究へ応伺するにあ，伐‘?IJ担印.t [-、分祓 L に厳iヒ鉄 I ：：
I) 

ついて研窮とり子ってぎ「：。そして祖体がアルミ T の場合に 1I 酸化鉄の霞：ナ状態［こ祖i本TJぐ欠

ぎ〈 9.3 嗜する：と）担体が｀シリ刀ゲ＇ Iしの場合にぼ担沐上で· o<-Fe~03 の篠直ナがて＇、 3 る：と

がわI) ‘.,r~ 。徴粒手になると bulk と li展 rよ゜るi•生償が現われるのて｀.)シ 1/ /Jゲル上に分赦

l r巖it鉄の表面で起 3 る現象；辟釈する「：：めに(J:'jず＇徽粒ナの霧l生£繭へ’・る、、とが必

要 9 こな 7 「こ．
2)...... 3) 

酸it.森微粒ナに対するメスバウアー効果と吊ぃ［：砺究ば既{: Sh i njo ゃ KOndi，によ？て

行われてあ‘1/) 嶼味ある皐度が発表ざれている。両者が一致して確認している点 II, (a) 

superpo..vo.mo.gne tism による肉郎磁喝(/) ;肖失 (b) 祖濯場の減少 (c) 四扁ナ分製1/J増欠

(/) 3 点，ていある。 KUnol,'9 のテ｀ーク 8 見うと、T し[: (d)夜男、｝詞シ 7 卜の増欠 も認めしれる。

((J.)ば粒子の 1本積TJゞ小さく rJ.ると不対鹿-t s pil'Iの re/01xo.tion ti爪 e てが原ナ核の

Lo. Y'mov-pv-ecess i on の周難より短り‘くなるク）ために生じる兎象であるが') (b)'(c)I (cf) I: っ
l ヽ Z ll ;J. r灌這が与えられて，、ばい・ l rこ Cb) tJ s1A perpo.Y-t.=1 m o. 9netis1111: よ 7 て肉粒磁場の

消失が起こうJリての長，、託、（国での話であうりヽ~,粒ナがと＂のくら l 、小 5 < rJると、、の現象
が見られるのI)ヽJ. r：鳥雄かめられて L 、 r4 l‘ 。そ、‘て｀’伐‘? tJ iす｀，シリfJ 1" I レ.r:に分傲し「：

C(-Fei, 03 叙粒ナについて伯）の私 2'} 垢，，，ぅ粒径＄決定すること，伐‘2 の試料についても (C))

d) の事史§虚認すること 5 且的と L て戻粧‘5 行っ［こ。次に｝辺元鉄欲粒ナ 1 こつ l 1 (t {f).), 
(b)'([.) } (cf)のようq硯象lJゞ凡しれうりヽどうがも祠べ［こいと考え）シリ n T I レ.tの炉 Feュ03
倣粒ナと水素気庶中で涅ぇ L r:. 

I) 
2．方法 シ’} fJ yｷ I 心に分椒： l r: ci-Fe,.03‘船：粒．ナの試濯法 lJ既に発表した•メス／いう 7 -

スで 7 トロメークー [I 前報と 1司し、、装置と用 9 ヽ，粒径の欠 ,1 I 、試料について 1 J X 線（印祈線の

broaden in, o ヽらその粒径と決定しに．

扇紅羞渇の受it:, II, 6 本の吸収線のう 5 ，中央の 2 ふの吸収線の閣隔かし、表‘あた。皇温
にあ‘げる c1-Fむ °3 て ‘`l 1-,霞喝勺訛 V吐（刃辟磁渇 H との方向I]ゞ平行てもう<7/ r·, 3 番目と＃

番且の吸収線の蘭勝［I

△糾＝伽(g,tg,)H

とはり）内部臨喝に比fjl) する。仕nl J nuclear)'V¥o.gneton, g。及び3, はそれそサ1基底杖徳）え

心起杖徳にあ、 1T ~ 9YY' OW1疋1ne tic rntio Z" ある。（目根に△96 も 1刃師磁喝に比i§Ifするの r

あるI)ヽ~ l 中央の 2 本~ Io o channeし 一杯 I: 広 I1―て洵l 定し［こ方I]ヽ精哀 ri虐fJヽ-t厚しれる．

3結果と考察 娩々の房IJ合で “-F碍；含む試料 1:. っ（ 9 てメスパウアースヘ° 7 卜 I レと要l 足し

r：：とこら） Fe遥含屑暑 9 ¼以下で 11 superpammo.gnet1c 1 20 %以.t.で 11 feYromo.gr1etk, 
IO% で IJ.面者の混仕しにスヘ° 7 トルが得しれに。不打竜f spi n のY'el 1A.xo.ti on time "C,;r.粒ナ

- 5 -



の体積と温度との関数であらりヽ; J皇温て｀｀

super parama,ne ti cr• ｛の,.. t,温度シ下 lrれ

ばfe v-ro間a,netic l: riると予應される．そ、、

で Fe,.O冷有量 5 芦及ひ｀ 7 名の試料とげk1 で‘

冷ぐしてメスバウアースヘ°クトルと損IJ足 L [: 

I)：：：，吸収線（バや l 1-り 2 本 l lJヽ硯われ ri/Jヽっ［：：。 /ID I. Fe,.舶含有督と臨性

‘‘の、、と（J,これ(, (J)試料の粒怪がか rJ-')小さし、こと 8 示して l ｀る．

イ）祖濯喝 FゎOJ合屑暑 10 席以 L の試料 1えび"bulk rx-°Fi袖につiヽてをぅ昌て内蔚滋喝と比褻し

た． b1,1 lk rl--込03 の叩逗喝~ I とし「こf直＆ 表 I 叫滋喝の変化

表 I I こ示す．肉静磁tも 1J届 03 合有骨lJぐヽヶ rJ < 

ferromo.gnetic 
' . 

麿~O._l'l'IE,9_netic

30 .2 0 I 0 

Feふ含猜［％J

。

rJ.うにつれて，1、 3< rJうこと，及び刃印鑓

の咲‘少が粒径 570i r• すて［ミ祐 1 ることがわ

!)ヽら．襄打這 5 反峡すぅ咋滋喝が：のよ

うに変（［すうの r あるから／核屡l•生i苓シフト

t当然受化するtのと期待されるが，仇｀ 2 の

現在の 5pectYometer で("J 6 本の吸収；示すスヘ・クト IV 0)夜襄 •I'如苓シ 7 卜のすれ；正忍：：決

足することは難しい。

ロ）四極ナ分裂及び核髪性iるシ 7 卜 Fゎ 03 金屑量 10 尻りヽl, 0.3 名の試‘料について曾温て＇‘比較し

r-~ Oヽ-:-,この範岡囚で ll ど 5 らt何息 ri妾it lJ認めしれ Ii IJ‘フに。 しfJヽし／四粒ナ分裂ぽ

bulk ̀ o l7)約（．鑓｛： riっていうの：｀）これにiJすう理論的競硝 5 考え？いる。

I\) 這元な徒のスヘ•7 卜、V i TBIyholdegり方i玄 1 こ‘此，て試料0) ~元ら仕ヽ，メヌパウ 7 -
スヘ•7 ~ I レを復Il店すうと／既に発表1)しに．acti va1ed stateと同じものが得しれに、筵ってこ
の豊元i去て•(I i r:い L i面 lとぴ 3 i面の役 (}:9曳‘？ていうことがわり‘7 た． そ： r 予め acti va ted

sto. t e に L rこ＇1妥，これに 1k 素lJ`’ス 5 益すと新しいスヘ、 7 ~ Iレ7)ミf厚しれ r:..

1) 立花，欠矢）百 Ill,_ ;日野，合忘） B 禾it| R.H.uholquist) Phys．杞ev.) 四叩({166).
豆令第凶昇令講；慮予為見U.,p.210 Ct 96'1). ~ f)ML悩el，伽． Geophys，ふ舒(9949).

2)T. N必anu四） TSh injo)YEndoh,N.YamaWIoto, 1 5)G.BIyho/der四 L.D.Me伍J.Phy這hem.,
MShiga andY肱kaMurt>..) Phy5. Letteゅ且， l78({f糾）．． 且 l叫(/l/ 6 .2).

3) W.Kii.呵暉｀吻el,6.Co11stabaYis 邸d | 

試粁 Eふ令肩晨 粒径 m肛鵠
［幻 IAJ 祖対履

buIK d-Fゎ 03 I 

⑲ 30.0 r70 o.9？ヽ

ｮ 20. o 0.974 

ｮ l 0. 0 “90 0. 9 6 ? 

The l<lossbauer Eff ~ct of Small d.—.l!'e203 Particles Dispersed on Silica Gel and its 
ヽ

Reduced State 

T. Tachibana, T.()hya, 四． Yoshi oka, J. k.oezuka, H, Kouno and Y. Gohshi 
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1 A 4 
コ I1" Iレト化合物の 5クCo -EC 崩壊のメズハ＼77 ー効果
（核渇知恥1碍：への応用・-;f !If叙）

碩の水火理・理が ゜ 4に野薄｀琴菟危美智` 
固椋 I二わ｀げるホットアトム化摩ク斑協乏ゎ’こなうい，従ま多<. Iキ｝ ＼＇ゥれてさた化房令
和知‘`I丸ぃ知直の分布か祇狛）司雑内叩疇配紐遣叶/-:.二次的な芳ィbe ぅ ,r,
紅訂及のパ飼疇影釦2ならが戸麟這心疇い｀＇12I, 1 ，初珈リア夜ョン
叫ヵ、つ I i k 人り＇兒合にた店うれることが知"I i/1, -zいる。 このた辺）月雑沿1.`'のボ，1)- ア

トム効昂の玩沿 K お｀ I I'1.. J 1,J}見鯰懇と茨叛灼 l玄鱈Jレ秀象しようとずるこヒは 1否しんt呈
かネ I遥こ \I k いえぶう。

しかしな1Jヽ＇り） ＾メスパウアー効果の粕見/-:.ぶクノ これガ1'知）ず 3 3 約令/-:.. 1,'¥ 1 'Z／丸そ
直該翁力）シ生放したガ這 I::..7‘＇てかなり1)珈の秘孔ぷ，ぁJ矛忌度琥剃 1‘‘つるようにな，

た。 たヒiiぷ） CoO 内 I2,;, < 3 れ 3 ＆ータ7 かク EC“ -z`‘虹戎した Fe-57 li +2 価
叩11-" t 3 応殴虹｀態 l方加しているこしがみとめシれ） ::. dJ ~とは競バ辱獲t墨項
て｀｀あ 3 + 3 4面の Fc ータグ 1IIつ，虹成後／ 0-7 分fm以脅セも 7 r準安定」 4し和をとし-z. CoO 
応叩在するものヒ言も明された。l)2) 表立/-:.なJ'l 咋／ajed colnc t'dence 戎J-,, l Jメス
} ;‘ウアースヘ° ? /-IV (7J研兒 I: ;,て, 5 シ k ：：の十 3 価の厖 -57 J;t I()_-?妙よク（＃ヤく

屯戎したものて｀•あり， /0-7飩/-:.比萩して力1 な）品ぃみ合ともっ r 安定」なもの 7‘' ある 2 ヒ
臼n ウれて 3 た。3)

¥.̀ 1 ゴて‘｀われわれ 1オ，コバ Iレ /-1項凶し Z \'る祝位；の分砂年か＇小さ\,.1比冷 lっ lj) +必

釦 Fe-57 のほかにかなク0)せC7Jナ 3 位の Fe-57 の存在祈みとめりれJ C?J Iづ沼レ，ク裕
和大~ ¥ 1 i!Jい豆あるい I ii' Iヤ Iぐ含心併} /-o対して喝冷移粉も佑 L‘・ヤす，，祖び立｝対輝した
み令/-:. I丸t 2 価の I季1) 1 には Fe-57 Iよ 1まヒんヒ｀＇みヒめられなくなる：：しも厨し乙 3 た。

これらのこし／オ） EC 莉f裏（匂ぶがそれ 1：：：し↓なクプ廂浪）にわ｀いt、 力＇なり初珈（ ~I 忍
妨）の I訂/-:.悛以広ナなし‘')乙；る 1b 玲的 9冴もう If tJ 2. I: ~咋かし Z いる。今同 1屯 とれ召-z`’

の上記の推瑚 e ~ ~ 1-=- たレカ）めるために） I::.O'} ジンと祝び立ナとするイ紗令物 Co(py)み Cら

なヒ｀‘にフ、 1 1 メス／、‘'ジ 7 ーズヘ゜ 7 /-IV tしクベた。

すずに，合知のヒ°リジ‘シ’'れ冷物にフヽ’'Z l すJ /4»、ーヒ° yジプの I~ の絲合がオ笈約/-:.｝オいわャ

令 r イプシ＇俎砂り」 1‘' あシけれビ｀もノ t."クジ‘ン環J:.の冒復をの長；停か＇みとめシれることか
り）4) ヰ I\,—含危知へのヒ゜リジン紀位ナの街埓が考が知号豆 3 ． 曽放う弘とし-Z I丸
&-57 ずラヘー・，レした Co (py)ぇ Ci乙 など＇t合戎レ乙これゥ＆線：クtし， スアン V ズスケー
IレJJ'くと吸奴4千しレて，翁とのラ晟度-t'· /1/-.4 ke V のプ線 e 縛条浄、一吸吹依 1月の料灯ぱ度も亥

え召痰痢しメス I ヽa クァースヘ0 7)- 1レ鑓’J走した， 1 た，科苔す a Fe {py)乙 cら 1 こフヽ I -z_ 

も比較のためこれを吸収i手しし←L‘立名のメヌ）ヽ万ツアーズヘ゜？卜 1レ名もとめた。

るの結足 Co C py)ぇ CC 応1-.: Co ータ7 かウ生戎うした Fe-Sグ／よ十之位の舷‘元 7‘存在し
て、＼--z., Co c.. 。4 2 比〇f CoC位 あ‘どが Co Br2,なt- 0)丸令ヒ）叫1 社に） + 3 イ西の Fe-57
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I ;t il le.んし‘｀みヒめゥれない。 す斥わち生衣・した Fe -~7 I す~ /0-7 彩の 1句 l< 57Fe cり）乙“

しfヽフて CoCfy)み c i2 ホストの中に存在し-Z., l ヽる 1 のし琺主されJ.硬在弓ずにメズ Iヽ一

ウアー劾呈と知 l手）し-z, t 2 個のつバ ,v I-の 4じ令物 1月我内-z`.“クグかジ生戎レたたークグの

鋒豆態の分命t表・1 9-::. jしめて示レf冗

3 たJ Co 叩）z.凶 I-::./iホ°yマー捐遂tもフズミレど）のもの1::-'もノマーオ〗墜の食乞
のもOJ tの“"知培祀手が存在ずるか'9 Fe(ry)ム山 l::. フ II 7, /1 戎在J ←ーぷ危殺ゥも気

すなわウがpyマー構逹0)ものしか＃丘か＇知りれ-Z I I ない。 しかレなか＇ゥ 1 Co -夕7 -i｀＇ノヘー，レ

されたそれぞれの Co (fyJとば2 料／二生弐ず 3 斥釘 Ii I ホストの社也，っし石か＇，， z 妥＆
ス＾° ? t lv t示し1 レかもをれぞれ箪ーのズヘ°クI- IV "e示すのみ,·あ），杓t立1:.垢ストフ

ハ｀• I レI- Aげ約I:: I司獣の Fe-57 4碍競が＇~ J O-クfクの 1打 l-::. 祈バ戎るれgものし考えクれ 2, 3 

たこのような祈、 4斗下て•` Ii, ¥̀ 1 1 ず坑11 ウれなか，た毛／マ__構逹の厖 (ry)2 年（青乞の

, Co(py)z C£とに雄苔）ぶ EC 蒻度 1こ I ？か含へされて、， 3 ことがみとめシれ 3.

哀 1 

Host compound 'J)/stn'buf,'on of Fe-S7 in 'Ref 
the ox/do.f,'on st"'tes • 

士乙 +3 

吃。 o t + 9，名

57 CoFz2出 0 + t 5 

59 Co Clz.ヽH20 十 十 6, 7,,f 

5クCo C[乙 -t 6, 7 

SクCoBr乙匂わ〇 t t f 

.,7 Co Br.z 十 , 
S7 CoS偽り出〇 + + /0 

SをoSOq- + + /0 

s知(NH4SO+)z紐0 + 十 , 
5を。3[Co(CN)少J訊,O + I/ 

57CoCz042HzO 十 Iえ
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1 A 5 

濯大原る

各種リン鴫ー水派にあける反跳巧の挙勤

0 J}z曽義之・小研い）通 5:r. • 

川本王造•高田虎祢
炒） 北岡祥伯

矮言 各梢リシ酸（オ）I)トリシ酸）亜リン酸）次亜，Jシ酸）のナトリウム羞カリウム

塩などの中栢子照射 1こよる反跳生放吻 lごつりて報告は 多数あるが＇， これらの．報告 lな可咸＇

異った結果注示している。その理由の主なものとして， 各々照財条伸が襄な.9. ~成物ぷ

非庸 Iて多く分雑 bV' 非悌 l乙困難であ a z i::カr• あげ 5 れる。 上述のリン蒻瑶の照射 l2 おいて，

姉晶氷の有急、およが数が 反跳五咸吻の積毅ゃ収率 1-z:非弗）Z 彰靱す 3 ごとも報告うれてい

気 ナ} l) ウム塩のような金馬虚ま〗印射すると．， か熱/-Z.ぷリ，＇）シ酸の綿合反応這こリ，

ぜロリン醸~}リリy酸のよう店注成吻が可成〇在す'’るが｀＇，結晶 7}\ 力＼•'噌1JI/す ;';))Z したが｀＇っ

て，蛹令生瓶物の牧率 Iり浪，少す~). 7]くで希款度ま鳴めて猥肘したと参，熟 Iてよ 3 ．縮か生

阪吻 11 注いな、、と思われる。ホ史統の目的は 水で希尿 L r と洛のリンの酪化虹態注あき

有旅リン化合初の反蹄生瓶珈）て尿 l;J."す 7}<.. ぉ·ょ仮＾＇ンもシの希釈庶 Iこよ 3 効泉左

謡I へ｀． 3 ため厄心＇票店甚礎的知夏 Z うるためであ a。

虎験方法

オ lレ]--リン酸 C H3 po4, p)'亜リシ酸 C HaP03, 戸）ノ次亜リシ酸 C H3 P02, p)の手販品さ蒸窃
l000 f台浮での統囲 l'l希妖し， それぞれ希杖度の襄つた羞夜/J) o.s叫庄厄英管 IZ 封入レ

て， k.UR C 1000 kw) の傾斜照射孔（照中柱子尿 2X 1011'1) /c研 sec) 7.ｷｷ 10~20 時向照肘I,ノ ー

瀾向IJ)冷評後，へ゜ーハ゜ークロマトグラフ，沖紐電児扉l 動法 lz.よ？て分扉し， そのか甜帯の
放府競強度左ラジ7「グロマトス次ヤンナーで測定した。 3 在オートラグ＇万り‘‘うフ汲左用い

て叙量反既生成初の松甜も行つ危 ペー 1ヽ・ークロマトク｀・ラ 7 法：へ゜ー 1＼゜ー（粟卦乎紙 No.so)

に試粁 0 ~• 5 メ左つげ、 7゜ロハ0) - 11),アンモニ．ア 7)<-71<.. (6:3: I) の混心液左屎刷

奇l ヒして使用し托。 電屍苅l 勤法：支痔電餌買液としてり酢酸ァン'(:;;' 塩酸あぶひ'•アンて

ニア水左直当ヤシ昆伶して、 PH 左藉會な樟］整した。 そのとをのイ万シ強度 11- Ql IZ 方 3 ように

努め¢。

5 か 1てし，

7]<.7.•·, 

吏駿、結屎およひ考察
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．
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冶ふ冶jー及43 ガ2q
希釈哀

Fi8.2 H迂02 の水希奴効慕吝示す

ヘ゜ー）：一り 0 '1トグラム (20hr 覗知）

原

均， 1 は希朕疫の昂 7 在リン酸取液液左傾舒ふしで 10 時呵翌射し名

とその試貯よリ得ゥれた電気泣和就態のオー｝うジ＇万り‘‘ヲムの一

悧である。図甲の知 11-厨62 げ）の荊的救左基準 1てし在とき0)他l

棺d)')ン酸If)涌勤疫の比左示す。 オ 1U }リシ酸の 9l<.命叙照肘で＇は

希就哀 )2 和 1系店〈万 1し｝リシ酸ヵl•＇主放射ヽ｝全注戒吻であるが；＇ 亜リ

ン酸";J;·.rび次亜リン酸のよう 1て酸化寂態の祗い酸℃‘＇l'J, 希妹襄tJ)

増加とともに、 高，，，酸化訊態の魂釘笙阪ず 3 。 ごれ 5 葛年の酸l7.)

他のリシ酸の在戒も，わず‘かであるが＇その注成が＇’Jr 5 れる。, イゼ /7-, 



これら(J) IJシ酸の正確店同足は困難であ a b\`‘ 

和ふo冷の結伶の程l1.裏った秤 l1 のリシ酸が注炭ヵ況を出できた．

旅位の莉lJ.姜っ E 照財 7知紅夜がら得られ仕へ’- 7ぐーり n マl-ク‘‘ラムの刀ー｝ヲ~"万り＇・プム

団甲丁段 /Z 示すようg合孔

団 2 は次亜リシ酸の 7)< 希

の一初jである。 このよう）Z して得· 5 印たク U マ｝

すようち今芹図注作成した。 図 3 のた前］の分布図は

)
 

4

p
 

千
p

の照的試評よリ得 5 れ在もので＇，

図亨の T (Ta i l)の記号は

ンが脱態の牧率はつ

け、

じて s\ も"‘)

グ＇ラムの放約餌強度庄測危して図 3 杞示

照射時向の増加 17.. L f-cが＇’って，

科力l''0 へ 2 の範囮 11.笠ず｀る直弗の了一

庄示す。

赤うれていないか＂，

照射時肉の増加/• l たが｀｀つ7. ：：：の山の名ざ宍，

牝ず 3.

ー殿'"山が｀•生し‘‘3 。

2.0 時同照肘のとぎ，

る。

範囲り

いず・れにし 3,

3
p‘ 

゜5

p
 

：：：の分咋如線）3 亜リン酸，

（この瑞合 1：：ね希飲猿が’了免分のため山が生

希採細に対す 3 分咋欣態が’'麦

粁 111·· 0.15 の 1lr 涅/'Z府斤す 3 'Jン酸 a·· 生じ｀セ。

)-Z.在在 0 1J')シ酸のイオン腫け

I 3 !i 
PI P, P 以外の

, 
原凌

,13 
出POり／9

ゾ8j

'/凶3

y729 

照肘呼肉ヒ由孫力1•• あ 3 Z とが＇A、フ危。

ー
4
 

Rm 
6 8 10'12 

図 1 1：：示す珈 3 へ 6 延 1培 1-Z存在す 3') シ畷液と芳九られ

りン畷聘の生威率幻｀•最大とらか和沢範 OO が＇’存在し，

14 16 '60 

60 

4-0 

3 た

照財時同が‘|0 時同J 石拶I 吋 20 埓•肉

複牌なな呑子示しf-i.

リングと滉フたー程のテーリ

次亜リン酸tl) 10 時肉照約のとき IZ

丁欠 rfゴ 0/5, 025ｷ 

その

t瑶． K 肉像ヵ1’' あ 3 可能 I捨も芳えられる。
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厨． 1 ;}'紙咆即いかま IZ よる分鉗図
電醗液： 0.1M l!i罪釘ンモii PH 4 加電圧抑ov/3呵
瑶Itヵ埓尚 ,o分，温屁 2o'c. 試料殷約時向 Sl-(Ohr.

C 2;I.10"~1,m~sec) 

Recoil Behavior of 32P in Diluted Solutions 

of Phosphorus Oxyacids 

Y,Kiso, M,KobaY,ashi, Y.Kitaoka 

K,Kawamoto and J,Takada 
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1A6 

（京大原弓灼）

宥魏リン化合初のホットア以ム化券 C.Til.)
有様·'Jン酸化合 3勿ーフJ<および心セ｀・ン系 1てあける反践, 32pの拳葬

木曽晟之． 0小詠帷江・

)11 本ま戎・高田喫弥

共岡祥伯

緒言 我lJ.ばざき lご一連のフェニーJU. リソ化合初のベン杉｀，；；；溶容液照船ぱ筍八＞／ 各種瓦

庄嵌初の 1炉孝妍希釈度 lZ いウし'’るしく影憲きれることか 5 / ('n，り瓦応で生じ｀ ＃手ット

＇原子が＇‘， P-o, p-H, p-c あるい l -;J P-P 締合庄行うの厄適し rz 希叙敷の存在す Ev z:と E 報彦

た。:)本研究において厄 フェニールリン酸化合加の水および‘’へ＇‘シゼ｀ン藩液王屑守｀J乎肉照
し 9 3lp('Y1,J- )P 反肉によって注成したヲベ｀ 1[) ィ寸預跳生咸窃の分離，同定定量左行いI)容媛tf)

類とその希叙度の差が＇艮跳生成‘抑の穆奨負ならび IZ.牧率 1巳 どのように影響するか忠唆訂

た。 両；容媒 Iてよる結泉定比較するz:と 1-Zよリ，溶媒分子 b\'識箆剤と L てあるいは 反応

漿としてと｀＇の程窟ホッ1-原各と作用す多か /l ---7いて和見切得られ多ものと芳えうれ＄、9

実験

輝製レた試料 C Phenyl f'hos phonic acid, Phe'lly l 西予o ri ou5 acid, Monophe'11yl phosphiJ te, D,仲釘1/1 祐os·­

西， Trifhe')'1y l 托OSr加te) の飽屈水溶浚とその怜／培，必兄必し崖~3' 祐，の濃度のう察浚ま謁雙
ま托へ＇‘シゼ’ン可溶 8 もの 1こついて 11， 同様 1-Z.飽和溶棗と希釈、し屁ぅ容液ま諏製しfz。 夫

左厄英管 lz ます入して k l.l R の雌斜照印乳 C 出力 1000kw 1 衷& tf 1}佑子臣 2x 1o"rn/c初応ec)

/0 へ 20 胡 I旬照射しfz.. M。')'1 o f h 四ti phos p畑te,., ついて 1<1重 7k 溶浚の頓肘も行クfち；釘P 後，

へ 5ル l 左孫取してへ゜ー II゜ークロマ)- I]・、ラフ滋なら1,(" /?.弁絨砲屍湘耽 1tよる分離の試料としl

展咀後分離語の決足とその放貯能強度の測定庄ォートラジオ'}"ラフ法と万一

※ダンt - 1 -Z.よって行った。 器雙 1て阿着した放肘能 1す見寮水で酸化レ，て取出 U,

溶解し賓肘能ヒの比ま求めf'2,

紐 o.3,ml 

トラジ万

澤煤f

然与泉

phe竹y l phosrho YJ ous 如d の水躇知夜乙猥加（20 呵肉つし、 ペー） 1。-りロマトり＇’ラフ沼

：よって分離しf-zも/J)のオートラジオク｀＇ラムであリ、 各分離辮長の町とが目打的店討肘能殆

：との初 1奈ま団 2 17.示すようg分布団で示した。 一般 11.飽和嘴漿で 1-J'璃磋紅 7K へ’'y召冗／

のいずれの場合でも／ 反跳庄況珈の菩藉が多い。 しかし命叙ど

直めて 11 くとその政 IJ戚少｀してくる。 水の場~ 1-z rJ命叙ととも

1-zまず'H3PO3 (Rf = 0.33) の牧率，；＼’．t曽仰す 3 が．、 さら 1て命叙すつと

城少し， ft＇クて埒祠'.22 の成分力＼｀．でき 1司商／t出po牛（炉0) の 4文率 6\''

J::昇するク さら 1て和釈王す）めると R+ ~ o ヽ 02 （乙かげてテーリソ

ク’．の硬象幻起る。 これ 1す図 I IZ もよく衷わジ印て1,\る。終局的

17. IJ!このテー') y')'•も竹余 l2 I z 涵少し， R.f= o の餃か IZ toって Vヽく。

一方へ＇、シゼ’ ✓ 7..·希~叙 l fz 場か， z IJ 狩和溶液7..., 11 出po3, H濯2

ぢとの無硯リン酸尤庄成す 3 切＇， 希糸尺ととも 1て決寄/'Z,‘萩 1y U I 

Rf= 0i以との有成成介が増加す気 しかし~ 5 1-z希躾可多と．
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Rf = o 

/J I ら I

の成分の増加が＇日立ち，

この成分のみ 1-Z ~る。

布団の一例が'’屈 3 であ乱

媒での少布 T It!: 

終局的 1 -Z 1-J 

図 2 のよう店分和図

収率—溶螺の希炊康の困危オ示す分

回炉下杖の 7]<. 璃

J
 

リyゲ蜆象の分命にあたるが＇’9

店t夕命就見の托固 11",

の任成曲，粛と一致~す多こと花序してし l ;>。

図平のJ::稜dJ Rf 61" 0.4-; 0.7, D. 8 11-いずれも／

誌合苫有・するイr か 5/JJの甘威物P-C1 f-H, P-0 

左示す。

、7 ロマトり｀＇ラフ的 Iてテー

この戎象の

八｀‘ンゼ’ン溶緑~での旬r

一方水喚繕 17.お 11 Zi Rf~ 0.2, o升 ほ

ビ‘うが子睛であるが＇；

じ名丁の合

生し" f,z. T の分やが＇；ょ< -抜す多：：とがらノ

T が＇生ず｀る希叙節囲で 1丸 琲質)Z.矛危たの程

日l/即時11i1 SLｷ 10hr. 
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ロロQ/

が笠す｀・る 1？適しfzホッ｝ 32げ＇・存在
I 

Z の舒斌＇で‘ばす;;, l:思われ気

媒体紅水のと'§ 17.百， 前奇屈℃＇並べ‘

f-,;悛雑なリン酸の生叙が＇・ 1きり，

方へ＂ンゼ＇ツ蝶 r本ヰで 1す， ベンセ｀｀シ

と緒 ~I

1-z足でる範囮とよ乙ー紋す).

すなわちp-c 鈴伶れ＇＇邊勢

庶が’ろ 5 12 高ぃヒ Z

倅とも I

3 で 1 1-,

水雌（tで 11, 由f04 I 

媒［が中では，
才
ゼ’ソ甲 IZ 存在すると秀え 3 。

森妹

両緑

同じ‘R'f -=-0 の分石否系すが：

F 方へ‘｀ンゼ’シ

韻 1本リシとしてへ｀，；；

I) 日芹化榜公が 20与合諜浪要旨集（宜）P, 150 (/967). 

Recoil,Behavior ofう2P in Benzene and in Aqueous Solutions of Phenylphosphorus Oxyacids 
Y.Kiso, M.Kobayashi, Y.Kitaoka, IC.Kawamoto and J.Takada 
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1A7 六炭雌唐焚夏ー＇Jン醍イヒ合初の C竹，す）反応 /Z よる反囮且生戒魏l

（京大雁各沢的 ホ曽差之・小赫、 l]涌江． 0北岡祥 1日

111 本ま造・高田喫郡

緒言 z れまで＇珂虎してきた有滅リン化合物との劇痙 l-z.あり互注郊内の僻糖過移/'ZC會

淫ち骰哨IJ左泉ず蛍塘難のリシ酸エステ IU の（rn,r) 反応/'Zよって生ず＇急瓦践生成抑 I乙っりて

栓討した。 原手貯巧照堀したイt令~物ばグ'Iレコー'J,. - 1 ーホス 7 エト(I<塩，(r-1- p Ck) J,り’｀ 1 1/

コースー 6 ーホス 7 エート (Ba :t1, } k :tJ., Na場 1 G- -6-P) 、かラりトースー 6 -,T,スフェ—|

（加塩 Gq- 6 -p(Ba))1 7 ラグトースー I -汀1 ス 7 "'J'-ート（伽虚 F-<,;-PCB追））/ 7 うりト

ースー 6 ーホス 7 ェート (N心盈 I Fi-6-p (II}心j/ フラIJトースー I1 6 ーシ｀＇ホスフェート (B這／ R-

1,6-I' CBり）でこれらI\そ‘／ース頼夏の構弦の庁財直J リン酸碁のつく（立僅の相蓬／塩の旅l且g

と'’屈＇，撫放リi/醜の注威沢そのイ佗(7} "臼生阪吻 1-z且ぽ＇豆疇 I'Zついて検訂し戸。

虎玲ぁ•ょか結泉

kUR ITJ圧気怜注管（熱守 I惟子屎 SX IO賢／c砧•5ec) で 30 へ 60& 商照財し／一函蒻］冷却悛／へ゜

- Iヽ'-りロマtク‘'うJ沃およ叩戸紅尼氣湘勧法で坑羞しノ各介甜語の放肘能）す刀ートうジ｀’

才り'’ラフィーとスぎャ:.;ナーで〗を出した。既担物覧名各pH の夏っ托溺祠傾（酢酷了ンモy)

這らし名が抵上で蒲l 勤うぜ1 放約炉L てその苅［約罪の位窟で宛認して渇名樗耳試秤OJ ;"’ 

信一神抑，そ訛左図 ·1. /'Z示し在。 原子炉訂げし在牙息難の漁釦匠］の代＇表例左図 2- 3 lて矛，［た。

咄＝ 50 t輝勤さぜて得られ在クロマ｝ク’’ラム苔ス天ヤンしてえ柘放船能強度・左図'T /Z 示し

た。仰厄pH ~3.o でも同じ’よう 1-zして測足し屁が＇．， 殴l I1 壻鵡する。 別にべ゜ーJ\°ーりロマトク＇’

ラ 7 3社よっても介甜 L E 妍＇，照知初質が＇， 71<.. に難溶専の場合［-z I丸得~られ E グQマトり＇’プ

Li J::の放知能叫 11 とんと', "ヽ戻 Itヒビ＇すリ， 良紺 5 分紐 11 出広サ』かっ 1z 。 l 杓力じ｀つて反

蹄生成物のか甜，顔認 I1 主としてぷit『P 崖と U- FH 曲維の変ゆ長の位涅/-Zよ’J行っ在。

諭士
＂

ん
ポ
．

7,I., ｝｀｀へ夭‘／一又とケトヘ矢、／ースで 1-J' 化営亙茄• 1）1名では選元｝｝全/7.大名店差が認められ

るが＇’, 反蹄の結果佳阪レ在漁琥リシ酸の醸化状懇)7.ついてそれ 11 ビ大各 5 差り認めうれず、

いずれ0) t易か 11 も，士として H,P09ノと l-/, p o 千 dl'• 生成しfz 。 H3 PO2 位つ" 7..の生灰 1す 話~め

ぅれるが｀9} 非館 l1 J少量であっ， その杷， p＿o-P や r-P 、結心よもク住抑個 17.つ（）ても少骨竺

痰し托と葱、われつ。咋）で積渇嵌化し伶窟見有賊化合物iJ)リ了ンジg v'/J 穴係敦災程度の少暑

℃‘， その佗 Iて、 5珈崖ヵ巖 (U)- p H 曲綿より躇寮してりーケ｀＇ット 1勿随 1'3反隙巧ぶ緒ふして生じ‘

わと思われ 2 吻質の注版も認め；；れ在。 リン醜蔦ヵ1· I 社 17..つくが， 6 f立/-Z'7くが/-z.ぷ？て

ク\'. II.I‘つース尺がラりトースの喝/.I. 1-z Iづ 礼の退尻／］l缶／て差が’あるが', 1 位 1-Z.あつもので 11,

叩04 ．ヵ1' 叩03 ざ')多く生成り (, flI.で埒 その臣対の;::と妍云入る〇 7 ラり卜—ス7," 1-J 

位置 lそ閲 1~ 危く， 一鍍 1-Z厨03 の注嵌紅 H3 p゜千．よ 9 多し 1 。 Ba t届， K 嘘こJ N'l虚 /Z ，，，し）ての

差1-1 11 ヒんヒ｀＇芍 <I N遁； d) t易令/7. 1す， Hザ02 の宝戒が’少しイゼの虚/-Z比較して多く生痰した，

弓ゎ塩在はずし柘恒雄のリシ酸エスア IU まそのま＞照即したリ， 7]＜庄加えて照肘し在も1'/
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が＇．t届の場ふょ＇）も多く生既す乞．

シ毛：：：ヤ釘＇存在す 3 と晨死/~生のリン酸灸名生咸＇するというてととは

H3 PO3 

と切

や H3P02 

前報で連＇'\''fz通りであ気，

しかし初貰月 1'Z云われていftよう 1'2 7K 埓ア

1位’ずしも一萎文 L 店り＝

以上左まとめ 3 とリンの反跳7;· 11 、 ほとんどのイ炉位，を含冶

釘＇切れて仮，再結かずること 1てよって種 12 OJ化合勃庄生成すつのであるが＇，

とんビの 32F の放肘能が噸裏リシ咸のfクで見出ろれるごとは、反蹄オ起こ可際 lてほ， 1r 伶吻

の睛茂文位邑 I-z. lす印 1斎が店 V\ Z と／酸易と非添 lて反応＇しやすII' z とが｀分気 しかし徴層℃,.

靡識化うれ名ターゲット抑雙亥反躁リン庄令んお｀＇物貿が＇•住威すつ Z と 11, 酸房

このときにぽ

11 あ 3 が｀＇J

以外 1-z.も野外＇｝ラッフ°され多 z k 子示している。 るら 1て照肘時 1 -z 2,, L てJ

酸ェステ，I/. 1-z.比較して塩庄照船し怜t易伶 Iて 1切 p-o-pの店伶々もっと高合手のリ；；；函以｝）“台嵌＇

照即睛の温凌亥茨在する冗豆のが皇薙 11.'7し 1 ても珪息す 2 戊取/J\'•ある．

性雑のリソ
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1 A 8 (,n,, p)反応によるリン—イ尤7系化合物の化唇的る可光第 4報
毛ノテ六リン報tナトリウヘーその 2

九欠、理 0浅‘四広之，氏本荀次郎，高島良iE..,文檻戌

リンーイ大ウ系化合物 IJ,高速中性 3 t 'PS ('ll, p）や（Il, 熱中住 3 ℃',9/p （れ，ヤ）や(][)の核反応. [" 

放約住リンを生し’る．このヒ 3 の反跳エネ Iしギーの相邊’‘“．ホットアトム反応（＜及 1子’す影

響の苅長を咀勺｀にしようと試J;. T,. 試料としこ毛ノチ穴リン顔ナトリク人の中住域と酸住

卓の無水物およい水わ物を用い 放射性りン原 3 の化啓，状態に対する国炸オの環戎の相遠

カ＼＂及ほ＂す効果を検訂した．
2) 

（笑歌］ 0..）試料：文献 K 従 7 て 4 樟<7)モノナ穴リン酸塩ー N叫切s9 恥四s薗企油出四塁
3) 

N咄"POa$· G 比0 を合成して照身寸試料とした． b）照射：試料 o.I iを本゜リエテレンカフ、セ Iレ／＜蕊

封し． 京大原 3 炉 E仇ー］ 1 こてドライアイス温度て 30 分げ］照射した。下('l'L,p)咋反応を枝討寸する

時には， カアセ lレを覆さ 0，胚れのカドミウム板て';;:_宜 K 乞んで）司一条付む熙射しに．竺竺1世

：照身1 訳料を 0゜ C 0)水（：洛解し 2呵げ／成の凜度ヒ才る。 この l -2 咸を陰ィオン交｝庚樹脂（

訪"""'IX 8, 100~200 沢速）0,カラヘにつけ， 戸心汰払ふ←去 Iミより分育在し rく，酢酸ァン屯＝ク

ム；溶液を；各甑液に用い、 吼況如？如枕しに 0.:2 M シ各ぅ夜 300 成， reser西,,y 1, o.i; M 洛来の紐み合わせて 600

叫、次 1 ミ YeseYIJ1,W'を 1.oM5各液に取り変えて 3!,0 叫，さら 1 く 2,5 日澁液に変え之 3恥成本哉

柁行った。シ唐、公液 I;! !,れずつに分取 U 、各フラJシヨンよ） 2 汎を試料皿iごとって乾爆後

放射能セ測足した。

［結果］ 要った核反応(I), (JI)で生しぅ放射性リンの割合を表 1 Iて示す． カドミウム板で

乞んだ峙は土として（仇，p）反応、てうて＇ぱい時 ll 主として（'1-\,,Y)及灰、力＼’＇起フている。 ！．巳射試料

セイオン交玖分離した蒜昂の 4列を図 l k 示す。国 l k あ’いて． A: 次亜りン酸（p), 13 :文

ルトリン醍令），C. ;蚤）ン酸（f）) ]): 9欠リン酸（和や）， E: モ）チオリン醍（和） ／ F: 二亜

リン酸（や—Oーや）， G-; ニリン醸（やo-P), H: イソン欠＇）ン酸ぼ0ーや）であり， I 、 J,  k. L は

末知の化啓棟てある。 4 柑の照射試料 I~ ついて、（れ， P) 反応し（孔介）反応て生しる放射住リン

を令ぁ、化房搾の伊」合を表 21ミ示す。 こ<7)誌景かゥみシれる事笑を文ド苧げみ. (1)（叫?）反応

ヒ(')\.,'\")及応でiii, 反輝化弓樟<7)分布にば't..んど差妍みられなぃ O （功中, p, ャぱ水和物に

お＇いてク＜生戒し． これら C7l tu I ょ無水坊 0 喝合 1こ比べ‘Z 約 2 倍~である。 (3) -p -o-p蒜合をも

つ化号桟の学］合 Iょ便．水窃 I, あ’いて夕い。（4) 中とやの和 I~ 分 3 中の水希脅、 3 の数しともに亀

ク曾加する。 l5) 中の生攻'tは（り）及応て'•多く、やの生坂喝- ll （り）及応て多い．（('.;) p -o- j)誌

合 T¢ もった化房推，こついてみるしや 0令 やoーやは（叫p)及応 Z" 、や一0-f I ま（い）及応•てより

表 1，黒樟が伎応認••生じ3放射佳リンの割合

-2gロ
仇，p）誌 35.7

匹か）反応I g4．ろ I 5.7 

クく生成さ札る。 しかし、:::.れらの蒻和'"西方

にあ'19 てほヒんど等しい．以上の手戻のう、ぢこ’`

(1) Iな反跳リン序、 3 の化営炊＇態、な走める重柔 TJ IE] 

J I~ ~y叫砥以 30 11..e （：：おける反応であるとい
十）

う説と支持すみ．，:?-j(3) I さ合者晶水 "'I旬 1本中て'<7}希

-15 -



切占）

釈脊l としての作用を示すもの之＂ある。任）についてば L心neY, Harbo:ll:le も咋塙していろ拳史と

一致する， ｝ノや、やのみがら平‘めた平均酪化敷の比較ぁ•ふかも） 9 (/,）より(')'l,,p)及応，（こよる

及跳生戎勃 I1 ． 如，I\'）及応の多易合より酋麦化された状態をとク易いしい.z, ;,. <!なわち，及此

ェネ lレ午＇’ーカ＼’・文 3 いために．反跳な愛 IT る詩周回の原う I< よみ竜 3 のは 3" とり-b\"ひど＇＜．

逆 I｛臼知或 Z" <l)反応（：入るI:. ~ 1, I<> 顔素ゃ 1 穴ツ P\ 7 危 3 机激しく侠給、9 払、 こ水らと誌

合し易くなると息ゎれる。

改釈） IJ.S. A担叶eI4 / Ac豆c..hewi..S ea迅，ほ 19 %0 (1%0), .2) E.S也3町幼d k. Ma.rtin.; Z. 珈ぷ引叫・⑪丘•四 {08
(1963), 3) 1-1.,Sc.l.叫J.t四'R.1< .W知3er i e ; Nat…V1ss，猛 662(I q 63). 4) A. A如nS.,_叫 I.G-.Cam.pbell ; TrMS ．恥呻｝
S。e 四 2001 (1163). 5) L. Li叫厄Y 込叫合．l-1avboit le ; Chem叫咄e必 oj四d心y tt-"-nsformat;,.,__ 1, +ss, (1961) 

呼叫 A 13 C p E 

1如

IOOO 

Soo 

ヌ 900 

F G H I J K 

990 

L 

図 1. Na3"P03~· 12 比0(I)\,r) 及応

の溶癒芦課

共P • フラクション致

表 2 ． 飢，平）反応•あ丘＇（礼，l)"）反応・て生じ＇る放射性 9 ンを合ぁ几ぎ積＾摩）合

⑭,p）反応 （但 r) 及応l 反『枇 無水切 水和物 無水物 水、和物

生成功
N勾POaS 油,H灰ぶ 池廿R苓6比0 No,;祗~12比〇 凡3po品 NaュHfOぶ 凪H和596出o N砥硲\2H1.o

A: ャ 43 0/. 5.8 ｾ l 1.6 % 8.6 % 5..S % 8.4.,,,. 13.9 %1 

c: ャ 6.0 4.5 13.7 22,5 G.7 4.4• 14.+ 
J3: ゃ 6.2 45 ろ9 4.4 3.0 1,4 1.9 

A+]3+C I G.5 14.6 29.2 35.5 1 5.2 14,2 30.2 
平A均、-e,,酸c 化の券こ 3.4 2.8 2.5 2.8 2.5 .2,0 2 2 

E: ゃs 265 21.7 21.7 29.8 30.5 19. 7 195 

D: 芦予 44- 5.4 2.1 1 、 5
F:P3 -o-p 3 5.8 'Tl 4.0 3、0 3.S 4.2 56 

G：やO-や l 0.4- 10.9 9,8 8.3 10,0 l 0.4 8.G 

H: やo-や ]4.8 10.5 8.3 5.2 18,'.) 14.5 12.8 
百＋Gi- + H 31.0 28.5 2 2.1 I G.5 3l,5 29.4- 27,0 

I: u咄h.O如 69 
4.G 

J：皿kn.o囚江 39 2.¥ 24 

k：皿kno叫 1 5.2 ］ろ， 1 14.S l l. l l ろ6 23,9 l 6,2 

L: unk厄吼 生 2 14 

Total 91.4 84. l 92.7 92.9 90.8 96.o 98.o 

Radiochemical studies o主phosphorus-sulfur compounds by (n, p) reaction IV, 

sodium monothiophosphates -2. 

Hiroyuki Asada, Kｷikujiro Ujimoto, Yoshimasa Takashima, Shigeru Ohashi. 
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1 A 9 伍度1訊］測足によるポットアトムの研兒
（知報）衰灼｛諺令物I~ おげる “‘Ho の釘度相）匂

東北入:J:皇 塚翡虚）＼木益昇，鋲沿束布 0合）田咽弘

目的抜外喝の影饗 1：：よって r -r 角匁腕 l釘に変化がみられ｝ことが知られてレI ;, • 

そこで化学砂の直 vヽ l:. J: 3)角度狂汀打の変化ぁ•ょぃ原.}がで懸身したものさそのまi朔1定し

だ嗚念と懸炉りも元、tばし這J定した諄令の 1匂店の少などかう反跳化営的ふりもを篠. ~こと
を沼的として史萩を方こなった．

対象とした該莉 l1“Ho と lr2, IS• Eu であ;).化冴砂と（((1.蒔（し的，虐けり，＇｝＜（裔多f('.,1?, 7 

セケルアセI-ー／堆なと＇てあ).

文険 かしミうムの丸令 1-;r"i'fi純左の頓 1し物，場化物， Jk Ii笈(l'.'...均， アセケ 1しアセ)-ーバ品など

として 93 本府， 3 か竹災所のJ尺尺- 1 で＇（す L 峙 1虹J尺尺＾ 2 て’'(1 20 今照知して測定に

保した．ユーロし°うムの視念 1'1);)条）司位元茶祓会より賜入して同様なイしな物を令放して利

足にィ茨した．

戎’J足試科｛り内1主 2 m 四のア？リル製翠居 l乙まれ＇て利定 L た．

N(I.I (Tt)!Pli.。tom4.

図 1 測定装置ll)プロッ 7 ダ＇イヤグラム

写
J__.__46 放 KX-RA'CS 

1.38 
知

0o,,t23 l 2 S % ｼ \ ,.--,.J' 
すt0,97 

^ ｛を

0、s? 9 名
o.~7 

き．
岸1,7 ヽ 37 え
位

l糾· 47 え at ヽ

0·08~1.811s 
• 0. 

゜ ゜stable 

匠｝ 2 166Ho の凍変図 国 3

1380 

0 So I面っ~,oo 『 1 1 [ 

IOOO !500 
ェネlしヤー (KEV)

16'1-lo の力‘‘ンマ怠泉ズヽ・クトル
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＂知）枝似（--i: 1 、 3 g Me_ V 古よぴ 1 、4- 0 /vf eV

に対して 11 i麦 ”x が 1 80 kev 否Jか‘‘1 2 2 

Kev に対して(1: 1 がX2m況の N迂（Ti.)の

クリスタルを用い，大阪逐環製の追いコ 4 ン

シデンス回玲と TM C製の 1 o :Z. 4 邑分戎拓

ケ析器さ反）用して視1 定をおこな？た．

歿’J史点、 I# 9 0゜から 1 g o° i Z’ 之 2 、ダ）句f祈て• 5 

、さ、別足し左点での 1 /!}のう9’J定埒店］ 1 -;r 2. 0 0 秒

で合計が切足時内 1プ z o o ケ～ 6 0 0 ケて．、あ

った，

コインシ 1· ンス；牙J足(';): /-j;,）しミうム- L 6 6 の

場な 1 1- 1 、 3 S MeV の Y線をゲートとし Z 8 o 

keV の I 譲を剥史 L1 .:z..—ロビウムのう易合 1'1-

L 、チ 0 Me-V (J) Y線をゲートとして 1 2.2 keV 

1.4 

1.2 
ご，，／／］

＼三／メ0/°
a_. 

0.'6' 

― Ho~ ゜3
----Hoct3 

---Ho (N03)3 

?0ー 1~0・角度 150. liO' 

四4 “‘Ho の r- r 角度相肉

のバ披t遼J定した．なみ 2 'C.,1- !i o n s てあ，t:::.．利皮のダイヤグラムを咽 1,~ 示した．

辞界、 オ｀ルミウムー 1 6 {,の鳩合をとりあげJ.

ホ lしミうムー 1 6 tの復変）国の概喘t)叩 1こ示した． 直くのイらェネ Iしギー芍涛ぉJ.ーい出ェ

ネ Iしぎー和分のスペクトルを 1蜀 31 こホ L た．黙豹後その 1 ま愈J定レた、坦程•叱合 1勺の拷羽を

面 41こ示したが、 この）団かうィい芍砂 1-:. よフ？姜な•あJこと女わかった．

心gular Correlations Applied to Hot Atom Chemistry (I). Perturbed 平gular Correlations in 

l69ｷHo Compounds. 

田akanobu SHIOKJ!.WA, 孤asuo YAGI, Harumi血JI and akihiro GODム
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1 AlO 反踪紅うによるヨウ素較逗のイ心的拳勤（和）

静大杖身寸化庭 長谷川面考

里、 ぅ恕体および｀気｛本などの LET効果（放射禄エキ 1レギー（寸手）の相奥 1二よう放射様
収景l翡 □南海（古，数多くなされて心。しがし，固伐特に，魚浪·頃翡 I翁すぷ祖告 I d.°
）極めて少くなくが知月にも乏レい。

こ小ら 9 こと 0‘ ら，比較的千守定な化合妨7..、あ 3 ヨウ素酸塩（ L i I03, /1(I03, NH4 
詞）を向 ’l て）原況和｀｀えら中碍熱叩耳を照新し仄さい主ず‘る互彬絨粒｝奇よぴ
鐸訃＇）チウムと1 l4Me.V ~高逸平淮知｀｀こ汀13 及踪7゜ロトンによ 3 ヨウ舌酸釦
化牛的苓動を 1辞明す 3 ：：こた目的としに。i四 60Co 0 7J`‘ンマ線(-::.よ 3 効果とあわせ検

言い／そ孔ら</ LET効晃 l：：：：ついても邑べる。

耳， 試料っ調愕：無＊ヨウ令酸リチウ A あ‘よび‘燕＊ヨウf酸ァ>モ::::.ゥl-\. t1)試杵ぅ誨l
環 l丸っ巧ようにしておこなっVI..。ま尤 Dowe~ ー ro (to~(00 メッシュ）の陽ィオ
ン知知ラムに）水に溶醇したヨウ舌酸J)')ウt,.,の水堵液むか：：：サ，落華され VLヨウf
酸パ申厄疇（ヒリチウ豆加幻桑喘麟したの句 60 ～ワ 0 OC!.. fT}範即温塵
にて贔空尋浣レ／無水巧詞Jチウ豆令戎し冗。まVI,I 無水ヨウ素酸ァンモニウ々 1本
えら幻五ラウ琵知這液(-:::.アンもニア水を加i.,J注む喝合と同様な炉駐ぁこか

I匹とした。ヨウ素醸カリウ々は亨骸特秘9戸弓つまヽf吏句しち。
試料遷射；試料ゥ照知疇 II 碍熱祖厄 KUR の圧釦諭送管 No.I (4x1012n/ 
乙mユ sec) あ•よ?J.'No. 3 (S-x I 012. c..m2.sec.) t.同いJ試料を石更ァン 7゜ 1レに空気存在と

肢気し孔屯の互， P務祖輌，品大 29頓 30 分以叩吋向を莉訳妾（ヒしてぶこなっ在。 1
のとざ~ nvtぱ約 10’4~I Olb (\'\.に記）這 3 。また、 ガン吋泉照身す（瓦 lo Kc;., 

ぶよび 5kこっ 60c..。の様平困 IA J l` げ X I 討～ 3. 3 8 -1. I o I s-e v. d—I "l雑骨
年て｀， IOb~ 1 /)~R 這射をあ｀：：なった。唆収線青は，かれかれり的和電｝窟度を補
正しておめ仄。高速↑担戸，吏芝， NT-20 -1t:J!.中祥｝泰生装墨を国 II てぶ：：なっれ。
今雑：ョウ詞か輝生戎吻であ 3 (I2, エ―,エ0ふエ〇；，エが）の令維（な，四t且
心号を年ぽ臼l：：：よる bt色定が＇あ＇こなフ仄。iつ｀＇，照約し曰試料l.,四 r羞（に戻舌
c." Iュフラクションととym，そぅ後，和ラ詞し，エーフううシランは， Frese叫
us 式（：：：よ 3 鰭平和し z Iュとし造紐させ迅逸I辺滋した。紅， ID3ーフラク
戸ンは， ョウ（ロカyウ岐容凌と溢装疼表 le:.よ 3 （勾塩化渋舌抽沿浅 Iコよ＇），今妖嚢た
沿食~ I le, h-¥f'-. l-::: ぶ（T3 峻収：：冦でt;;t:色定量りそ0J骨豆｀めた。

巷． 図 I, 2 I屯 KU 這以戸中にあ（T ~, Li 103, K 103, みょが N H4IOうの

令角斜翡丘‘あう。 これらの匠l より， N H4IOうの令酔生衣況りか｀， Li IDぅ， KIOぅに比べ
- 19 -
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回 2. N H~103 の分科卓

直＇掌に大なさこと［さ） 1J`‘ンマ線によ a研且 H (n 、れ） H および｀ 16 0 （丸． n ） 160 

などによる効畏としl./言知恥り。ま尻 ら 7 ラクションのすが Iーフラクションよ

り大きいの（お主 B さか 3 。

ま尻 ‘L,;,.., オ蛉分裂誌臼粒｝によ~ I モ 1追りの咳牧線泉号（広） ｛叫

DY(e.v. moli') = ¢仇t．のff• NA. E r. o Y. f•ぐ (I) 

から如｀めち。：：： ：：て‘，靱・熱叫全｝，t :照知頓（初，臼呼：有効既輯，飢：ア
ホ｀、1JU ド'0 数， E1-：す文俎エキ、しギ｀ーノ釦：及麒粒立‘雑晶中に唆収さ心断庁， f.:自己唆
籾玲， C ・・ ‘Liの序追が令 C‘ ある。 (I) 式によ＇））及踪迂'iI.ぅの唆収繰音豆｀み
めると，誌拭拉｝ ( 1. 4 cr/A゜）によ 3 含錆IホJガンマ程（～ 0.0b e v/A0) にttべて

約 3 暉度直豆瓦：：：れい：：と R基づ‘\I <.,ヨりす酸t盈ワ及竣記 l：：：よ 3令卑揖嗚
と／ガンマ雑によ 3 今市桟描とt（サせて秀容をおこなう。

The Chemical Rea,~ ti ons of Solid Iodates w:i. th Recoil Particles (Part 1) . 
Kunihiko HASEGAWA 
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1 All ョウ贅駿母去よ 0間運化含吻の市、ソトアト 4 化学（第 3 萩）

（理屈） 寄栢信房． O 宅郭文畝；

反跳原子の化学形苫表定する因子I工，反跳定 0 で忠：：丁枝迅荏＾碍1生，虹繹罪倅の

＇r生喰古•よ u’・反跳の起きる同囲の町理的／化学的状態．の三つ l：：：雫約される， そごて．．ー運(1'l ~ 

につ\ I てこれ 5 三つ m 因子と反躁庶子の化学形との関イ芹．玄追森・するてと 1エ反躁に学＾百究

1ご否げる毛→と毛甚本的在苧ミ去の一つと云文る．われわ如まごの見武切 I らハロザ‘」酸鷺蜜

逗てまげる中注子誘導咳反応·の化学知果去予続的に師究して束たが (1, 2), 本萩 l ：：古•'I

'T lェ莉霰 (3) I ：： 0 をつ→＇：：ヨウ素．酸古よ 0" ヨウ宝藍逗屯ま•そ I I 令1'生子で照的するで、 I I"::: 

(IY1..) Y) 反応の結果生成する lユ8 エの酸化ば態．と湯イオンの穫類，結晶9ヒ＾有悪乃どの関イ系

定調べた結果苫哀吉する， 臭繁酸逗 I ごつ＼ I て同祝の研究文すて 1：：：袈宕 L~ が（i),ョウ音

醗屯ま化学的宅定l•l:t 7\’・｀奥，京認逗よリー舷,-::.吝口ため，多糧＾心：： • ll て官．察立行う：：：とが

てき， L たが'-て一歩逗あた定究文行うてとがて“でた．

実惣方尭
試料·なドライアイズと井 1 ：：：：丁尺 R -1 の尻送管中て＇，1.令間中性子照身T しで．ヨウ市．醍＊盆．

1ま少音のヨウ4ヒカリウ 4 手 s,工逢ヨウ素駿ナトリウム定祖倍と l て含｀℃ 7kl ＝ミ容解 L t;.ヨ

ウ壼酸I工ズ遥果lj 0) ,K蒙化ナトリウム "'’K 寿韮：：：寿解 L' 希石肖扇て中和 l 在の下祖倅ヱ加之

花，寂身れ注＾湯イオ‘..-まイオ‘／交淫幸 Iミよ..,て怜．去 l~ のち， ョウィ巳含臣1 ~ 1-:): 逸ヨウ市．蒙

カリウム苫北殿させること 1 ：：：よリ，ョウ奎イオンまだ 1す過ヨウ賽園菱イオンをヨウ甕宦イオ

ンか 5 令離 l 花． l29 エの枚訂胆ぽ井(=型日＾エシシチし―ショとカウンタ-て弓峠白しr:.

結果と宕寮

得 5 れた 1) 〒ンこョンィ直玄表工し：：売す， すべて^':t'匡 1：：否 I I で過ヨウ衷育イオ｀ーの 7 ラク

ションに見出で収る＇つ’ェ，ま全 1本っ 1 Z 以下であへた． L 花が＇→て l) 〒ンション直以外＾

1d ェ心 1まとにと全てが低認ィ＜ば慈． 9 ：：：あると見T; L てよ l /. 

悪水ア IL 1Jリ逗て·,:i: Cs 塩が咤 I ：：高 I) リ〒｀／ション 1直ヱ界す貞が迂目される．ヨウ繁瞑

ア ll--カリの結晶揖造 1 ：：つ I I マ l 古下た"\ I く含和肛官ワ呉が戎でれて I I るが， N^ 逗てほ孤立

L た三南謡形の工 0 ；イオンが存在するのに対 L, 重ア IL-オリ逗て＇・1:r O -I -O 結官が三

吹定的 lご→在が＇- T:::ぐ口 7 ズオイト型の澤造芝とろ：：とが知これて＼ l る， N^ 逗．と己ゥ＊盆

II'¥ l) テンション 1直のすが I I/まこの結晶嘩遠乃差左反咲 L マ 11 ろも＾ 1::..芙之ミれる． N ＾’

I 水逗ャ幻i!l!J.'人.I::.,n金贔し~逗 l ：： • I l て 1な結品嘩這エ l手と K ど＇知ミれていで 1 I が、べ 0 7 ス

カイト荏＾漬道王とろことな芙え：れな I/. そ：：で＇心嘴立苓土'c:. L て湯イオンの効果芯

走之る．悪水品で＇，ェ曼病宝屋こ人》tzへ＾品が心逗よリやヤ志＜，ア IL-オリ土葵夏宝濯、

勺ヽ乙＾のウ区が＇で＾中間ヒ浩之 5 れるが、\ I ""fり：： L てモ差心 1，でく玖差菱回友大でく 1!

：：えTJ; I /, ーが1く和逗て．！ま，咋贔に＾令子敦とヨウ滑，珈委イオン m 芍"'J:t:.巫／＾が I d"I ~列

に見これるように／遷存金屋の逗旦：ア IL--カリ啜r:: I) ガヽ下リ忠， 1J〒ンこョし直で〒．丁．：：
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麦 I 中性子照射 l 尺ヨウ表酸まよびヨウ壼驚羞 M(IO占•如比 0

1 ：：去 1ナる '2'I のリ〒ンション値

¥ 

゜
0.5 l 2 2.5 

H 5 ワ士 1 ズ
L;__ 6 1 士 L 0/. 

N "- 59 土 2 •I。 3 ワ士 1 0ん

K 60 士 l 0ん

Cs 66 土 1. 公

T 文 6 'l土 1 % 

M'? 6 i土 1 % 牛 1 士 1 % 

Co.. 6 3 ｱ.2. % 5 1 t. 1. ・ん $" L 士 2 .4 

Co 牛勺土 L ./. 

N,;_ 4 6 士 L % 

Cu 6 3 士 1 % 46 士 1 公

z tr¥ 6 4-土i グ．

Nd.. 40 土2. ・ん

い 3 の（頃酎ぽ売 l ：：具翌駿呈：：つ 11 マ袈岩＼た毛ff) (, 1)  \::.よ（一致して I/ る． T,t逗心

Cs .. 1 に近＼ I （直玄市 l, 奥．宝．蛮逗の湯含｀r:r,.tう 1 ：：：塁掌にイ至 I I 1直ヱ秤，す：：ヒ 1ま在ガ｀へ在． つ

'!'" I ：： I司 L'呵以藍の＊盃1 ：：→ \ l マ吊百品水の知見玄見ると， I I 丁れの金底逗の士嘉吉 1 ：：毛，に知国が要．

水逗に上にして I I -s L" るしく低. I''I T :..-;....ョンイ直てよえろ：：とがわかる． ま花寧ヰ京ること

l て 1 ま、 力 lしシウ←遥I::. 古•I I マ見これろよう l ：：伍言品 1\(.. Q1数 1ユリテンミーヨし直：：： 1まとにと影雫｀

ヱ午たヰ I I よ，，，，て”古る．

現在埋可 l：：：苛設でれた\ € 0 ⇔サイ 7 ロトロン定用\ I て同祁..,宝．翔ばこ行→て＼ I るが，、I..ヤ

担身や、邊含と 1手と卜と’'同 L.. *'官男が 1界 3 れて古． 1）, ..I::. 1::. 血へ．．で砕見ま中柑こ子束やヤ繹＾寝喝

に佑存 l な I J十合ー短性．のちる毛＾と芸え：れる．

I) N. Sc,....J:..a, F. A 心be, H. S^^o , 図＾土も入9 己2£ 50  5 (1 可 6 5), R＾必 o­

必． A よ^I ー怜一い・

2.)N.S~o, F. A 心必....,.H. ~"'--"""C>, N＾七ャし三2茎 6 g g (I ヨるぷ）．

吟奇森・字舒 1 日 At:_'第 19 与含， 1 ヨ 6ヽ．"7-. C.臼百）．

Hot-Atom Chemistゥ of Iodates and Related Compounds (Part J) 

(IPCR) Nobu.f匹a Saito and Fumitoshi Ambe 
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1 A12 
無樟化合物にわ｀げる自愁枝壊菱nAし学効果（沖 l 殺）

理研 斎籐信房 0 名好静手

/.,I厄丘および｀ ／ぇ 711'/.石の根異釦極約 1碍効果［邸和テJV/V疇籾お籾誌
につ VI て研知fこ。テルJVの根妥位休転移のり噂効果の府虎11今まて‘いくっか秩告されて
いるが‘J tiとんどが＇テ Iレル該｀の港夜についての研知｀、ある。 心紐五 I l :.17"'1..Te 屑封峨
援暉l丸それそれ 2!57; }ク 7t)で非摩に入きく／贋紐臼れにつづ＇いておこるオー忘
効果（ミよリ 1 テ Iレ II//讀危荷の高vヽ仄慇を経過する。 そこ，て＇釘西のテ）V ）レiL合籾妙ェ TI こ
よ＇） 01西のデ）レルが出成するかどうかをハロゲン金体など‘について蔀iべた。 また差lこ） 6 
知テル）心合物かシェ Tl：：よリど｀れだけ幻西のテ）レルが生成するか£) 1月年テJV I盪
およびテル）V縦のがM H 見叫， HF I N出1, N出Br I NH辺J NH社:/ H.2.0 
瓢こついて調べた．

突験：
饂醗枷調製ー ば9れたし n'l況た 1-J紐認雌料“}下と 1.2I,たの全為も;rR 
R-2 て中性．そ熙討して脹渡 l た。マ Iレチケャンえ IV麦も分析悉で，禾紐町 rJいことを
府めた。これら社磁這いて）表 lh｀よひ，2.社伽｝碕切も合成‘L た。紐度 1 1:すべ｀ての
化合物につ1/1て？f必以上であ？た。これらの棟噸｀i峰籾蟻皇下でアンア）Vに封入 l'
波叩衡畷‘立する 1 て‘/ 1•なわち心'1rl.-'A. I'd-2~ 卸月， ル7,mた I-;( 1./-0)句凌体望桑中
に放置 l に表 3 のテ IV)レ畝案淡 IJ:氷中に放置 l f二。
全 放星豆紅f<i属遷 I丸た (IV) あるい 1 コ花(VI) の担悴£含む 4 M温酸9：：とかしJ
陰4 オン交換即紅靡パた (VI) とた (IV) を錆位 l1こ。
測走 は77e /J.仏／ク kev 1 1.29Te ば “$5 ke.v の r稔碩睫 L 1こ，盆発籾質とことなる
酸iし状態 (/)7 ラクション I ゴ 1 紙猿種の年戎凋て森裳した。広発化合籾のフラクシっン 1戎文
射平術が‘国復 l てから浬掟ーした。

結果と検討
Te(IV) 化合物（i)八ロケ‘>錯伸 表 l ／こ示し［ミように／核異性沐拡移により I Te.(IV) 
の八ロケ｀＇ン錯体から花(VI) は生成しなvヽことがわガ‘7 た。 これは Te(V/) のハロケ｀‘ン錯体が
宴定に 1芍呑在しな vヽたわ這えられる。 ／ぶ診の／＼ロデン鈴釦ぽ度の 16席効果の場合
に 1ま I I” ;sbl 'l ~b(v) と劫（/II) の内方に分手する，（ I ノ z) こればアンチモンの場合， Iヽロ
ゲ羞I沐ヵゞ蹟 V) l sb(lll) のいずれの価数でも存圧することと対応 L ている。 o,·) た().2.,
H2.T~ら' .:.れらの 4い合物の喝がこも 7e(v1) の生成 ll認わられなかフた。
テ IV)レ誠索友 HI の峯浚、て''1ま，le.(VI) が r l ミよ）足量的に還元されるため
工 T の効泉とみること IJ:てさない。 NH江, H Br の落液ては／この戻験の粂件下て哀(VD
の？0 ~ 70 秒 Iむヽう 4 卜: 1 オンドよリ凶学的に逗元さり咲リ 30ヅ。一辺／はエ Tの
結戻）全評花(W) になった。 NHやY'HはJ NH4“,HF の堵波切田（コとんどすべ｀
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てのTe. (VI) が I 丁 1 ：：：よリ在 (lv')か仄危 1 ：なった。 N由F およな出0 の準浪府は

30 へり0乃の Te(VI) がエT の後も Te(VI) の状態l ：：：とと‘‘すった。ハラ 1 ドイオ.::..句含む

麟｛：砂る1. Tで K(VI) が 11 とんど残｀以ない (/)I1-.／核瞑心yテJVルが配臼墳が＇
急淑王房化するこt.いよリ 1 テ Iレ IV と破永疇合が‘F ちさられりぽ戸八 71 いわ
JミJ: I) 還元され）ノ＼ロケ｀‘ン錯体として菰淡中に要定に移在すうものと急ぇシれる。

表 1
12rr門いわ‘拉‘、 121三磯哭由椒転1互 l ミよy生苺｀する庄 7たと 1.:z.,fたり臨以燻
拭料 12冗 (IV) l :l冗 (VI) 12q丁.e.. (W) に 1和(Vl)

ktF5 乙 9賢全0、 I ~刊、q三 0、 I

k五ば、 三代、 1 合 0,1 ;?;平i、q 全 0.1

K2t Br6 2 99 、 9 会 ()`I ~'}簡含 0、 I

NHぷ「4Fr z 竹，q 全 0,1 3.'1{(埓 全 0,\

(N 出）2. Tぷ£b 乙 19,9 全 0 、 I 乙刊，9 含 0`l

(NH4)2.Te.Bre ~ 99,9 二 0、 I 2 中叶 丘〇， 1

Te. 02. ｣ qq,q 全 0 、 I

H2. Te.03 ュ 99 、9 三〇． l 文転
q) T. A,,, d.辺以， A ． B，知叫な邸，

表 2 J、 I初f'”“cf.心， I盆／9/
Na2 出Te.Ob み4 、4 :t. o．夕 7ふ 6:t. oJ (I 9 ｢ 9) 

出 TeOt, L/- /,3 土 0、i 紘？土 o.6 Q)斎届，冬令r が発長データ

表 3 

5'M HBr loo:t r• 0.:t:.5 | 00 士 2 0:t2 

bM H&  lo2 土 3 0 ::t:3 伶t.5 r土 r

S"'M HF  叩土 3 3エ 3 q6 :t.3 4:t3 

5M ＂出I 100 土ぢ 0土 5 l {)〇土4 〇士4

5M N 出Bv 102:t. 3 0:t...3 伊 I -t=-I 〇士’
Ii M N山改 96 土「 4:t:.『 l ol±.2、 0 土2

~-M N 山下 仙工4 3"+土 4 61 士 l 刃土 l
H辺 6 ¢夕土 3 35.:t.3 63:t4 37;t.“ 

Chemical Ettets ot the Spontaneous Decay in lnorgaoic ComJX)Ullds. (Part l) 

(IPCR) Nobufusa Saito and Shizuko Ambe 
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1 A13 

東北欠・理

（回的〕

過マンカ‘‘ン硫塩のかットアトム化学（お 1 毅）
叫カリ金属過マンか‘ン酸塩厄あ‘)プ3 姦日れ0) 1t営祈ク

堪）1／考位八本益敗。 1友々木勇彦

逆て｀ノカ‘‘ン竣堪のケ5加（れ，が）夕6ふ及応で生成‘する 56月れのホ、ットアトム化学 ,z お \A て、

リテンシつ｀ノ道てついての研究）が比蔽的多くなされていゐが、還元さい穴 1碍組濁 l て

心心て乏しい。わずか rl HCtr bottle 1) らば叩底子痰布 l 1て K 叫 04 i2 ついての応疇
浮種ヒして、 Mn2+, Mれ 02.)叫04ーを児い出し I H?1,2.十の収率が大弓\/1 2 とだぅ珪 L た。本
研空で 1』検双の邊マンガ‘ン競壻ら峙｝で牙 1 表：尺示すばう rゴ 5錢ゥア）レカり金属過マンカ竺／

絃埠の中）此釘袋、射 R よって主成する 56翫反跳塚手の各杞滸穆の収糾•z 肉 l マえられた炭

験銘采を報告りる。
［愛験う滋J

a) 試料：照酎試料 11.過マンカ□棘銀とア）レカ 1) 金桑ゑとがら合成した記純度の固叩各

晶を用t/\た。 2 れらを石英アンつ゜ lレ召た 1這竣ガ‘ろス，，ンフ°)レrz 1 X /0必,m,m, Htの屯ヒ
でぅ兌圧封入した。

b) 中珪多照射：照和11 J R R -1 1 た 1す京大原各炉の気送管尺よ｝］紋令朋行 Tぷ，た。

社た比較のため、 !4Hev 中杜うのハ°ラフィン浅返尺こってえられる熱中底子での照射実験

も試｀みた。 1底温葱，豹ね際tてば、 卜｀うイアイス弓た 1-J.液依空気を用いた。照豹俊，試｀料，1

ドラ 1 アオスーァセトン中 1？保存し「て。

C) 令祈法：試｀粁の漆緯-Z. la.再年）＜弓 Tて 1コト心ライアイズーアをトン湿瑛 1てあ＇ワぅ精覧ァ

セトンを用いた．化学種t7)合蕩皇）1 :::.欧ィもてンガ‘‘ン lてエろ吸羞戎、あ‘1 ぴ‘ガ‘‘ラス繊維口統を用

いた袈知永鉤翠れょヮ行なった。電碑哉セして 11 I)．夕X /0―2 日／£ KNO3溶浅を用の，展屏

ば 2 時呵即加愛圧｝-;J. 2釘7 ／知ヒした。

d) 測定：奴珈、を啜羞した二
籟tマンがンは HCJ -Hz o五＂還元

した後）速1定した。一方）逸渤ロ

絨-J_o. s (1/11'1.的切って測定姻絣ヒ

［た。測定は焔エ (T£))t梼緩し

たて）しチチマンネ）レ波高分析溺汲

J') 0、錢国17 の光叙ピークを計赦

！て行 rよった。

［結果］

吸為琺み‘J訳愛気琢勃う衣た 1 る

匁仇 o; の収率ば淀駿談差①て＇‘一致
（た。

/00 

90 
収し

率 60

(%) ~o 祁｀
MnOュ

20~~ 

。 ゜ JOO 200 300 400 5.o 6do 

保桔·時用］ （令）

牙 1 図 水溶束中）？あ‘ワる収率の経時凌ィ七（望温）
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a ）潔解応経時凌也：試＇糾迷裔年後J ~も来漣の収紐り新象牙 1l刃 I i牙、芍Jう） 2) ~系枯呼

痢と荻戊亥応し Vと。夕6:ナ{l)収痒ヵ‘汲‘少し ’‘MnO2 が‘埓加しているか—, 2 れ）ゴ巧6月'-n2十セ叫Oi.

の反応の鈷果夕6叫0げ‘生成（いためと矛えられる。み足っで試‘料）ゴ絡函浅，数今以内尺分雛

する 1見季があった。

b) 低瑶痰約→低湿硲碑：イ底瑶又直り謬口身 1 表只牙、した。各心維が柊率いt令吻

との叫覆苓叶直頂l屠·'J._認められばいlJ‘"rヽ叫紅'y 90 J.ば双Hが-tである 2 とが‘叫うがフ

応 4 だ尺b H'Tl,04.を液埒を菱 3藁度で中か江 3 照芽 l たしつのりテンシ 3 ンイ盈として 2.0 えヵ‘‘

えられ夜？とかう、初期収皐1 2 れ以下であろう。

C) 原 3 炉壕度翠豹→登痘蒸碑：産渇処恥跨襄"'-?4- 2表 r2 示し庇。ア｝しカリ金属の壕

基珪度の激｀少‘と共だ夕叫0ぷの収率 1--J. ~加うる 2 とヵベ認められた。 1 た啄癌史理の終莱ヒ

比薮する le J夕6叫？ナの＞戌‘'う‘b‘。効虚 04ーの培加を土花ら~ 2 とがへのかる。以上のととがら、

叩n2.ナの生成 I1,’‘HT\を含む及豆北フラフ·'メントの終晶中 12 みワぅ電 3 打残ヒ榮蒋な）釘返が

あり， ？らだ 2 れらっヲアメントの一邦 Iコ照知瑶度の上昇 I< Jり屈叫 0；をよえる灼駆浮汲 T1,

ている名のヒ寺えられる。

牙 1 表 ィ釦藁毀約→低混遂緋尺あげる各杖浮稽の収率（J.')

照射試料＿1 -5‘心： 56H辺2 56王 0；；
Li Mれ 04 8''7.1 9.1 3.8 

Na慮 04- 39.S S.4 S.1 

K Mn  04- 83. 9 7. 6 3.s 

だb 日れ 04 5'9.. L/- 4.? t'.? 

04 | 97. 7 0 • 2.3 

汁 2 表．原手炉琺浚痰訂→登湿悉蘊たあげる各祐号穏の収卑（グ。）

叉§射誡ヽ料 1 灯H□-+ 5知 02. タ、出 04-

Li HnD4- 79. Z /3.8 7. o 

”a., Hn 位 U.t;. 21. ク /0. 2 

k Hれ°チ 6'1. 8 Io. 9 /9,3 

Rb 日れ °4 I 6g. 7 I I, 2 20. 1 

Cs H-n佐 立2_._¢ 1s.2_ 3ク． 2

1) D.G. ゃers and G. Harbottle, Radioc:ｵim..n.cta, l, 188 (196う）．

Hot atom Chemistry on Permanganates. Part 1. Chemical Forms of 561Vln in.11.lkali Permanganates 

田akanobu SHIO.Kn.W.n., Masuo Y瓜GI and Teikichi S心叫I
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1 A14 フタロロアニン伶属銹場鱈叶ア払効果に名｀げる国位え素効果（和rr)

京大原子炉 疇中愛子，名匂忌即

フタロシアニン金属廃瑶のボヽ7 }アトム効果 k ついてば琥々の研究ぶなされており、特
パ疇羞国L てほ｀｛の結晶形直麟如直係0嘘原氏ら K よって詳細に調べられてい
る。 まf::.、亜鉛姥釦 l司位え桑効果について(i APerぶらの研虎がある。廣記 I謬い放
知t鱈叡v、ゎ‘いて｀原子炉麟疇下にお l↑な＾型馴‘’¢翌フタロシアニン釦乞
と銘“に 1匂する＼司位効果 v、つき報告し疇‘、ぞの役さらにドライアイスが行にあ‘げう l司
位ぇ東効果と、フタ Iコシア:::- `／貧砂麟えf、効果の実験を行なった。その結果を報告す
る

輝： フタロ〉ア戸金属御翫疇晶癒釦逹ぅん型とj3型（金属によって l韓他の型
もあるようである）とがありそれぞ‘囮茶疇爾双なっており、疇型の方ぶ炒翌より大ぎ
い。 これらのそいぞ‘れの製追法ばすでによく知られているが、伏型はフタ\-:2-シアニン金属
錯楊を濃姐愛ざ溶解伎水中で‘再結晶さ也ることにより得られ、炒型は吠塑も臭空和｀‘昇華
さ也ることによって得られる。 これらのフタロレア：：：ン念沼椅昔盪激味を KUR の圧気館送
管（知夕X/01.万窪、認）及砂疇鰤謹（危 2 X/~13 -1l-/4心ee-)で葱射使、累的彼
虚解して、 グラスフィルターて｀慮し渥波を冷7Kどうすめてフタロシアニン銅咀［湛フ
夕 m シアニ｀バ璃直輝晶させ、これど集めて測足拭料とし、／｀ t“位」ミ馴＇’ヽf仇薮
とJ芦疇について（ず 3グx3” 麻I による Iスペクト）レより、ぼ r ミヽf'l112厄‘ら11..17)系につV\て
（ま匂伍吻r にぶる力稼渡ど｛貧V\'l.記り分離梗作をしなWヽ診洸斗のそれらと比較し
て、それそ＇訊のル認麟＇9/lの比を求めに

旱： A核棺 ~B核棺パ姦直加ぃ比ir下記の l梵係より、今雌操作をし「：：：（分離）武料
わ A核稚げ核稚の比爪直ヒ、分競しがい（j拓介龍）試料和 A核挫と B 核積：の比(/){直
しの比しして与えられる。

A検穂履e紅t［航 = 
乃松、種の？紅ね加J1..

もれらの結果を下表に示す。

A核種（分離）
A核裡（非今龍）
釘亥穆（か離）
り秩種（非分離）

履種）
= (B疇惰

(A 核租）
B核裡非今辮

表 1｀原子炉温虔照射下における人フクロシアニン銅の必諏t必れた屁~紐
1 2. 3 4 5 

3 、クI/. 3 、ク¢ 3、 /3 3 、 2.t 2. S> 6 

3、クタ 3、久↑ 3̀(Jf 3、// ぇff
I、 0(J I、／ク メt?I /、(J4 ク、ff
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表ぇ原弓炉颯度竪、対下にお lT 句戸フクロシア:;::.ン飼の〖必広t切［松輩

!Vo. 1 2 3 4 夕

（吃）今碓 3、1/3 3、 3$' 3 、 ()3 3 、 16 3 、 3?

（唸）囀 3、(J3 3 、/3 2 、y o 2 、f/ ス、f/

私た1lめ1L比 /、 /3 ／、ク？ ／、クy ／、パ ／、／＃

表 3 、 ドうイアイス冷却瞼肘下／、お‘げる仄フクロシア：：：ン鉤の＆叩t伽みな9

而． 1 2 3 “ 夕

（第）分離 3、ク／ 3 、 33 3 、ク？ 3,~ f 3 、//.

（；合扇龍 ぇf/ ふ／2 う、 00 3、 0 ク 3 、 ()4

〖cte泣尻比 /、/ 9 /‘07 /、 02 /、 Cl3 /‘03 

麦＃、 ドライアイスが噂，射下に h‘ げる厄フクロシアニ直和麟厄五麟＇¢

爪、 / 2 g 4 f 
（屹扇臣 3 、.23 3 、 2 f 3 、 33 3 、 1? 3 、 39

（吃）非紐 3、久2 ふ 07 3 、 /2 3 、 /2 3 、27

尼必応比 メrJ 7 I、 07 /‘人／ ／、尻之 /、か／

素ク、原り炉滉度t‘ぶ[}’＇ドうイアイス冷却］を打下げ‘げる瓜 7 クロシアニン亜鉛の

：：三□□□；
麟成＇威珈叩 （（）原子炉渥度 (2) ドライアイス冷却

四‘、豆汀癖戒如噂砂少温度豚射下 Z‘‘が型の場合／／、靖，¢炉‘＼豆、以ドライ
アイス冷却忽射下でび翌が‘II、¢農 9 /3型於沙、／笈であった．ま「：：ヽf呟1l.の尺以ヵ贔九（ 1
原子炉涵麺、射百‘以型 1'汀巫汀，笈型ん[)、(J笈、 ドライアイス冷却鱈忍、村百‘'メ型が2R、 0

兄屈型が 3/、1/.%であっ仁．
素察： 比衷に見られるように銅錯堤げ騎、原り濯渡照紺下で’1l 笈型 I<l順え東効果
としで有倉の｛直が得ら収［ふ、ドライアイゞ冷却下て‘'ほメ、戸とも麻倉の値（i得られなが
→「ミ。唸れとi知ふの采仄つV\て（も13 測定ぐあうのぐ精度凶紺題であリ日下検討オである。

Isotope Effects.in Phthalocyanine Metal Complex (II) 
Yoshiko Tanaka and Shiro Iwata 
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2 A15 、うラン一府枯も互泣笏系，か斧ぶJ:.9懸、加寸（I)

砕条砂桟） ｀原名中行＊ 0 長尾博之／ 丸弁昇
折

賢製庁と育機吻l:'.. h 反 I応に 1旬可紅研塊ば、反豹皐‘9 豆碁視鴫炉縁呻ぁ，ぶが｀，捻寿命
枝／分巖戸成叡鰭疇疇知ヽ）う羨かう見いと1弁たれて、）るな、最直碍冷炉認、出
ヽ）ら鍛羨かぅ斎、国内で｀めづ｀う □ ゲレり歩入衰影降I叶iしいら兎で、桑；ザエ，わノう弁
t’'ゎ褒味も特たれ？ II ふ われわれ 1-f' ~の、うランー脅微i以勾物 4 ;;::.裔今＼令且令也ガ、；、寝

味ぁら核／り翡訊吻りiii批諺吟遺られ｀かっ移寿今慣り裂ぃ成物這也鵡塁貧｝
花しケる可箆店が令ふと角とて手羨舷が1知た。 い h 衣払＼C, 尤ず＇弁店品めt L て，司印酸、
、ヴラ::=- Iレt， それtふ緯しわ 3 希徴畜謀喜I~ し， 吃が落冷ぼ桑紅fで｀膵伽した枝，重給；
（ミぷ 7 召砂製サ紋物賛証すよ，こし幻捻みた。子た項愚似輝碍麟裂庁との鯰逗
担っ＼）ても第子の考急臼fてっ氏．
史駿

ゥラン｛員、物しし'l 1-;(、江呵～ 1 }の否万，J娑ヽクラ-;;../レ•も水呑亙便印レた。府忍澤我しし
-Z 1;('、おでアいパ釦疇復東貌い予ff.った使．他パり＜今哨徴亭復t応fC，名紅箋
、うラ-::;-/レの何も骨t、ユ凡いァ乞トン，：滲溜レたも 4 も＼ポ°リエケレレ衿ビ｀ン I ご燐、訂し、
了fR-1 令｝、kfの墜肘ク ‘7 7 ぶ‘ぷ仏‘l)気必を (~3)(I a11 几／如2.sec) パよ｀って｀ ／f/0kw叫r~ L/-hr の

墜灯t i子「；っ 1,. !!年終ァ碕ょ l) ー、知忍贅I炉浚、セミミ 7 ＼っ隻笞位墨によって、后河

翁ヽウラ :::;.1 レよ＇）イセトンも，令割払した。 こめ菱移ア也トン乃 1着 I千してき 1点射限ふ年(l0
ボ、よが｀庫I （すl）授幻呑によつ？渇'/えし，刃名疇分和后ミ k つて、竹の 1 ぇ，パ＇ースペ 7
ト Iレt渇た。イセト、／乃に初子した杖肛lか瓜予藷ゾ） 1日虎ぶ·ラジ｀イカ＇『スクロて卜 7"ラフィー

に K っ 7 げfr った．

終果

“笈クラ ::::-1レのイ也卜｀羞i夜($-o 呵んr.J) 1. 100/<wxH遷肘レ 5 互り冷舒し磯笙9る
したアセトン乃'l,史訊吃めがンマースヘ°クト IV 厄釦（Lc）枝尋匂臥j史、し1し杉む'Ft1),1 
に示し 1-:... 咽ょ、I)菱喉アセトン乃パ丸肘能．Iま、づ、ク咀今 I日声がり＂屹のけ哀核のキ也）ン
詞済＾沖 I~ 公ふミとかわかJ.“姜、クラ:::;. Iレ勾＞菜度，とり噂 1凡冷亥呵謬臼知変匹
るも碍ぷ\t鱈ア也卜、／灼ヽや）づ、ク吾、国 l尋＾キり対砂fぷ尋讀鬼したが、他ぇ吾ぷ
ぅ昆入す百：：し＼ずf{ 1}、った．手パ炒製生以づぅ舌，めらう、盾材乃へ脅げしたわのば，屁呈
の条itに六って皮氾レたか＼羞、、嗚侶＇／o |：達，レf：：：゜
菱笞名ヽヤの枚炉幻ゥ表りi昇釦、ラン‘’イガ＂1- 1 、プ々卜］＇1 ウつィーで穆戊ルイ:-1Jヽ＂，府薇

珍か｀プ包トンctJ t易，令t l4 、づ、ク＼ L ｝ケ Iレが裕：よされfこ。項微物としL- 11:.、マ乞 Iーン 4 他（こ
1 や-f- Iレアセトン， 1 ケ lレイ、ノ 7`' ケ Iレゲトン，か） 7ハフt °lしエーチIv, :f.-ケ 1レア也テ，卜，

ギプキサン， シト＼-:z tタン冴についで稼村レf：釘 1ケ 1レアセテート以外めィ易令叫、生
約心和免しレて、 9 、1 Ji j 4-Iレんみか｀木合4、イ比fこ。 エナ lレア也テートの場合に I七、コ、う他
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メ今 Iレバ也 1-:: ｀相峻肴めつヽケ鬼1 ケ lレか検去でれた。

｀印鯰へ加したづゥ条の中<1) 1砥／Iー／ 33 み It. £，力｀＇ンマースヘ゜グト Iレ'J:.,tが，半

麟1)、うぅは定した。二み慮が｀会却叩］と茨に変比すけ紅パ示した令が＇下i1’2 であふ。国
に 1す 2門□応製によって虹紋す 3 づ‘う令、中の 1_13%-/33 tも E 粁輩して lo1ll糸：：示した。 l gょ‘

リ、畜磯名へ矛序つたづ‘ゥ啄， 1 こし1 I-／総＄ーか｀；墨綿べれて、，ゑ：：とがわか 3 心， こぺこI:.から、

T-13 うと I-13詞抵虹蛉製疇め｀」屯し）をしいれるt，つ、遠疇疇珍今で＇守る
詞として 戸扉伐スよってででたづ，ゥ吾、によるよりも， 1麟製庁として唖1萎で＇きたョウ
4、に人、；釦わ如が，よりあ l) 枷争でぷ'-::.. 1 le,ヽ）ぅ串＇炭めf今なす》
P一： ; 4 詐采とも一玖ずるも内であ 3 。
なが‘アも卜、／以外の脊瞑碍によって拭みた場；令にば，

少しな、 1 そ 14＇えO '1/0～ク0% 4 I勾であった。

ミ\:.か＾わかる。 これ I丁

釦玖乃への炊柑ほヲ，ゥ条、の年多げ

升

y paiss and 8．月m ie1 ; J. Am．凶爪．ふcぅ廷 2332. (I 9絆）

FI62ｷ THE RELATIONSHIP BETWEEN THE 1-135/1-133 
RATIO IN THE ORGANIC PHASE AND IN THE 

FISSION PRODUCTS VS COOLING TIME 
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UO,(N0, 1,6H,。 .40MG

ACETONE : 2 ML 

I RRAOIATION : 100 KW X 2 HRS 

- IN THE ORGANIC PHASE 

—• IN THE FISSION PROOUC TS 
I Oua」LATEO I 

~ ~ 
゜。

COOLING 

,o 
TIME 

15 (HRS) 

,OO 200 300 400 500 訟

GAMMA—脳Y ENERGY f KEV/ 
ァ9‘

IRRADIATION OF U-ORGANIC COMPOUND MIXTURES IN THE REACTOR (I) 

BY. HIROYUKI NAGAO AND NOBORU OI 

NAIG Nuclear Research Laboratory and Central Research Laboratory, Tokyo Shibaura 
Electric Co., Ltd 
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2 A16 素祖丹／ールにおける反釦l)松7 1>..の 1碍的効果

粒火理 忠放丈十
+ 

崖l>\ 億位謀敏郎o~f澤玲巌

疇系において国（孔，バH 反応 K よう反財もトリナウムの化学的効泉 Kl月する研肝 Ii数
勿くりダ,,沢ぁり詳細なオ虔討研／:n れて凶る。一:1',茨相系をば一般に ‘Li（れ， ol ）用反応.,,こ

ょフて検討而直められて川る勺＼． 9.::: の松及ら K I.fl V\られる 19 今，う這,r 角撥条保’かーとK 千

毒lわ rくのチャ1 -相糸となる．沖 20年／会で戟告した侭不灯ー系7: l t炭鼠）がク A結段印
にパ， K 反蛾トリケウム疇視 l ぇ rるいも屁し気相閂ー系と墨') "<'1 よ ll 疇げ
る．本研針も l璃釦1 直糸も‘よ仄斤ャ1 -m、での反町，）ヶ m、の肖総合機様直すり
比較梗言わのため，メダ）- Iレと｝紅 1) 砂叫ー糸』炭緩リケウムヒの不可—糸 I：おけ h

反似しトリケウムのに炉蒻泉り校討し合仕て全卜りケウムの収卑今れを明ら仄にiること
忍試｀汁仄．

町iに）利 IA KI) 今ウ A 溢("J特茶品をそ n i i l史 1利し、東尉）什 Iリム＼1歪馬犠の乳鉢百免分
狗細 l て使用し k. メり／ール Id B~)(e 1t.,dal之らの方社、 K したガ＼｀ってア Iレ予ヒドJ /k d)符ふ

臼な，幻筑料の(), 2 叫も石蒋ァンプ・ル又 I1 石策つレカフ'Iレfン 7• Iレ 1-:: 爾荏多1 入し，

J R炉 2 の気送管で 1 分）自り穂中＇ti }堕射をしP:.訳料Ia紅填，追注差く没 l くよ＇）質 4令生
成籾，和和虚勃'l.')今 Iう A 釦 Vヽ 分離しに知が生欲物 I［ラジオりスク 1コマト↑うフィー
K よ I) 水!.,メダンの旅州訛o 須Il 良い子な）た。衣條吐成物 1 J j:_'c-L t狐ダ手の 1 9 J -

ルとシ品性久系であるのもメり I -ルを約 /0 i音の杖しともに選径俊，虔（差 K よ I) 介餓し結兵

;"“fーメケルニトロペン‘)";r.. A 卜とし 11\結呉によ l) 精嬰使和わ、／今レーシ 3 ンガ、う
ンターで叔射能直1）良をした．又水 II 俊なょ，）嗜）土水秦I/)枚瑚慨を衣りv: 'A也の和本生成·

物 (1 かスクロマトクラフィーを分餡した。疫囃リ今ウム雌炭t介維使中如し，函U) がう

り如紅しし，記絡心リ精望し水l1}留ク O' ら孜射他□1定した。各生成窃の吸角が吠
料と）司睛這りすしfく念：線 l~ より庖中1）'t 1 線束を瑣Il足し， 1月ぃ 1べ 1/ 1t Iうム瑶岨：とかりなトリ

ケウム営 E 箕出し求｀め K,
得られた吸卑分砂を戎稜 l) 今，7 t->-.. t n 千内ー系／湯化 1/ ケウム乙い内ー糸 v` っ町ぞれを

訊 l図 1 、 1図2. K 示す．

豆しトリ今 Iうム℃メり）- Iレ℃の反応生成甥 '1 主として放系，iグン、親ケ｝ o }ク）

ー Iレ'l,)l<.と磨易にな嗅す 9)-') ナウ仄であ＇），そ月 A也爪 Iレ IA 'y Iレテコヒド，エ今レ.:.. J'} 

1 ー＇レt'コウ芽ミ；希1J日系でのづウ lいキル等 n 生六切 IすI,\すれも 1~ 2 ％棧度であ＇）丞視
しうぅ塁 z, ?I ?た。須絲成分 n 牧辛 11 条加しf: 3 ウ屎塊疫 n 姓加↓くした似‘？てぅ咸‘Ih すり偏

句 v` ぁ l) ，灯一条＾和1＼｀がーヤうー系に比べ 1 収坪勺＼犬さ1/1.液相成介印で lず親分 1 バ又年も
内一系 n＼芥·玲ー系に比しわり2 b＼島ぃ灼いす1 れも 3 り象嗅度ヒとも K疫ケしその 4噌｛印で煽似
していJJ. ~り／;Jレ{// 1k峻見 kl1 V¥ k 弗性 9k素 \1 戌素 L 純念 L r, 卜 l) 今 Iうムと 11 見 k ヨ
ウ知業及り噌加 Iくした灯＼‘l,,\両糸ヒも喝加し r、． し灯‘レ ;5 性米、糸 I t i 1 素 K t）て應燥啄ii)
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履卜 1) かウ A /J\、ス h ベンジミれてせ成すみヨi'J luK.系と交投反たを起iの加餌火庄ク

M疇［1- Iレギ‘反足 K 紅困すらも(!/ z, l'Jなぃヒ菟之ク’不灯―糸にわ、いて党稜リヶ Iぅム
叫＜上まっ K 反誌トリケウ A n 収直分今と I] I詞茅り炭年を示す爪＇ンれ 1 i F l レエ‘-'<

抽いれな,,ことがぅ輩お知し念物で 11 なく，水［と扇易 K 交検可能r,; 多）生必素~ l,l'.'..悸形を

L リ込中れて(/\-?.収糸iつウ束壌度1/噌初にしたjJ＼万tj;庶りりヶ,ナ尼系t I1應危葵脩

v、よ＇）福払＇）ケ＇ケムt k もに残紹すり/-- I) ケッムヽ1認めいれなv\'

＂友 I) fウム印で反眺トリナウムq印昆 lげ恥又結品かに令卜り今ウム 4 位 15% fJ\'坂込

ずれていること碍f:lうかヒな＇）反紅麟！d トリケウん癒に内—,千t1 ー系を＼1 差妍｀＇カク

。文らにい灯ー系t; Iす反践" tfl闊滋霞）がウムt I)術炭·によ＇）均ー系に比べて反誹 X え

ルギーク n 疫‘ゑか｀早く起，），エえ 1 しャ‘. -/Jj'q,が4をアえ 1レギー街／かに児臀？ ：：：とか｀旅えられり

a しがし侍られ履糾戻からt畠iしリナウム閂一条 n 汀い‘炭禄 1} 1tウ豆灯--系 l：氏して収年

鐸い訳＇，tの 1碍If) 1 ゥ羨援 K叶すら確紅瑾弟に鞠似し 1 名ヽ，) I 均一．不可ー尿での
反践卜＇）t Iう A di反危に 1す祠効 Idートリケ 17 f>..,~b)立ぃ 1-:: よる収年に佐 1ぱじケ b\`'虹純令J羨

椙に 11 K 町な差＼が全いと誼象之れり，

60 60 

^ 怠訣

40 ~ 40 L ¥, 1 

叫 哄

･ 20| ゞ / ~ 20 

゜ 10 • 16-4 107- 101 ゜ 0 ”10 -5 10 c3 10 -2 I が

゜
10 -3 104 

ヨら東逮度（叫） ヨウ素煮度（叫）

矛 I I図 炭穣リケウム｀／り）-)レコ匂素茶 :;f 2 1図 塩化 1) ナウム‘iり I -ル・ヨウ秦系

1こち liうトリケりムの介芍 に方＼t ~ ~ I) 今ウム(/J分年

概体店衣物 3 メグ）一 IL

2 逸］咋水魚 午 残留}- I} Jt- 1 ム

Chemical Effects of Recoil Tritium in Liquid 証ethanol

Takanobu 叫l0訟訟，［oshiro 叫人田0 and Gunzo IZAW/i. 
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2 A17 臭化工+,レのべ‘ンセ‘‘ン海液 I~ あ吋る (n, r) 及ず心 1叶半ぅ化学的扮果

頂:1-tt.．理”哲放火 ｀ハl 考信，｀ほ森欺詞よ迩森健沢抑

1. 目的： 肉為年，ふ史 1.::_ 臭ィヒエ午 1レーベンゼン薄液まにあ，"て（n.r) 及応みよな＇それ K

袢う 3 2. mBr n 救果，I生体豚朽 1-::: よって生放する 82Br の 4ヒJ学的クヵ屎 1-: っ 19 て舟巻と祖えてきた

こ屯iて‘、全肩機収辛ふよな＇七生放勃であ百鍍分手の収字 k ついて秀案釦主めら丸てき

た打-,さらf詳細にその再締合微楳し検討す;\f:.iJ:J K f国 2 t1)相祇放射•＼主生放物の収卑 k つ

‘｀て検討す 3 ことか決吃と府えられ 3 。 今国は同一系で引きつつ‘、さ護分子以外の涼紅I•生

宅奴物の収革，くついて兼対した．

2. 実験： 嬰ィヒエ午！レ． ベンゼン 1ま常法 1-:: ィ足ってt lir祁製したtのt用，、た。見象 1ま年

販特恐の毛の足そのま a 4更用した．臭化工午 lレ，べ‘ンゼ、:,,ぶ，よな坦象の衰合衆末の O.2』i

t石茨アンヂ Iし 1く封入し照射試科手とした．照射 I3 J RR-l の気送麿 I<: て I r,;向行った。狸射

伎迄克下で拭斜 Iょ臼由否で向封ざれ． 臭素，，翌元が行なわれた。府叛，然栽肩にA内甘L g泊

k 相ちす 3 r 線 '!,:~II 足し，全府核収牟 (Y°/。) t系めた． 一方府機月の一祁t 1 第／》して，そ

の I ~に 1J.放射迂生奴わとして舟ぇられる箱々のキャリヤーt埠加し，カ・スクロマトグ‘ラフ

K /.)'1t 1 芝れをれのt:.o ー？に対応する官り分と1iJ誼，捕揉 L 放射能汲'l 史を行ったし報分手収年

(p %),池の森射ぽ屯放物の収卑 (a./。) t ；た式に従って求めた。他の 2 っ 1;t橡導該料とし

Ap入ふ 楠‘集した諌Iiiチ 7 ラ 7 シ 1 ンと件に奥界の定量放肘徒別
p (%) = ~ ~ y 

Ar X gI' 良t 4fっ K. s、, Sf'J枕辛拭科．瓜心樹垢しに親吊今フラ

クシっン中の奥寮滉度． As, Al', At> Iよ将鞣拭糾，言見令手 7

Q (_’/。) = -x  P 
Ap 

ラ 7 シ 1 ン 邸桶集し托放射ヽト主宝放窃のフラ 7 シっンの放

射能であ;;,.

3 ・結果，およな先祭： 田 1 に坦{t.エケ 1レ (O.67吋），べ｀ンゼ’ン

(0, 33 w,+) の紐成 Iこわ＼t i令放射，J、生左成拘ll)収卑の簗羨：＂

依店l•生を示した。 o. l w.-t状.l:.の忠，、繰ぎ．；笈肢範囲で見られる

そ中℃‘＇れの収卑曲螺11)直媒苔ゎ分を臭魚 5'界双 0 吋 1：：タト将す 3 ミ

¥:. lこよって，七1'片力｀うみ宅ぶ初の高ェキ，しギ＇ー及沢収革を求め

た。翌を.r..才 Iレギ｀ー及『ゞ収弟 Iょ松リの危1 カヒしてギめられた。

たや‘し：：：臭仁べ｀ンゼンのt屁今 Iま臭屎浣辰 0.05 吋 1-:. ぁ, Iヤ a ｛直 E

忘エえ Iしギ｀一及た·収学としだ． このようにして泉化工午 lし・ベ｀ン

ゼ｀ンの令組芯 Iこ対して得~ぅれセ令放射，1•エ乞成拘の懃，ち，よな危

工え \v ギ＇ーみ応•収孝で国 2. '3 1= 示した。梵エ,+ Iレザー及た 1て

よ 3 全有微収年/;J:田 2 I°" 示内ように本定喉て，、ギめた届放射ヽト主

宕放叩 4 収卒の和とほ lぶ‘等し、，ミとが示め文れfく（点繊）。

し竹しふェネ，しギ＇ーみ応. I"",l:. ~全有挨：収キぼ田 3 1こ兎セ如つ
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よう 1：：：高ェt Iしギーみた'" J:る令宅放物の加のみで 1ま説硝されず'J }¥') 11)卸分 13 床庇究で

は同足出床な力‘った島北点フラクションの収争 1-:: ぷ 3 ことが明らが 1：：：「よった（点堺）。 また

ベンゼン命-hD 1: よって田'3 I：：：みうれるよう l：：：これら高北点iヒ店初の収幸の~i数な対ヵn が認

めぅれfーカ｀，これ,.登，および・畠ェネJl.,ギ｀ー＆た 1 こよ 5 辣な｝収年の兎漱な浅ケと対応して

ぶリ・ これらの 1町に祖 m 向係のあることと示して，，る。 これらの肉係 I;! 左田 \C 示すよう

に及蹄臭東原｝力百知豆する湿牲て｀弗住 1t狙の C... H品t碑一（年•十そBJ→知品（I)
↓匂：＼ゞ C,.Hぶ…---•(.2)

＄シ希ほ，イI:合初 —----• --(3) 

日牛 穀がり·ょ叶這、巨砧拘の生枚

秘放し，一つ＼i解甜し"-'々的 1こ再純危を行、，毬ェネ Iレ社

され 3

みた 1こよ 3 級分｝収卑t手え (I)' 一方 li周旧の B } I:.の

雑五作吊\<よってを知t.し，畠エネ 1レギー及た 1こよ a 瑕

分み収卑t与えJ (2) が， これら K べ‘ンゼンガ｀泳加

：とにょ，てべ｀ンゼンB ナヒ及た L 高沸、色 1,t.令窃t宅がするたのと秀ぇうれ§ (3). 

これ 5(II.(2.),0）の支争みたサ兄れそ＂小の＂に宕ふして，、百モのと杓えられ 3 。

J/J... l:..のよ・う 1-:: ti)いな（2-) 1c よる懃ぁとも、高ェネ lレキ｀‘ー及応による韻今チ収卑 Iな国 2, 3 て｀半I

3 ように 0.2.,.,,,fキ呈茂のべ‘ンゼ‘ン 3繋度では中もやかな収卑の斜サかみ1:: /J)られた．これは前述

ャのようら｀み狐奥衷原子の叙速逗祥 I" お 1ナ 3 届P 奴が知砂派の形沿t綽坦セす｀．錢届にお・

｀て芍il目のラジ‘力 1レt It i・ケージ‘内 1,.,_ お＼け 3 再係今なた· （葛亡手 lレギーね応 1-: ょ 3 複ん｝

収年）およな，ケージ｀力｀り拡叙 L エサ 1しラジ‘ナル、の再斜ら及た 1-: よって毬ェキ 1レギー及

応ドよ 3 まも分｝収孝t牛え 3 ものと房ぇ;; tl¥, ;). l た登ェ手 1レギーなた 1-: よる諌/iJ }収卑の

。し2mf）／人上＾べ‘ンせ｀ン；浣辰での虔~t 11-斜報のように 1,-==-1レラシ吋 Iし n・考与によ 3 ものとして訊

印 1 れた。一方畠ェ手 1しや一及応，こよ 3 箆イヒベンゼン，＝奥化ベンゼンの収年 K つ"て毛同楳

にク吃の簗 4C L 午 lしの添的にょ，て収年の激すが見ら小忙。 iた他の宅松勃の塾公、よな為ェ

ネ 1 1...- "\"一及応 I"- よ 3 収卑 F ついて 11-ベ｀ンゼ｀ン 11-年 I" 命釈'fiil \:--してゆ， 9 て 9, 3 。
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Effect of Benzene on the Reaction of Recoil Bromine.atoms with Ethylbェomide.

釦akanobu SHIOKAWA, 庄oshiェ0 S心0 and Kenjiro KONDO 
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2 A18 有磯今子化合曲のホットアトムィヒ学（;I> Ill 報）

C6H6 • 2 SbBr3 分子化合畑の中1庄子瞑恥t

熊大工 o 嘉 99| l唆明 四宮知郎

ベ‘ンゼンと賓化ア:::.,チ毛ンとが｀宅定な結墨雌凌子ィヒ合物（らH6·2Sb8r3) と作遠二とは

忌く知られている。一殿：I':. ＝の報のドナー｀ア 7 已アター結晶I匹分子酷晶格｝エ福m｀する

もので，浬合勁が7 ヲスター茎作tるのとは喫弓る。従って.::.の合各（ヒ合物及辰子吋照釦可

ると (nパ0) 反盛I之よつて生じるホット奥蚕ぉよい寸k ，ットアン千モン熙うが最絡的 1：：を定

化．す~ {I::.帝状大‘誨 lcf1 扁欅形モ担当存する二とが斯待されな．

令｝｛ヒ合物の欧令令ろかサ(`‘9 ト，，トムの守定化におよ 1ます叙沸逗硬痴可―るため'..t:.記の

今いし令咳勿わ‘よいC pージプロムヘ｀｀ンビ｀ン一輿ィヒアンチモン兎且為について捐蕊奴率芝，照真市芹

向およい癖塙Ti疇，アニーリンク’'温度の喉版としてヨどめは兎支した。

［索 馬食J

試｀ 網 分釘ヒ合物は熱ベ・ン己｀ン 1こ粗翠した輿ィヒアシチモン豆灰注，／ ：：令却して宍存ず

るへ‘ーン己"::...,之踪しヽて利子た。 尭庄殆lot"滓臨法によ＇）得た。

中性丑頸的 20-50m9の試租芝『りエチし::...,容器に到入し， 気迭ラビ｀フトに入れて気迭菩

(Pn)喝度また L ざライアイス CDI) 「品度で照紺Lた．邸珈は京大原手炉の庄気送薔 No.3
92 

（出力 1000 kW, 熱中悸ユ束 5xIo" n/ cmz.-sec) で 10~300 約固照節 L た。瞑馴後
82m 92 122m IZ2 
Br(IT.) Br およい- sb(I.T.) 3 反応匠十分に可るため，諏料互DI 湿度寺た

は室謳 (Rm) で b5-90分店放置した．

抽 出 言甜岸斗2べ｀ニセだンおよび 0.5 M Na2 S03 水浩汲 z・オ辰り， 二れに壊均祉酸"&.lJロぇ為

琺麿，惹抵層にあ鰊した。窄嗚層'"虚｛ヒnlI.-シウムで眠水し測定詔群とした。

放的饂茉ii定 NaICTl) 痣品埃出宝とTMC 千00チャ-'f' Iレ束高分析落辺回1 た。 82Br(TVz:
35.q面向，ざ： 0 .55~ 1.q MeV) バ雑逗羞度が唸bの直疇噌っか(./I O．ワ7MeV I：：より森
めた。 122.Sb (Tv2 9. 280 日， Ir: o..5& MeV) の放約能翠蔑 1a li'2B...-(o. 55 Me V) と塑百知ので，
別に照的 L た食鷺の康噂試詞：：：より二れ区差弓JしlZ 求めた。 124Sb (Tvz; 60 日， r ： 0.6OMe-' 
V) の生成が認められたか無葬立きた。

（結果と考寮J

1) 分子（ヒ合物について噂られた結果l!.. Fi9. 1. I＝示可 o 瞑珈時固が60 衿T以上の場合

には門2Brの有如退 (OYsr) 1 122Sbの鹿磯収率 (OYsb) 共 1：：眼即時向 1：：陶係応：ぽ 1ま＂

一定であった。 60 芍尿嘩の礫術では 0YBrlさ昭的時向か紐かしヽほと渭らし9収率互示した。

OYsb は並 I可印9U又宰と示した。二の二とから 60-300勃痙壌の碑尉で1c1:JW1 :J-炉中の中I庄

子束， X 線写どの蓉表 lotホットアトム反応にあま，）膨響しないと思われが

2) DI i蒻または Pn釦隻叶珈L，疇磯、のア＝ー I).:.,?" 戸＜可ゐため直ちに DI 中

に放溢したのらの親主した菟令~ (DI • DI, p.,,• DI) 1..-, OYsr, OYsb梵 1::. Pn 湿襄暉自すの方が•DI

湿度照知の場令よ 9 高い収率三示した。同様にDI嗚度また l°;f Pl1 澤皮 z··竪射し室環 zい放湿．し
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た場合 (OI→ R"', 和→ Rm) Iこ屯 O'<sr, OYsb はft: 1-:. ぽぼ｀一定と店フた。：：の：：：：と閲頭

恥臆度か｀扇珈仮卑 l吐:き<.膨審 L, f区惹照珈の場合は r =-1 レ惹虔 1二碑江 z•• 窃るか｀·底嗚瞑

船叩易合はア＝ー 1しの影習巨疫 1”::. と左而し Z いる。

ヨ）p- C.6H1-Br2 - SbBr3 系の浬品芸 DI T風虔または Pn 隅度 Z•睾射し）直ちに DI 中に放

匿したのち分雌した渇合 (_DI→ DI, Pn→ DI) の有腐収率たFig. 2 1こ示す。今うft.合勅＾紅且

松（へ＇‘ニビ｀一環：阜ft.アンチモン＝ 1 : Z) に内坤した俣での有磯奴率はそれそ••れ

O'(BD: = 3,8 %,0サ::= q.3 %., o恐に 0.0% おおい" OY:nb = 1.o 況であった。はし‘の試
料中に存在した有媒結合奥 ~I~全稟薫の 25% cあ 9 J p-=-l'•プロムヘ＇’:::..セ＇’ンの牡照加した

Dt P,, 
場合の有磯叙申 lま oy~;= 75%, OY~~ ""'87 劣であった。従フて禽｛ヒアンチモンがホ·フト

＂居戸存如ヒに即与しほいとすれ 1-;t·;猜狐収率 1百それそれf8、 7%, ZI,7 ％と芍,'l3 fさ

ず Z•ある o :::.れらの（造と喫瞭値と＾差が‘"t.アンチモンが｀南与すること 1：：：よつてへ＇‘:..セ＂ン

環へ結合しちかつ E 泉裕ヒ考える::.と b‘" できる。
a a-t-1 

以J::の締衷から， 二の茜のホット，，トム（ヒ学の実験結冥と鯖·叙オ~ 1-:: ば， A (n, n A, 
aA(n, t )(a -t- 1)mA およい" C.血）m A(I、T.)Q-t- lA c?)'3茂が該疫換豆廷ものについては，照的温

度行ふい｀ア＝ー 9し温度 1::. つい Z の十令朽デ＇一勺が｀lが要であゐ。
I 

b¥ 
ロN

8
 

工rrodn→ A11neal tnj

DI - 01 
DI • Rm 
Pn • DI 
Pn - Rm 

4 
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Hot-atom chemistry of organic molecular 

compound,3. Neutron irradiation of 

c6歴・ 2SbBrぅ•
by Toshiaki J<ishikawa_ and Chiro Shinomiya. 



2 A19 希土穀金属キレート 4し含物にわける中心金属の炒環変にとも
なう化滋的効果の研究 (V) 

阪府放、ヤ碩 o 羽葬武羨、）日田聡、谷I2 節男．籾爽夫

目的 希土顔全届キレートィヒ合物の中心全底のJ3ク褒変にともなう中心食届一貌位手｝日の
翁合解裂の統究さあこなった。こ戒までの史険統采による亡J3援変により生じた絞原チ
キレート化合叫疇液中です汁やかに中知さ戒二況励起疇体にな｝、こ＞で分詞
あるいは水素イオ‘ノ攻撃と愛寸て緒含解製さおこすものと麟諭さ米た 1。よた乞疇恙杓匂
似這訊（今オ燒戟ナトリウム）の作）用により一師知奸ること釘疇以た門
本記は篠各叩棗に導＜二浚箪起ヽギ I町和こついてさらに知見さ尋るために、グ｀リセyン
和11 による反崖夜□魏鯰疇疇裂にあよぼす効果、互応知痰度効采およ疇効果
（料恥渓）としらべたので殺告する。もちいたキレート化合珈£77Y均DTA あよ伏｀

唸r~DTA で．j3痕史：：：しもなう化和的効粟認落式で訪すどつさ‘‘のようになる。
i) 吋均OTA ― fJ必c咳仇 l.9tr. 177し謬（た年牙訟 684 ン 77間）十 Cy DTAt-

CyDTA4-—+Yb3t——• YbCyDTA— 

ii) 171E凸DTA- ..f!_必吋ty. 7直、 17'Tよ(...@.血咄祝~ 171ふ紅） + CyDTA4--

CyDTA4--t E戸――→ EゆTA― イオン
非放射4生 Y戸およ仄ヽ9Eぼイオンは 177Lu3tまた 1よ 17/T吼3咬釈位手との再結令と防ぐためのス
キャベンナヤーである。
実険腹化ィッテルビウム (176'(b. 1ム必心％）またば酸化エルビウム（＂゜Er ; 96 aわ嘉）

色熟中桂子、照射‘し 177 Yb またば17/E心雙造した。座射物は研唆釦て力‘え｀々の 70 久力＼。全局午
レートィヒ合物を作るように N□')DTA 豪夜と加え、過剌の遊雑金属イオンと Dowe)(50 勝イ
オン交授樹詣で隙いた。こうして得ぅ戒tこ 177Y且t~ Iま＇7/E.r色含オ況全なキしート化合物拳
浚 lく、非放射柱 Ybぅtよたば E戸｛オン；容忽と加え｀さらに成汲効果をしらべるために重量
％にして 0~ 4-りげ＇）セリンシ象夜として、土た裁虔効柔よたば柑効果とし 5 べるために
詞。し％エク）- Iし塔浚とし、反応嶽度と 27 ℃ I -20 ℃• （いつ水も恣状）およ灰ー78 ゜C
（ガ｀ラス牧）にして疇む扉した。反応笈ばすべてpH ヽ． s 0.01 M 酢酸アン毛;;:::..ャ堺疫’
とした。

尻允輯渇這在していた廷麟砂虹光が｀彫裏してから． Dowex 50 影オン交換樹
応燐イオン俯Jじ遊維金漏イオ｀ノ4則＆分離し、逸雑金属イオン1剥へ、怜った祓射他の他対剰
足色あこない、熱交授反応による伶脅灼繕打恥楠正色して終今七JJ飾年と求めた。
疇ぉょ疇県綺合解製lミおよぼ｀す粘度の影厚色咽、 1 に示す。 Y峰あよ於Er恥っ
ぃて純Jk嘴哀界ではそオ（そ水 10 松あよ双-to 灼柑合管裂がみ」澤る力＼．、 グ）セ-Jン添加
により応度を塁くすると切析卒 Iょ小さくなリ． 0.04 po i:se で l .f k 水そ水 Siいよび｀｀

42災になった。っぎ I芦函姜効果あよ疇勅果についてしらべた緋果ど表． I に示す，喀衣
朕態においてぱ切断平に対する羞及依為4生が｀糀めう水．反応浚（よぷ／エJJー！し客液）
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Fig. 1. Variation of percentage bond 
rupture with viscosity. 

phase aq, soln. ethanol soln. (50%) 

temp. 27゜c 27ーC -20 ゚c -78ーc 

177YbCyDTA 70 % 64 % 58 % 56 % 

171 ErCyDTA 50 % 43 % 

Tab. 1. Temperature and phase effects of 
percentage bond rupture. 

の試虹付近では、＇呈差での位の約 /0 尻のイ応下がけられた。さらに温度と下 1f力｀＇ラス吠態中

での切餘率区しうべたが、液柑におtるような羞度像存牲がみ □Kず．反応夜の蝕羞刊誼

の夜相の 1直とほゞ 1叫7惟見であった。なお Er茶につしヽてのみしうべたとこう、スキャヘ；ゲ

ャーと加えずに反応させ、反応終了峙にスキャヘンチャーど加えて合翌土しても迫該全屁パ

介／中にほとんじ｀ 17/T吼が扇包あっれず 絆今切翡卒，よ/. 5 'I。であった。

臥上の締采より ¢痰愛によって生じたニン如励起中）―町本ば励起餅消のさし、結合併裂さ

起し邁誰全属イオンあょ灰貌位手になる力＼‘`｀スキャベンチャーが存在しな 1ゎk ば、すぐに

再結合色起し、 入キャベンナャーが存在す水ば貌イ立手はスぎペベンチャーに才肩庫される
い疇ん疇る．オ切しゃ蚤度と愛えると切断平が支るの 1よ イオンの紗會かも史の愛化に
よるものであろう。よたガラスA悶許でもなあ夕量の終今紺乱ガ＼＇乾めり米るのば、戸戌虔
効果による篠合斜なによ）生した邁註パた金嘉いオンは、ガラス中においても塔易 l勺詑血

手と緒れるものじ寿えらがる。そして訛頓のさいスキャベンチャーカ渇嗅チ乙乙定するの
であらう。

文甜 1)} 允 1'€j匁紺化祐討蜂ぶ零旨集 (/ 7 t夕）

2) 狙1J I印む考におずる印口元素研尻妃衷今免呈是 (/9 ｢7) 

Title : Chemical Effects of ~-deca y of Lanthanide Atoms in Lanthanide Chelate Compounds. 

Author : T. Asano s. Okada s. Taniguchi J. Tsurugi 
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2 A20 
叫Ce （皿）疇 DTPA 錯体の忍―j襄変に伴う化営的効果（もの 3)

東北大理 饂） I l 雰信 0 大森視

I 尉包 144Ce (III lｷ DTPA 錯体 (DTPA: ジェ午しントリアミシ五酢酸、 H戸）.,t_ I J /3-J襄変
して生し汀ミ 144 pr の化学的挙割を速度論的に解明すぅ目的で こ山まで 1司位体交換反）応機
植1) エ＇よびセリウム (/V)-DTPA 錯体の介解横構 2) が 8月らか 1 こされた。今回）可さら,;:: 144Ce3+ 
から屈J褒変して生し了乏出·pr3+ の畠換反応速度あ’よび 144 仔y2~ー収率の温度効果を枯諄寸した。

こいらの結果を基にして！44pr-の化澪的挙助を定量詞ー、説明する T：め）こ、出 Pr の懐変定

牧毛汚應した頷引檄稿を君ぇ』 忍temun 方程式を苺入す 3 こと E 試＇みた。
江，裏禁反応溶茨から一定量と＇），隔イオ.:....交揆初脂柱（ Dowe.x SOW-XS, 50~/00 
jゞ／シュ， Na.型）に直してキしート部介と喝ィオー笥介厄分離し， キしート部介のが放

射能を克1/ 定するこI'.'. IS: Jリ心Pi-Y2--~又率を求めた。

皿 結果茅＇よひ房窟 心Ce が‘化酔的平衡に運した佼に、 144 目召こ収率召pノH の＇粗敦こし
て求めた結果を図・I ;:i:.,よび 21 こ示す。 こりしらの結果を定量的戊石見8月するため 1 こ 144-pJ-IJ) tr足
化餞利檄椙巨ン謬’のように考えふ

144-ce.3+ 土ら l44p,_3十上竺~ I□2-

］直 l入B l 入p,-

144Ce：ミニI44口□44ロ巫（昌程 1I)
竺坐 竺竺旦 池N6

三i44p,_3＋ニ144-Fl-y2-

l 瑶」池
池N了入R-Ng

こ＞で N~ ば最初 Iこ存在していた 144ce の原子牧，

Nnln=2~8 ）は各 7 ラクこョシ 1 こJ:,· 17 3 144Pドの）更子粒，

入Ce.'入pr ばせ出ぞれ 144ce ;J::,ｷ Jひ,144 p卜の！襄変定敦、 入CeY

l可 144Ce3十乙セリウム（皿l- DTPA餌イ本、の同ィ立体交換反応速

度定数，入p討 I~ 144p,..3十こセリウLi (JIT)-DTPA儲僻の置検

反応速度定牧， 入d I可中 1引儲体（ 1“Rz) の介解速度定

（遥程 I)

（過程皿）

go 

゜6
 

芯
）
餅
凶⇒

40 

ぶ
な
d
寸
―

20 

5.0 7、〇

pH 

図 I 叫足ご収率とpH の“
25ー c ; Jvl = o. 3 
f. CeY2-J. C C.e紅〕

口： 2.50X IO-4M ; l. oo x 10-4M 
0: 1.oo,,_,o-4M; 1.oox,0ｷ4M 

• :1.00xl0-4M;,.so,._,oｷ4M 

実慈衷 Iば (I)-(4)武＇召用 II て得た言丁藩if直

数、 cJ.. I如酌合切邸率であ'), 144CeYをct')釘衷変して中 1引儲体を経す＇に直拐追4 pr3-t,-、g 3 割

合を表わしている。鎖列様構導入尺虎しては取孤いを閤単にす 3 ため 1 こ、 i) r.; t襄変仄よっ

て生L,=尺 144Pi-- (IV) ほ涅やかに還元さ出る。 i'1) -t- 5 面以上の恙竜而ィオシ I;;!:, 直榜 l心仔 3ナに

|) 塩） 11 ， 大森． オ 9 回杖射ィヒ営言寸言會会， 広島 ( I 9 €, 5). 

2) 塩） 11 ． 大森， オ 10 回枚身寸化苓討論会， 東海 (19E,E,), 
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rよる，iii)中 1引錯体 l 出p心） I~介麒(/)f荏に隔イオ上交換粗廂 l こ

D凡着ご U しばいと仮定す 3 。 したか‘って田p口m化学種のう万，

144呂笠―ー収率を与える屯の 1迂入Pr 心， 汎叫， 入Pi- N も示』び

入RN8 のフ弓 '7 ションの社である。

反応臣固か十分経過し， 144-C.e3+ と 144CeY2- b‘ィヒ澪的年南 I~

ぁる喝合に 1コ， 13紅eman 方程式の解として各 7 ラ 7 こョシ

I可てりして•U ＼ ：欠武のよう）：表わすことができる。

怜馬＝
入芹（ 〔 Ce可 （＇丑 Pt-戸Je

(1) 

冷i- +入R-, (Ce町＋〔Ceや） （144かりe +-（庄p,_yl-)e

入p,. N4 = 
(\-c()入Pr [ Ce'f' 2-J

(2) 

湘＋入d [Ce町孔Ce沼ー）

4

0

0

0

 3

2

 

竺
舟
x
t
が
そd
i
-

5.5 6.0 6.5 7.0 

pH 

図 2. 5°Cにお謬 144-Pドy2碍又率旧旅

にさ汀＝ （匡戸］＝1. oox104M

o : 5ー C ; • : 25ー C 

80 

入pぶ＝ （ 1-d) 入昭図 [ CeY2-) (144PI-汗）e
（入fl-+入町）（入pr 十 Ad) (Ce3ャ）十〔Ce丙 (14勺在）c ＋『44脳吋e

入p,Ng = ~ 如 [ Ce戸） 〔 144 p卜汗）e
池＋入PrY (Ce3t〕ャ（Ce汗）〔 144Pr3+ Je + ('44-P足）e

(3) 

(4) 

0,5 

L
L
I
 

pH 5,66 

。
｀
＂
12-

• 
--と-A—←
pH 5.27 し

pH 4 •93 

したがって出R-,2- -1/,又率\;;;!', (I)~(4)式の和こして表ゎで ~l 3 。

こヽで入Pr 、入ptY 1吋既知であ 3 かう， 144 p可 2-—収率に更瞭‘イ直を

パ入す 3 こと 1 ミよリ， 入d あ＇よびr::J..を求めることか｀＇できる。

図 l の吏腺 I可， 入Pr= 0.0396 miri-1, 入p卜Y = i IOg,89((CeY勺／（ば））
+1 08,35 l 国〕2 mi n-l , 入d = 104'7 〔印）訓f'l-1 ま＇よびci = 0. 25 乙

して，（ 1 ） ~(4)式J')計算した 1直であリ吏験‘｛直とよく一致して

いる。図 31~ 144p召只セリウム（皿）- DTPA 餌体 L の置換反応

涙良を計算し尺結果を実験値と比軟し T、•ものであ 3 。

144Ce の紅褒変 1ミ伴う化澪的効果のう 5 最も塑要ば告因 Iコ， !44 prlh熟刀学的不序定性であ

ふ 144Ce (][)•DTPA 錯体、(J) (':,-r襄変によって生し＝「こ出·R(IV)Y―は、介子内雫今授受反応 l いよ

って中向餌体をつくリ、 これか酸触媒酔離によって心Pi- 3十を生す'3 。得ら出 7ミ入d の 1直 l3

この根構の号当性を示している。 しかし 144Ce/[)rs-t襄受にまいて肉， ’'shaR i n, -off‘) まよ

ひミが腺の 1刃部転換に伴うオージェ如果 Iミよって， 喜需丙を帯ひた 7゜ラセオジムイオシカ‘ヽ・全

体がそ勺 30 7.。できると推定さ山 3。結合tn 罰率（ d= O. 25)1 コ， このようは晶竜荷イオシ生成

゜
0.1 

゜
ユ0 40 60 

密問（介）

図 3. 144'1-3＋と Ce (J[）•DTPAぶ璽梗反応

にあ’173 (\-F)とtの南（系

（Q手〔Ceや)= 1.00 x,o-4M; 25℃ 
愛綿ば計箪｛直

に伴う釣果として， 直持出p卜3+ Iこgることを示 o麦している。

144 Chemical Effects ;,_ssociated with j3—-Deca y of _,_..,.....Ce(III)-DTP11. Complex. 

Takanobu S且IOKAWよ, and 四ai;:ashi O!VJ.ORI 
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2 A21 霊Biの改t襄要に 1半う 208刀のホッりアトム化喚

甲南大埋 0 日下龍 1前、金鬼又雄褐禾農一

1. 目的
貨□ リウムよ l) 咋訊知這取し，竹のt屈餓嘩衆．よ') 208n （在 c") を魂囀雑い

た li 4 1 ンタ痰応ょ l) 迅患か翁佳，j.賓l'..ち‘↓、[)."墨元処理 L l::.tf) 7, 燕印紐釦 3 こ
しにJ 1) I 極伶［蔓環局（柏 10"叫／i)，つお l1 3 + 3 ィ印あよい｀十t m 刊rl)化労的拳曾n t硯
啜 L I 沼れらtf)点訂昂 1::::- 毛I::ィ、） 1 、 2l2B i:, (The) のぺ堪殴 1：：：よ＇）i'主ふュ08Tわ堀餓斎煮 I二

が1 J脅瑾杖應t LI二い這蒻濃席い I姜1釦畔した．
Z町戸・・・・土互0ん（恥饂ec)~ 21G Po (Th. A, O. J!i8sec) ヱ→四pl,（杭 B、 10.6hr)-—2128 i. (Th.C, 60, 6言犀芯富店言ごご咽（紅， stab/e)
2. 実験

糾抑 9 の蒻 1t l-')ウムのJ:._ I二斗ooV'"'° 負廂雹した b 金社（直牲：＝ 2．5頃．）を古王， 20 明 1iil

以J::.う女置し 1 粒加這積吻t阜あた．、その目金杓叶戸農餓総口R..t'使埋 l／戎凜t )K 希~ t' 

“勇這 5 3 。シ如z 逍当如農度の塙誡を加えて試舟笏知した。
麟抽□ IZ ガ‘ヽ 1 1 lす｀甑知輝紅［ （エーオル飽和） l= i‘) 10 1'.1ヒ° Iレシテ lレ手わ l°d

知和レシデルタ戒い枷認蜘） t 11豆、／んみか振嗜沿にか）t 1 拍払を行なラ 0 " 
釦しあた呼被）もぜ口函しして言ヤ蛤す 3 。直ちレエーテ 1冴恥) 4 I',¥.(t t:゜ぺ、7 卜 1’' と＇） I~

n がり""tt 1 、 7 5' x 2 インチ井｝墾心1 初沿繹-,,";;約1 定了う。乞う..h, r::;, 208T［の放射能稜棄曲紐

J:ー I) も＇口知i直t 1く、めた。

蔚以直い直麟幻,J_ I::;, 6 fa恥（ 6% ゅ）如筑0,3 叫狂 I口硫酸第 Z 七りがム
岐和，豆森衆 I d t1J[Iこ，1:.言い叫虐i乍 l t叩）直ふ峯動て L タベた。
墨元処埋 l L 直｀病尭夜ケ』／：： so.,_ tJ’'スを夕か 9立］通気す.j IJ\手た ,1 此S03 o, 2.:J'f./Jll え．

此tし 1司楳虐i乍し[-「:p_ (1) の 1虹埠動をし 3 べた。
A 1 ンな痰虐乙方’‘l ［ば、掘叫れ謹坦呪樟咋手た l了 T』LI), Be. 1,、よい‘. pb坦絆佑JOO が

這兌 I l'lti葬輝 5 叫t f命 4 1 ン疇町角カラム (A如it-e. CGr-4-oo, 100~200,nesh.1 I I 

如mか 7夕巫ん疇疇）に加え, I N HCf 1.'’丁i (I) を 1 8 NHび7.''Ph を，屹して 2N

疇＋ 199 B疇釦 3 （璃千迅か I )KQI /iJ-)。
綺心印 L t cらがス □収疇知脆和士ぜて校 (1lI) の唆羞考密ガ屯屹し7..墨元他捏

しし 1 甘 NA.l.~D3 1i:-1J U え 1 丁以1) 0)啜鬼埠助をしうべた。
紅囃埠珠の：屯 1-:.,1 旅射陀輝l 見広 l2 } l)I 汽 L 1 坦／l4't加えた戸）二 l1 ジテゾ＇、／袖払

比色啄、ゃぷ直訂した。
う、終累ぉ、さ凡差象
釘衝虹韓度，→名｀け心釦炉°印）のイ‘) 1ー t1-ヒ° Iレエーテル）ご打方か油払蜂穣fJ t砲． 1
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l吐しt。恥）K処囃 L 1 乞｝れ、t 7081i (IlL)11 0.¥~8.0 N HU 視厖\,:;..わ匂）粗層吋 I:::;. 拍

似いれゎ． W いパ也 0 釦パの柿払身t OY2 ¥処埓珀n i直屯i oo % 1c-し 1 相社吋 I:::;. 爺めた。

100 

80 

s

4

0

2

0

 

（
ミ
。
）
ど
。

5
苫
悶
5
迄

-0— a! - ｷ 

ン一．C一△／. 

b/メ
/ 

/ 
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△—-¥-_,__,l••一

mい、令も吼 11 ジ＇エ手 Iレエ一千）レ

I'./ -1 I) 1,毛えうれた。 1り碍う n\

な｝冠，往徽費須復ば I乎
叫／iの 1 _... 4・ーし懇われり） lー

i、いIJ 1) ウ Ad 枷簸環後が 3N

v-j.J:;.吟ヽ 1 1 -t 1 ｛豹も湘わ枡‘片し

b }い。

骸病舜液 1:; 心がスい祗じ'1., I玲

以上孜覆 L f;,森彼し 1戦中 C 召口-）
守の丁l い）分さび‘刊は）叫虚比

11 浚式 1クし 7 1 甜め 9 れう。

1 Z 8 4 !5 6 7 8 如）t Ti(]I)- 0...= l00 
HC concen.tn祐'o~ (ti). (b八oo)•Tれ (1) +Ti（皿） = C 

国、 1 Iso-prop~Pether ex1ra.iナion for ..20屯 紅ょリ
a: Br匹吟e11.九 b: SOょtrea加年：ゆ直me直 Ti(1)=(IOO-C)/c I-b/100) 

なお’． シJ,, b 0..1 b, 1i、よび｀ C 11 囮． 1 守d)光れ府｀れn i復 1シ対加iり。 この式t町 1 店

複惰蔵葱復＼辺叫ク丁l(1）バ輝比負瑾賃福東い湘． Z ，肴矛しわ。シ h よ~ 1::.. 比較叫他

80 し 濃祝叩麟森和J;, II t TL(i)の

70 
和れ牝が愧1}"るこいバ釦）うれ

¥゚
 

6
0
幻

4
0
a
o
2
0
f
o

（
芯
）
きo
f
忌
主
言

毛。

'1 1 バ知、 1:::-}? 叩），秒
わ‘ぶい‘Bし 0 か誂バ諷11釘鴫

碍微層環危口麟壽T)n印年
l同じ｀-i'あっ T2 。 1 う 1:::-- IN 囮 I ：：：

} l) Tい1) 甘祭褪tう n\‘, Tl （圃）

叩麟しfJ- 1) 。

1 Z 3 4 ら 6 釦叫打＂射影見積町口，＼ N
叫知呻ra,t[oH (N) 叫釘疏Iク N髭菱0 ぅt-nt).もうし

叫． 2 T耀ougiorn of花208 伍 H(P 叫み‘C SO必tio几磁孜惰訊疇釦夕 0 :::.. n 
2 いri I Ill 叩揺此 1-:;.が l て函孜 □諄暑i\‘+1 、‘{ L 1 他 lすすう 1" あ 3 シしげt 1

\ 
゜ ゜゜

ヽ）う。

Hot atom chemistry of Tl-208 produced by d-decay 01ｷ Bi-212 

Yuzuru 込usaka, 血kuo Akagane and Keiichi Hashimoto 

(konan Univ. J - 42 -



2 A22 ネフ・ツニウムの修酸令体
版大:r... l1t:Tu ll| 『空 B)J

熊大予里 大舌 1費美チ
熊大工。大舌 結

J.しーサー量の糾料を用いて、 ネァッニウムの水洛液ヂ／こあサる挙勤、 とく k 修巌令街斧
の生成口対する荷克：：を気沫動法さ適用 l た。 ウヲンの中は這肘 Iこよってr!·ら礼る2%
碍叩紅｛こ存在するイオン桂ど分離しノ修献汲度l7)肉紋として：んうのイオン花の祁
＂を表ゎすこと｛こよリ，砂酸雌体の生灰反応t拒足し， その生成定数を厚定［た．
皮験 JR.R -2 て" 20 分展討し， 3 II和力冷舒 l た uo2 ど茄酷 I襄府したのち，過糾ゥ硝

穀を険去し 9 /}、 O t/1.il)塩殿 Iこi容月f l t O, 02 5 M. rl) TIO2.サを令を浴液t翔製 l た。 この洛
汲の 0,5ml．を拭粁とし，見＇争う紙 No. S-I'I- (4  em X 2 6 四） を媒体と l て，食編，
塩酸(pH I. 『)—乳酸(fH 2. I) 表，平均危位勾配4-タ!i vie肛て＂〗分間展南 L, ITO; 
および'F.P，がら＃ 70,1 ニウムt分離し， 『スヘ°クf a メtリーにJリ託杵であることど確

認した。 こii)ネア＇リニウムを修酸一過t盈奈酸矛、および修酸ナiリウムー過塩患醸ナトリウ
ム系I/}洛紋 l：加え， 3 H 間放置及 I),/M 過塩表醸まだ l汝 0./ M 過塩素tfリウムi容i夜 E
支枡電絆慮とし、見i/ろ紙： No.S-0 (2 x 26”り』 20 ァ／cm~ 40 ァ／c尻 t"ダ～ ／分向
常如，＂“行い，＃在しているイオン荏£分敲 L ，放討屁i則足 lこJ:リ柑対をt点めた。
詩果 f．け毅汲度が'0 のi各液＃のネァッニウムのイオン桂は見梼 ltの多勅度が 0 であ
るイオン荏 2% と0. 0/3 C記／ア•mi兄．のイオン社を 1 8 ％からなリ，f｛着はび02廿の名動
度 0.023 c1112 /v・切in との比較がら Np O：と推足tれた。
2 p H=l, f =o./~ 履溶i夜牛ti) {すン積は、怜イオヽ／，町直，fるイオンの 3杓から
なリ、 そ k ぅの mt量のむ化は{ H C2.巧］が 4 X /0-4 ~4  X /0-.J H/t..ぁ，Jひ"2x ／炉

~4-x I 0 —2 M/iりぱ度傾瑣 l：息出 3 れ，研＝よ6/ ｵ = 0，／の修巌溶液沖のイオンft/~
f令イオンお、よ a房イオン荏力‘うなリ、 fれらの棺五ぎ化は〔 Cュ 0;2. Jヵ,• 2 X /0-3--,..... S X /0-~ 

M /,e の領紺 Iこ見出 3 れた．

3 衣 7゜＇ソ＝ウムイオンt停°：とす社は＂伐酸錯体の生崩Jむたの反応/1. Jって示むれる．
Npo; + n HC2゜；聖『 NpOzC HC2゜4 J!-n (1) 

Npo; + n c2゜］2 聖 NpOi c2 4゚ J!-2n (2) Kn,Kn り-t (1),(2) ボの平術定数てある。
Kn = [Np02(HC2゜4ど］／ [ NpO; J [ HC2゜：戸（3)

log [ Np02``-n]  / [Np唸] = log Kn + n log [Hc2o4J 

log [ Np02 (c2゜見;-271] / [NpOい = log K出 + n log [C2゜；針

(4) 同様,.,して，

(5). 

(4-)'(!,)ボのた辺は分離されたイオン種の桔対tの比の対杖として，右辺のオ 2 項 It.,溶
放の水素イオン濃度，紆鼓の全ぱ度お、よが舒離定数から計算ざれる。 こ北らの数位這し 9
て（＃）／げ）ずを 70 /J・・ノf l だ↓のが‘fi/. 1 およひ"F;?. 2 であリ，句飢れは 1 J.た肱 1 ／こ近
ぃi直 z“ おることが判った。 このこどから (I) の反庇 lば（りみよび（ク）寸＇（＂示 3 礼るよ｝な段
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醗紆生成麟·であリ，（2）は（か）か·示 I 水る反応＂みること紋判った，

NpO; + HC2゜；苔1 NE~2[ HC2 4゚ Jo (6) 
Npo2[ HC2゜己° + 昂゜； 竺昨02[ (HC2゜以戸 (7) 

Npo; + c2゜：2 = Npo2[ C2゜4]― (8)• こ） C K1, K 2 あ、よ1)‘K; ／ょ NF°:
條鼓錯体の庄成定数てあリ，（り～ （／'J)を T U,7| l た杓ク． 3~fの凪絲の勾畝［から表が鯰．
[ Npo2(HC2゜4)]o / [NpOい = k1 [ HC2゜4 ] (9), [Np02(HC2゜4)~]/ [Np02(HC2゜以゜］

K2[HC2゜4 J (rn), [Np02(C2゜4)-] / [NpOい＝ ki [ C2゜；針 (11) 、

Fig.l Fig.2 

10 

[Npo2(C2゜以°]

[Npo2門
. 
[Np02(HC2゜4)2]
[NpO,.,(HC,.,0,)0] 
2 2 4 

n=l.0 

10 

n=l.l n=l.O . 

ー

0.1 1.0 
x 10-z M/1 [ HC~O—] 

2 4 

0.1 1.0 
x 10-2 M/1 [ c~o~2 J 

2 4 

Fig.3 50 Fig.4 

3 3 
201- kl= 5.2 x 10 

/ 
発＝1.3 X 10 

(kl= 5 x 102) (k2 =?)  

10 l 
b 

10 

50 

30 

10 

Fig.5 

ki = 4.8 x 103 
(k~ = 5.85 X 103) 

0。―----1. 2- 3 4 1 2 3 4 2.  4 6 

x 10-3 M/1 [HC,,O—J x l0-2M/l [ HC.,0—]x l0-3M/l [C~0~2 J 
2 4 2 4 2 4 

衷められた生成定数は文献（『『 F1"3、3~ 5 中（）内に示した）と若千り尤嬰が認められ，
すらに検討を I心要とし， また K; を求め得ばかったのは[ C2 ば］の濃度庇囮の選択が通

切t欠いたためて＂あると考えられる。盆 YD閲：岱゜ごぢ．t、Kaaに;:,.：？eにど芯：．，立13、'l,'l/2 ｛ば詮
Oxalate Comple苓es of Neptunium(V) 

Mutsuaki Shinagawa1 Emiko Ohyoshi and Akira Ohyoshi 
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2 A23 ;6騨笈ー酢醸洛液のイオン文挟にあ｀ 11 ~ A叫直）／ら（圃） o令勧

層、研 吾勝鬱勲、

A知-C-er I i t e C Gr 類ー含硝蔽酢絨応が1這証tとりあり"、 Ce(llI), E叫JJl) t又
7 ンド 1 ンとして、史験条件と足めf：：：のら、同示ドおりる PIA,(l!l), A叫正）J c,,,.,（亙）か条動を
割ぺ r::. 。 A元らルの介離係校が約 3 であるしーとが明らかとな） I：：：。

旦塗巫 l) 訴緩l1 遥元ブラスコ内で五級化りンに'(t介思K し［：：：のち、烹、楊精慧 l f：：：゜
このう吝采平の水量さカール・プィシャー法で足量すると、 o.o 3 モルであ？ f::.. え）、‘の罫
賎l：：：計算tの濃属（終%)をとか L t、振り合せ落液とした。 し［：：： b‘山って例んば‘、 0、 l 毛 lレ
硝紋一昨成洛液に 11 0、え毛 Iレの水が含まれる。 3) 卜しーサーの詞製は少量の濃利成I"- と

がし、J:.託絲紋t na して落呑させf:::.Ce （皿） Iな過紗ut 1K未で選元 L た。 匝(][)は 0、 9 毛 lレ
硯級— 9雌麟填 l::. t.ト‘'ロキ、ンルアミンも加えてぇ日放置した。 4) 両相閉の介紋見 Kc;t

ばすべ‘てバッケ法によリ、次の式がら求めらかる。

肛＝ A し一 Af.j 
Af 

A も Afは屹卜そ｀卜欺リ合t釦受の落液平の枚射能強度

f 11 戟煉樹脂り／叩：当りd) 1示杖である。 セリウム 11 ステ

ンレス枝反J:.. 1-::: 燒さつ l1 、 3 時間｝A ..t.杖置 L f：：：のち、放射

能刺良 l fて。

s-o 

スタンドインによる史験条件の設足 l) 手辰り合せ吋

間 Ce-(l!I.），丘（1[）を用いて、 旅とう 9奇間 1く対して、平 9 

衡 1::. な b kんtしらべ｀ると／5 吋扉江で｀一足になることが
わり‘7 rこ。 え）水の影附研綬濃度を 0、 I 毛 1し {<4糸ら、 1Kを

〇、メ～ I、み屯 9レに変化させた蔀骰落液と用いて｀ Ce,.(1IL), 
丘 (Ill) IJ)"只しらべ｀「こ。この範 I引では含水量il) 9曾加ヒ
ともに Kん（ま火きくなるが、分雑1示軟t"9 んと‘‘変わらな
い。 3)硝紋叶濯ふlei: t /、 9 毛 1レに 1系ち、 0、/~ 
I 、 0 も Iレのh肖紋を含む訴紋洛痕t 1利いて、 Ce (Jll.),丘（匪）

の茶勧としらべ‘た。ん酌綬濃度IJ)噌加とともに、 K んおよ仏｀｀
05 

輝1糸紋Iな夭（く小さくなる。

楚墨 スタンドイン 1こよる実験条手と方慮、して、悉液
l7)紅成E. 0、 I 毛 Iレ硝紋一昨級I咽良め、 Ce (ll[), P"1l(J1L)，丘（1IL）
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紅
知,r 

。

R: Amberlite C々夕O

S: 0.1 M HN03 血
acetIC II.cid 

Eu国）
S"8 &I 63 
1 1 1 9 9 1 

A 乙…‘c.. N切nbeY 祁 15 ?6 

C血ftAAふれ。f紅 v心s
of Ce（団）、品 (m) Eu(Jil）べ似肛）
Am(m）仰d C;(m) 



およ{}-`, p仏（孤）， Arm.(1[)，ら（皿）の K いい骨、子春号に対して、それそ』トブ°ロットして団iく示

した。 PL(,, A-, C如については 6 囮の良、検0‘ う、棟準伯免とぶめf：：゜

l) アクナニドとランタニドの介稲 l団に見られる追り、訊べ‘りif'\. f」謡元素のうう

Pu, -Ce, ら-p,,,,_および C仇-E止はほゞ迩叶直を示す。 L t,がうて上述の各紐賛雛

には逍していない。 しかし、店ぃ F p中のランダニド訊樟If)尺舒介 11 La, Ce なと｀‘である力‘

ら、こいらから，例丸は‘c'1>1,と介離することなどには府効であみう。 J..)アクチニド元

素相幻清稚 団から PIA.,（直）f A,,.,_,c,,,,_ カ‘ぅ鐸でさる可能性を示す。さらに超キュリウ＾

疇 li c仇よりも低い kJ,をもつであちうがら、 P叫皿）がら碕難はさらに危易（くななで

ありう。 3)杵、刀番号左 I 当') If)介雛1糸数玉計庫す b と、つさ，，のようになる。

アクケニト‘‘元素 ランクニト‘‘元素

(1-<r1 (PLl) I Krl (A四））ね (Kん (Ce)/kcl （佐））すえ、8
KA(h)/kん（ら））生 4、 I （料（Ce)/kん (E り）十え、r
t<rL (A'll'¥,) I k<i (C”し）ふ0 I (J<J, (F侃） K4(Eu）コ必0

この表からランタニドよりもアクケニド元素の力が‘分釦示数が入さい。また両系列とも原

3舟号の犬ぎくなるにしたが？て、 4糸数が小さくなる棟（司を示している。 夕）次の表 11.

杷の文献で得られ［：：方法および分離係紋を示す。 こからの表も凡較すると、本ぅ太で得らい
f渕如碍文の方が｀いくぶん秀いていることがわり‘? f：：゜

T 0'm,p秘辺， e尤c. J. Am. C和瓜． SIY-c. 旦，＆ 7もり(!?4 7) 
(Dowex so) PH (l<rl （佐）／Kdv (E:u)) 士
7 エン戟＿ 3、 0S I、メ
アセ和レアセド／ 7、よ ／、 38
乳 蘇文 3、L/- I、 3/

灼餃 7、ク ／、 I _t 

戸． Ho|)-n砧，辺c. Ra如似ら粁立， No, J, /83-18'1(1766) 

(A 咸心れな IR C -f/.Oo) -、s ｾ cH3 OH 
N Cc;i.. (NO山 KJ,,（丘）／k4 （叙）

z 、 o I、 SI

3̀ OI、 63
ク、 0 /、 72

Behavior of Am(III) Cm(III) in the system of Amberlite CG-50 ---acetic acid 
solution involving nitric acid 

Johkun.Akatsu 
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2 A24 
和リ兌1 ムの化学は） シf紙＇電丸涼動滋心る

知（皿）の力o,K令乳矛およ 1A‘' 琥戟鋒碍、の賃覧

（東北犬・全研） 餃未造 0 層、 光雑

目的：アメリシウムば水滋液中で‘t3 I t !,およひ" + 6 位の経灸比オ反態で字，支：： r} （J.し）る。

そのうち知(JlI.) il ランクシド(Jil)じよく性質が姜負似 L ていること 0‘ らそ H らと対］連っ＂げら

nr：多〈のけをがな 5 れていら。 しかし似毅性度の水洛液で‘rll題とな b IIg，ドか糾冷9IJ I こっ

いては禾 9月(1).i!'.、が多い。 一方似うい(// A叫皿）のう容液いらル (V) あるレ‘l1 Am(Vl) t得らにtJ
耗 It_のか知‘角iら n るが邊叫反？ン毛シカムで穀化す h 的広ゃ該穀アン毛ご）7 ム忍、来で｀

紅立屯屑辛するヤ恥‘育交力である。従って依蘇手、で｀の A切（皿） ／知 (V) お‘よ仄‘伍 (VI) uJ冷勧

は輿昧深い。演危ら 1J. A771( 皿) (/}加 1ぷか月千冷直n t翡 9月 1 らには汐紙＇危知永勧戎、 9ゞ最も逍 L て

いらといぅ観．百、いら邊鳩§穀系でそいを玲討す ~.r ともに依穀f.にお 1丁み伝（Jll) //)4克絨

知本について唆まi i ft。

実験：（1 ）加水令骨予 HLJO,, t NH4CJ. 0,,_ でイオン強度を o. 1 とし，牲々の州(1J’竜糾没て•電

気泳動を行クた。 Am ('JlI.)の試｀科は A......-21; 1 を屯懇液と同じ、維戒‘、の溶液としいわ夜でしめした

氾氏（夕0⑰tx 2l”) (J)中央に幻 5µl-, r「::.校(/}ガ‘ラス該で 11 5 んだ。＇屯絃勾員已 1 ;r 100-V/ncm, 

紅 l1 60 分t if:.。通寛棧汐拭； §遺し N4(T1) 1 ラット翌シン今レ／シづンカウンダーを

肉蔵‘しfこクロ 1 卜用か粁器、t用い， 2,5 ?'11.祝付l 格）で‘祓射能と渕足した。放射能の分履i左石

虚、なヒ0 - 7 i矛、しその位翌より易直ガ凡と求め r：：。なお易阜jJ度 l1 麟方伺と正と L に。

(2.)叫枷本 (N出）i SO,,, H CQ. O，，およな NH，，ばo,, で‘p H ~ /. 2, A オソ残度を o. I にし印皇々

““イ 1 万稟度の＇屯糾液と用いて（1) と叫直it t行った。砕餓 A 1 ソ｝鬼度，1 }i森戻
怜心’めfこ H50々- A ガンの蒻糾離足牧 KA = l. 3,< /0-l と用いて箪出した。

姥泉および‘秀察： （ 1) /J召 7~ 分肖f 11" 1@ に易和凡とpH とのf詞：と示す。汐紙につ lす「こ

A-m（皿）は沖絨 L (//‘いわ反t ;勾(/)ような手衡 1 ：ふ，，てあるグ、き、5 の｀J99 ーンと砂衣 L てお＇／），

宅｝しを加わfこ針し合にもそ爪らのj衝9ゞ｛和： nr: 3 ＞玖蛾 L、とゾーンとして衿約 1 クと仮足

すら。

+

+

 

2

、
ク

Jt

oHCOH 

m

g

g

 

A

A

A

 

9
.
~
9

し

+ H~o ~ A,,,,OHz.+ + 
十比〇卓~ Am(OH); + 
+ 出 0 ~埜全 A況(OH)3 + 

+

+

+

 

H

H

H

 ヽ｀ ；て‘`~tH 11 矛衡足れである。 A?)t、 3+ 、 A,,.,O店， A叫OHJ2十および'A,,,.(OHJ3"' 易動度｝それぞ＇ n

知，U., H 、 U1H およひ‘'如（"- D)  にし，‘/‘'ーンの易度ヵ度と Uh とすみと，

u;; = 知 [A切3.,.] + u,H [A，，，，町］＋ U叫し(OH)L+] = “OH -t u,H 号［町＋ UュH もふ仇Hず

[A.,.._(J[)] t0t,,_/ I -t i田／（間勺知知／（ Hず＋知知知／［引J5

A況H, A加 ow十およぴ＇知(OH)ュ＋の 4 オン釆経： n\"/3 tんじ＇各しいと免ん I“OH 9. uiH ：知＝
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3 : 2 : / r:仮足して虔測値.Iこ贔も合~うような手術

定敗を前式‘(/)連立方柱衣‘を糾 vヽて蔦出しに。得ら汎

た与知＝ー 3.4, 々知=-o.? わ＇よ U'・与伎3H = 1·” 

授って計碍した『此 *I 図に戻線 1'示した。

(2) 硫駿鋒砕 易慟度店と・与 [50¢一］とll) ？詞係を

幻囮に示す。祖,a= I．みで｀／ま加水今角い影辮 I.I-知見
、一

でさみ n ぐ｀る商箪ぅ訊iこゎ‘lす々平衛、手、ほ，

□.J5し ：］こ今::こ゜:: :u: 
------------------------------

約t
H$04-===: 50ャ2.一ャ H+

：で知 11 示衡咋，ん I3穀笈肩精離足殺を表ゎ 9.

‘I’' ーンの易動度 us 11 正）＜今崩の錫令と同様にン匁のよ‘

うに表わさいみ。

同＝
u。s }祭ふs知・・たisぼ）［Sot'-J;
I -t .l（和知．．釦加） [.so/-J; 
i=I 

(3- が）
ここで‘Uos, U is I3 Am”, A,,,. (50午）i の易転度を

みわす。：：）詮卸立煮視しうる盛駿iズン濃度籠団
で'[°Jニ双以.t. n 浪は茶視で＇ぎ b のでょ式 l1 況17) Jぅ

9 ：史泌 3 れら．

り；sos : :s =，，［＄〇＋2-］ ＋勺晨

仁〇

。
3
 

（
は
3
S

?゚ 

•A\u35IO-

岳三）／（霊知） vs. 与［霊 l ~ 7゜ロットする

と11.is "" IO ~ I 0-「ぷ／V • sec//) とき勾紀 1 の直線に』＜

保ら（ ;\'3 国）。（I.L,。よ）／（厨 UIs) =1 に外料 L

て与伍｀ = z. 51" t得，“：： I 、 3 メ /0-2 と使って

f1s::; 5 t碍 Tこ。 こハと使って計算しfこ店を~ 2.図

！・｀虔緑で＇系 L T：：゜

工

ヒ
/0 

唸

チ

゜00 
゜ I a, 3 グ

pH 
斉 1 図 広 vs. pH 
k =0. l 

ゆ

（
絨

。
3
 

・
文§
5
'
o
こ：み0
.,, 

仁

/0 

'O 

~2図
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2 A25 沢訊電負泳釈素による放射＇「生ルテニウムの斎屯仄態、

広島尺理 〇山本勇麓・熊丸尚兄・鎌、田俊彦

目的

筐10b (C 'F)の産厄択褪、の萩食i'J Fi ss i oれ Pro如tに関連｛ ？重要と考えられる。りり手役

と l 7. 11-うた峨甕気泳勧ぉよび＇隻呉クロマトグラ 7 うたが＇有効 19• あり 1応束からいくつか紐、告さ

れ？来たが，吃れらの分饂累の同足につ I I I /1.十分な険訂がなされていない。

浚危ら（な芽q同荻靡「化学訂病会 1-:_ おい 1 fl..1A-fob (CF) のザ，気危角泳勧｛：：：つい？，将に綾
化数 n 臭なる陀 4 1 ン咀＇ n 同足を診、み租伶［た。伊§) 11-虹羞化 Iレテ::::.ウハを用い，屹り酸

如仄態を 3 1面に整え7. /手衡埓 1コぉ，1 る。奮 05~3N ク羞緩落夜守 1`'n 奈r}状甦を朗べた。

屹の，ぎ．『泉、喬 4 オン貶ゎ硬，中＇庄翌 l 往ぉiぴ往イオン型 3 往り屁在を認めた。これら
は 1レテニウI,\ (Ill) n グ O P アコ—遂；尺錯1本のチ衡濃含功 1::. J-るものと考えられる。分誰堺くの

化学腔を同足するため、イオン文設n ラムを直 l 尺後 1:... 炉ぽ＼甕針泳勅を行ない、また吃の

吸玖スヘ゜ 1 卜 Iレを測足 l ？険訂（た。 ここ？．． l1 陪ィオン翌と乎性翌 1-::. っ 19 1 秘者1~ る。

爽険

試問 11-市貶の三シ羞化 Iレテニウ＾ lミ Ru -/ob をトレーサーとし？加えた喧綾滲液を水穀~上？．．

還庶 l I ルテニウ＾の綻化林庭をJIU面に整え，屹 n よま水危に 1＾貯猷（た。 lレテ 2 ウµ, (1!1) 

のクp p錯応釦立今文復正度這ゎ？達ぃことが認·められ，戻屎 Iミ際 (1 (1 3 週間以J:..

登成（？乎知填 l-::. 也（たものを用いた。
祖斌電記永象ヵば手製の多i魯式炉羞化戻釈ン含去p翌に見升炉，訊 N050 （り 1l加）をセットし／危

偕釆 1 1- 0、 I11. -酢後節綾ナトリウIA. (I : I) ，棗街産夜を 4史用 l た。逓見象件 (1 愈~位勺租

6 00 VI 30 c,m. I 也危峙閂(1- bO 分と（た。直を後、一戸欲を和療 l., これに和ji X 峨 7 1 1レムを
翠葱させてラジ 1 1 ート 7'・ラムをとり 1 分離，堺、を辰玄 l T-::. 。

峠棗と角祭
詞：：尉厄疇棗度を魏々変化し？危角泳象ヵざて二

た。 吃iT)，そ含棗 l1 図 1 I又合、 l f-::. 1-うに，いくつかの鋭

、、分離，素が設められる。場綻濃度 Pヽ噌加J;;こっ 41 □I
1, 褐ィ 1‘ノ望 n 錯4和の泳動棗紋ぉ｝ぴ屁社［［這［］l
1!7 L, 3 凡虹麟没において/?-（広とんピ麟（な< l, 
なる。逆に貧1 オン望の銹係、の劇含 /1 噌加了るか

遭如喜進す 3 。この；うに伶疇種の分緯，｀i口'’
痕麟晨這閉的に麦危IJりるの？’'らるが，特に冑

1 ン翌の分篠啜が哨晩 9こえられる殿性度にお 11 る条
団 1 k這）の甕影撻加ヽ。クーン

忙営え危 n 同足をj鯰fス。この 1 ぃ，原戻をt 1 泳転

昴，霞秒ぢ句へ釘って屹れ究れ牙？'.,守 3 お；ぴ少

(-t-) 
原麦

,'"""ｷ 

(-) 

ー

1

II I I 。,05NH“
IL___Ll 。.INH戊

［＇］。．SNH~
[[]  l NH戊

! 2NHc.Q. 3N H戊
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疇転斎と名ィオげる。

1) 守 l 泳転昴 恥
貧厨 I ｀ノ燻扉 n ラ a f処理（下g国屡表を平行［ ？泳粉させた結泉，前考i'Iな仮

戻におげる I 応のみの分離、ク泉がえられ，原戻ず 1i『＇［生IT)化学往？9しみると推足2 れた。 さら

Iミ 4 1 ン文狭粛肪を也（ Tぐ庭痕n 紫外吸クぶへ゜クト Iしから吃の 4しな彩/'J: [ R.叫3( If心力］゜
と同足よれた。

2) が 2 う永尼fJ扇
霞員陽ィオン文捩ク P マト処理（？えられた奇謡応箆糾翠応疇 1泣遭fi. 300  V 

？＂泳を1Jさせ？ t［軟（ T二，？孟棗，:t 2 泳□ Iな {Rt,t,年 (Hz.O) '1-]十に1" J色ることが？＂了た。
ミらに輝夜疇留，牛留，俊留分につ II ?愈厄£あくし？疇 lミ泳勤：せると炉 2 泳約

原 11 2 禾疇転原に分祭りうことが終わられた． 1 Tこ同時に条留分の吸奴ぶへ゜ 7 卜 l以逆
葛 l fこ，？委泉／これらの 2 瓜の分篠棗1 シスー トランス n 臭性外 1' らることが推足1 れた。

3) ダ 3 泳動原おiり疇臼
烹格（？えられ Tこ知olfをダ／スズ釘‘3 1あに還元し，芽 1 スズ矢fょ下7.’'邊弘戻祓滲没

と I 7.泳象ヵ 1 せた，？ば泉，ダ叶；粂動厭 l1 t Ru （出0）し］”と同足ユれた，
さらに／うすい少疇庫 1•• 履疇理を行ない？ 3 5請ヵ扇が'[R叫（出 0)s)巧‘らること

直足（えた。

これより，それぞれの化労雅/1-原呉が [R叫3 （出OX J，限ィオン型 lな例えば o.o5 N揚稜滲

応つ" 1 分饂累 1i麟；；伯 1こ [R以山（出ら］のラス方よび卜うンス尻 ’I這，〔い（ H z.O)『
ならび'1ミ知(/i20) b J3t 1 1-f-:_貫 1 1 ン望 l軍N-J.紅麟夜/C.つい'? f麟ぅf) /C. LR“む（似）』一

I [Ru.知（ H t O) ア、 [Ru.幻J3ーがク1 応するものと同足｝た/1-稚足これた．

っざ Iミ，虐mi第複＇）足 IこJ- 'I じストグうれを仔戒｛，合化学程の印在年を衣めた，玲棗

I 0、 IN -掻祓溶夜 1’11 R凡 3 f 8 各，私 a z.+56 %, R辺,-r 8 芦 I R叫 3 23 %, R“幻 3 %, 

知幻2- 2 % i’あった。

Separation and Identi'fication of the Various Species ｣or 
Ruthenium(III) solution by Paper Electrophoresis with 
Radioautography 
Yuroku YAMAMOTO, Takahiro KUMAMARU and Toshihiko KAMADA 

(Department of Chemistry, Faculty of Science, Hiroshima University) 
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2 A26 J.K.溶液中におけるトレーサ→農度の金風ィオンの溶．府状態

（東京理人・理） 0 間根差也長谷1114石う

水名液中 1こぅ忠存するトレーサー量の放知性金風イオン 1ユ、今くの史、賄濤、作において通
営量の金歴、 4 オンと同様に店触し，ぅ農度のいかん 1こかかわらすl司じ＇化営形で＇？忠存している
と府えら爪てレ‘る． しかしばがら，例え 1よ•その金産、イオンが遠痕中で隻合したり，難遠担
の氾殿さ形成したリする 11X;_,j牛下で 1J.'トレーサーぅ農度と近慨農度--c' Iで行會力が羞し＜農って

束る。本戟告で 1.;J'.::..のようは 4茶件にお Iプる金風の落杓状態の研兒如王、2L棘検討し，さ

らにいくつかの結果 2 根樟見し角寮する.:..こにする．

（研如幻侭濃度イオンの？忠釦た徳．t定量的に危屎するのに逢する研吼方法 I ;l'.'ン知
3 つと児·われる．以貧遥イオン Mm+ とリカ‘｀ンド｀t_:€-のれ沢娃形成皮敬屯恥[ML~nR)(Mm•f' 
x ばrn, (M] totilR !.金風の全濃度t.する．fょゎ•本報告で 1;1うジオコ lコイド 9紅i 1市にI.I:
ふ瓜ヤ;,i 1,\・

゜坦；ある m尼蜘L又這刷直こ ksp=LMl1\頂 L£―Jスとするヒ (M辻［の湯合も ,a様：：言t頃
で｀さるが省略）次の式 I::. ょ.,てイオンの遠存状態必知ることがで 3 る．

L M]to凶 = ks p (L£・戸（ l + 郎l..e-J＋紀 Li-J2 + ・・・ + 似 (L庁） （り
この必法 1口難溢姓の泥股こ作るすべての系 l~ )l\いうるが，ぅ尼殿 l::. いくつもの品雄が存在し

り‘っ祖五の転＊分羞度が遅ぃャよどの理由によって，再現姐I：：閑題のある鳴合が力い・

〇イオン交喚社;;.::.の方法によって叙量羞ぶ乃イオンのf}石ぷ槌む削定するの 13 次式による．
D = Kd..o (I t kd.1 Kci淳（L年・ ••+Kd.111.ー1` §加1 (L£.) 1!\ー1)/(1 +B1 (L1-) +••・＋松Lザ） (~) 

ここ Z·· D== (M)resi11.,t必／（ Ml to't吐， K心＝（ML~刃)resi11. /(ML~辺］で、ある•.::.の方法は全歴、イ
オンが農度が見埠年度棧込下で｛羞弔司貨足であるが，んがり他(::. K伍さも未知駆として永｀めt.1
け心匹ら rJ V ，ま r::. イオン交換吸鬼以外のネた見剖 rょ吸羞が起リですいはこ｀｀の哩由から負弄
和＜困甦rふ T::...‘），画現性がわるか, T::... i)することがある．

o 森釦紅阜；この方法に 1パ直、キレー r オ紅出；公と中位付l)日錯湛袖出法があ 11. D 如］がiI(M)

キレート脊l t HA, (L .Q—J = 0 の条4生と嶋 o" で表わすと，前危による絹析 IJ: 
D 。 L Hア( H A )ーふL O 阿）""(HA]4 "' I t 紅L£ー］ + . . . + 恥L｣-J 几 (3 ) 

まにもし，水祖中に感、電荷の舘114,M L;t tJ'J.主成レそ収が抽出可能である↑よら後危により，

D = KDPm (Lザ／（ 1 +紅 L.Q-J十．．．＋似（ L庁） (4) k。＝＇岬 L?(.日 I(MLx] 0...i (5) 
甑危で詞党する場合に Id, しばしば水槌中に日的とする錯1本の他 I乙，ゲ量 rよがら水祖 Iこ介

試されてくるキレート脊jによる舘体 MA~一几が生じ‘るの C紐杵が困難I::.rよる． し‘` lか，後
危 C‘IJ逢苔ば袖出径件がいつもみつかる乙 l3 限らt.,i I.I'. 

頃豆1) 現在よでにこのようtJ,1,条件下にお 11 るトレーサー濃度の全風イオンが底
和杖胆に l関する定牲的tよ研免は数今くあるが，定是的t.i紹莉屯待.,「::...151Jほ功くはく，特に

加水介紐に l月する皮董的ば研坑例 I4数勺II'.以下各翡、オ由出、辺、さ)~ V'て行ったいくつかの研
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知1をあ 11" る．

o バ酸4 オン系 今くの金風が極溶姓の水諺逸吸と作ることが知ら収，ょ r豆各夜中の加水

介第の過程に 1;;t殺姐tょ隻合t.ドロキ｀／舘体が形成することが報告 2 本t. v'"'. しかしャよが

らトレーサー滉凍において I J ~れらの全届イオンは，すべて単量体C7) t.ド日キ、／鈍4本と 4乍

りはがら1JO水令娯して行くと角 L られる．表 1こ研究例とあ lf｀る．

〇シ辺毅・武疎イオン系 これらの 4 オンは，希土練元累や？ Iしカリ土穀元素と難溶性の

鵡碍るが，トレーサー濃度において 1よその全帥が落存しており，さらに加オンt:7) 7農

度によ，（は何種釉0‘ の舘4本と生成する．表に研究例とあり．

這此態 L 闇連がケぃ袖出 ぁる程の系にあ｀いて 1J水相に；紐している金尼、の他痘種と
辰紐iこ袖出されている化玲種との l角に直蒋的ば It\連がウレ‘場合がある． r::. と L Ia••Be2.十ほ

”シアン福，遠滋屎酪遠液から TBP によ，て抽出されるが，この噂合 Be2＋と SCN―の鐸形

穴汲めて蒻＜，.I r:.c10,.;ーとの締形成1a1紅··ばいと兎えられる．このようヤd・場合で、も，1--

レーサーぅ農度の金居、イオンの；忠杓収惰忌 I:.1月 9 ；推皮が司肯とで｀ある．

哀 通配農度とトレーサー 7農度の金展の浪存状槌の庚倒

度イオン 1 金知誼紐態I 迫常濃度で｀の行鰍 1 年か集知呪恥四復

OH-{ 

み(11) 邸OH)2,水に蒻：溶面性的 Z心°店紅｀庄火 ふ2.+，み~(,O_tl.. )2., -l1'l(, O_H__),-3 ，み-（,O_H__),4-2-

V(V) V205 H2如0428- はむ住阪 十一ク V02, HV03, V03 • • • 

Sb (lll) 5b2゜3 ク Sb(OH).z+ , $b(OH)3 ・・・
Te(IV) Te 02. /I 出TeO3＋, H.2Te03, HTe0ー3ｷｷ • 

-2q M庄 M(.ぷ,M( C.2. 0心， M(C.2.0ぷC2応 {I 3 イ面ラン 9;::. ド｀ 出（ら0心駈癒伍(C.ふ）3 の ksp.2.5xl0

B~lll) Ba.C201.1- ク Ba.C.2,0q.のl<s p l.5xlO -8 認，B心04, Ba( C.20苫

so:—{I (o,_(11) Ca.So,. 袖溶 Ca.S Oti-のi<s p 2,4xl05 cざ， C o..$04-, Ca.. (SO逍―

B0..(II) Bo..SO<t- ク Bc.. 504-の ksp l.5x IO-~ Bぎ， B心04, 恥（so蒻
（差察、］ トレーサーぅ農良の金風が忠存状危la 、史検條件とその行會りとの 1月1系と、続冷

的遠臼れば推定可熊である． しかしばがら，‘｀ぅ犯緞：t形狡しヤJいから 4 オンとして；落存

す・る：’ げ、イオン交換栴脂によく吸羞こ瓜るがら，合却全4 オンとして落在す~ :' • pH が増

たしても金居、キレー r MA爪の抽出が＇（H+f＼逗例して噌大し u'V‘ の↓よ加水分解． 1 こよる．’‘‘‘中

姓｝として抽出，つ小るがら，水店中でも感魯湛iの中牲錯体として；容朽了る．とい 9 「J判

訊ふ広く結果を繰令的に判新しふ晨り，一般に正しいとしa限らば(.JI.とのように，全

島オンが二相向に平復的に秒在了る魂令には， その平衡1::.1虹係するすべてt7) 4e..玲穂と角

え 1 ：：し I ii'\-て；主党秀、＜角秤T し仁時に籾めて， 卜しーか濃度の金風イオンの忠ゎ1尺褪に It)1 ~ 

緑誇が司悔と見わかふ

Chemical Species ofｷ Metal Ions at田racer Concentration in various Aqueous Solutions. 

By Tatsuya Sekine and Yuko 且asegawa

(Dept. of Chemistry,'rokyo College of Science.) 

-52 -



2 A27 極悠洩復にお心放射1、生司 1:li...体の洛存伏罷、のみ＂梵
（その匹）カト‘‘ミウムのラジオコロイト‘‘につ 9) て

屎研 〇市、'1 富士夫 佐麻‘忠、

";"'Cd, 1108 Cd および‘109 Cd を卜しーサー之して）高速退淀ピ吸着汰により掻忍追度に
お lナるカト‘‘ミウ A のラジオコロイド｀生成 lこっヽ）て研＇兒した餞果と報患する
／叫d (T炉 ~-3h)1i呵(p) nf) による挟令裂庄成物がら分綾 I //Sm凶（応 4 3 
d) ld-Cd (Yl, 『 '),,o9Cd （丁Y2. = I 、 3 1) liA9 (i)サイりロトロンによ』甜射ず製逹 L
たものを捻入して素青製 L てもちいた。卜しーサーおよび‘Cd のキャリヤー 1 ょ全て硝酸塩‘乙 L
召ちいた。（詞した外くは非：も騰式后笑蒸溜孟這砥溜し／さらに 2 ダ 0 0 0 r p m Z̀'l 
哨間遠況したのち減伝i.‘脱炭醍 L てもらいた。 MH1/- OH および‘H C{ l iテ‘‘シケータ中て‘\
1,opiestic disfillGttion て‘‘給製した。麻 OH ば飽和埠夜を遠連した復脱炭酸或氾1＜てヽI

鱈 L た。p H 棚整および‘SQ-m砂吋等のキ曼イ乍ば全て Coぇおよび d“st f Yee のアクリJL 製
ホ‘‘ックス内 z‘‘ おこなった。

HM勾
ぶリエ千しン雙遠沈管 Iこ Cd の卜しーサー 1 キャリヤー／共存塩浴叫p H 詞整 I弔店も

/4. oH また ll t.fH i OH を加え，戚濁紅全量と~- m P 1-:.. して 2 ダ 00 0 f p m ざ 9 呼間
25 °C の出釦‘‘遠幻，1:遼 l m ！を採取 L てその r 放射能と測定しt拝恥比戟し・た。ま
た 1司一溶液色遠渫せずに放置したtの土も比較した．

得られた誌果ならびにそれ l ：：： ＼吼す d 尭慈 I む足の、しおりである。
乃ャ戸 ,-,.·r い

<I) c0-.-rr1e-r- f ree の Cd と 6 0 0 0 0 G て‘‘l 崎間遠沈するi.., p H6 団迎がら正沈平か｀＇増加
l ポ拉f7 pH 9 ず 1 0 °/o況降す b 。しかし，さらにp H ぶ‘...t. 4ゞ｀ 3 乙遠達平 I む麻｀、りしp H I~ 

を越す乙再び‘‘増加する。（国／の＇足線） Na. OH 灌餞妍 /M 色趣‘すこ遠達幸 I む条‘敗 I ：：｛在下
す 3 。一方，紅）エチ L ン製遠沈管への吸羞はp 1-16 
附近より姑まりp H C,と柚大として逗況曲線t相似形

0/。
を乙Jがp l—I I ょ以上~て｀‘の唆羞増紐這められな l \。

（国 l り呉線） Cd (o H) :i.の溶鯖度籟込してぱ，
I o—14 ̀L l ）う｛直ぶ報唐されている。 CaTri er f Tee の
叩：農應t / 0ー／］又すふ ‘l pH I 3 て‘謬絣度特に達＿
するこ乙になり立丸曲線n応｛糾の江ちJ:. 6＼‘｀り 1;\: ：：のイ直

にほ＼、ま4応する。したり＼‘つて） p/1 9 附道 z‘‘の追尤・

吸羞肉 1桁線の極大 11落絣度籍立威以前に起こる現象乙

菟i...られる。

(2) Cdm裳良を史えて叫いもた曲線をつくり，各p廿
にお,tふ遠連守、L CJ濃凡L の）関係 E 詞べJ ‘l 表／のダo
くになる。

。。，
滋
）
史
（
吸
為
）

ー立沈

----吸着

乎 ヽ 、 ヽ

6
 
e.. 10 
p日

図 1 Cct n ie-r free 
吸着由線

ー ぇ 件

Cd d7 逢速・
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表 1 からわかふように，p H6~ 9 て｀＼ぱ ;f隻
Cd 棗蔑の増加こ井に虔沈乎が‘僅かに域‘る碕伺

にあるji‘,p HI O, I I が 1 ま澄氾亨ば一度

濯りしてから再び‘培加 L ている。こ釦i cゎ

濃復増加によりp H のより低し） y_こ 3 て‘‘洛餅

茂請 Iこ主 l たもの't.. l て貌吼出束る。

<3) pH I D におし）て c qYY ieT free の Cd <1)遠速

におよばすい出tf' o豆東度叩彰翔 1 ;J.叩吋口く

”H“゜3 ~裳凡の堵加 11遠 1兒年と減‘，りさせふ。
これ I~ Cd のアシミン合音体の生成‘ぶ‘吸着を肪＇f‘

ー／入 / 0-IO /0吋 -6 
I o I o 

6 5 5 5̀ 

゜7 3 5 I !;" 2 0 /0 

8 65 55 60 SO , ?〇 70 70 60 

Io t5 55 60 《〇

I I 70 ,o 45 Io O 

表 l Cd 濃笈と支えた 0和）塔p H I こ

ぉ\ナJ遠況亨（゜／。）

J iのこ忍えられる。

(if) pH / 0 1:., おり）てヰ存ィオンピして記および＆け

”度さ増加さピる乙，いづ｀れの喝合に{ C勺TieT f池

Cdm逢泥痒ど俗下させるぶ‘)さらに濃皮を高める‘乙再ひヽ＼

這況年が培加する。立迅申ど極I＼にする澪虔 1i cdーt <1J方
ろゞ、 I ）さI.)。

(5') l-;.Z.I::.の経果から 1団 l の遠沈曲叙ヽヤp H 5~1 の範囲
む炉の吸沿が起 1, p H?"-'/2 て‘‘Ij釦加氷令縛

により吸着力＼‘‘減少 L, さらにp H I 2-以上てmI C:i(OH)2 

か碍ぶ生ず‘j i叩掟定されふ。

(6) .Dy•yssen 5 が‘3 門必吐 011 わ‘'点のた C』勺、ら [Cd (oH)t―ま z‘り逐詮文虎定数に甚
ぃ這東‘り砂塔存荻鬼を計算すふ乙J p H fまて‘l ま Cd2.tが｀大奔分を b め，p H I o て｀＇
[ Cd(oH)/, pH I I z"Cd(oH)とが｀堵加すふ。この経果 1 i上記の椛論を裏付 IJ 3 iのて、あ

o/0 
/00 

庭

連

、
一
手

o.o/ 0.1 I M 

(MH｢) 

国 2 cmierfyec a n 遠況卑、
におよばす WH/Jシ巖恩の影翡

る。

Studies on the chemical state of radioisotopes in extremely dilute solutions. 

(IV) Radiocolloid formation of、 cadmium

Fujio Ichikawa and Tadashi Sato 
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3 A28 パルス中性手によゐ極短寿命妓稽0)検戯

ロ本鹿テク争業l<K. 0 斎嘴ラ枯、田泰考、、望、天文尺．ぅ可斗虚孝

町約：致／オグなヽ、レ致炉ギ肉月をもっ既知叶双寸性核租キ 百致ヤ視を起之るが‘、ゼ

,Jしに吋直すみy紫のエ和バ‘ースペJトル‘1本得•り l)したも17) pゞ少ない。店埓弁該穆11) "炉

ェネルギ‘ースペJ }-ルを観祖」する匹 lすーパルス状放琳康泡を利用す令の P‘冴行」があみ。し

か vパルス素わ炉ねが鱈Jr.f電子回蹄を必場互 v｀手 K検‘ぶ記過頁苛た遇冴 P‘:f(.. "'欠臭
もある。疫着叫知炉ヽヽ凌炉豹疇gもっ放和認誡からの直ェ午｝レ手｀ーズヘ・
Jトルを刑呈レ．可能r4 9 屯炭射也が町へ疇渭厄樹寸すみ目的 1‘‘．比蜘項軍ザ‘ート
回済躇置i..,,. I砂e,v ペルス平性寸准’を用ゾ乙｀ナトJクムとク6の短寿4浪蒋の『線エキ
ルギ｀ースペJ I-ルを測立レたのて奇移すム。
紐 .. 

印幻急：／少紅パルス匂幻発生表置，印性寸東舷戻 ／0なl,4U..／パルス沖 2(J~

2(J1}メ年．可麦パルス逍期 0,0 f ~ク/.f必・可史）
測窒洛： 検峰： 2，，X 2" 他エおよひ"2 cc．今（L,(,＇），・ノッ 71 ウト国際：パルス竜元

ーば07~- 2勾ア-'ノもレス中可史；ヶ‘、一｝刷釘回路： ~1 逗廷蒋同 1戸“

“必·可支，戸遅、蛉用0.戸～伍．，可交／計溜作詞中。か虞～
I忍．可支； 200 ナャがレ淡嗅う分析洛

募墨構成：琲戎謬 1 炉示す。刷祈綬翌P‘ りのトリガハ゜ルスt‘‘．パルスが野遼王
、f‘— ”1御叩疹り濱、疲ぶ巻直貨考邸釦剤御すふ。萩久回路、同

叫情這蹄、ケャ矛JV グル- 7゜逗刈回路 P‘ クの吸高夕吋培への入クをもJし

屹‘/jしん C, B i.ゞ 示す。 A 入jJ Iオ、 A ノ C 同碕首慎炉湯合淡高分析者＝の I

N/⑰ケャわレ凡、 4 C、 8/司埓計蚊のあ合10/~ /ffクが臼如釦 Ilし
ク。 ;lh I検ふ恥み合K- I古比性が衝撃峙o 光網訂舶告営→辺頁荷をノッ
J 1 クト印路z..`‘逸ヽ↑令。

NG 中性子発生装置

PO C.刷御袈置

G- CC ゲ＇ート剥御国済禾

kOC.. I ッ 7 アウ1-国洛

D 検公忍

AHP 噌中券禾

回 1 PHA 汲吝分析募翌
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輝パ・・ 1) パルス中惟｝ス｀＇衡繋パルスヤ (PL), 2) 次 1 遅延吟町 (W,)1 3) 

労 1 計撥J，疹町（ら）｝ ；反術分疇 1 ,v /00チャ和丘祝堆、, 4) 叩遂廷碕

痢（尻） } f-) ;\:1 2 言ヤ痢、臼（ら），戎呵す C｛と同じ＼祝淮moI”1月

-J--'(,わレ， 6 ) f)に戻み．喜象返レ遅呻(pp),

祇‘料： 炭姦グトJウ氏ふ5 戸プ、7 J 
姉果：ガンマ線スペJトル/Ji 1外を図 2,3ダ k示1・釦たっいt lキ国 2 が、乎成訊的＃ミ

秒 1‘

，ヽ釘必v．のf劣碍寸托．とが淑知ク））レみ。 こ））し Iキゼ IJしぞ｀J｝し

呼9房沢9 K某因レ．凶紅 rパ雌姜 l手g逗ぷと、函指を，が

が1 みことが 1’ きん。 （例.Z lず即） ケトJツい几っ vヽ

て 1 す｀豹饂 20 ミ 1 秒るもっ0.ダクル／．のf放肘9虹‘→認めク

，＂＇＼＇，伽

叩＂冑-<<;'/#ti. ~; 

Iル、こ Il レ,-J:-弓Vん吐姜回するもの 2、ある］

秀睾：叫答、和 vL 、中幻街誓tj7 (PL) 、;;f 1 差延

虹（叫）、計測輝（ C）を挙成江叩該立する，， P，•最，o'

逍切る。呑清年臼疇があるみ含>t.の痰惑を秀

虐ii t戚輝応豹紅月よ軒該遺逗v螂（pp) z 
ふ心V'.幻~...,,奇が必洛夜積匹つ vヽか名計痢呼。

叩＂堪史哀p‘’,)ヽ 5 い＂ Z坑慮し rJ-ヅ‘、~ 2.-ey剰のJ，•ク

Jグククがとヶ rよす n‘ レtよヽヽ．この史応‘、 11. 軒巧

“紀．て‘\ ミ')秒程度

此 Pl
積出馨 ee ｛し‘)ユ99

c.N. 』 3

P9 8•~ 
PL エロ9S
w. 2 • S 
C lS心
Wょ ぷ己
C9,..,.“' 
~·’ヽ9.9.95

釣J‘緑エネIv'\＂ースペ？卜 1レ

直

回 2

臼が和rふ紅tあった．畔｝衡撃平を荘が叫、 I --~ !¥ \_''「石
計知F も焙］の ナf. 1如ぽエネlぼースペ7卜／レ
1..`‘、放射比分町 ..’• 

10 I •. 
PP /90 • s I ¥, 9.39衿桟

の爽同化 K哨利 :,•. “'’" :. rw: :zs 
l 909S 

があl;;-.
W名 93r^

-·--:・

―•へ•‘
•9·:.ヽ ，•＾ゞ•::,', .^ 

？へ．＾ •,•, . --.. .-ｷ .. 
/9:””員 ‘~.. 0.I39＃預―乞

IOIO 

” 加 I”
国千

Detection of Short Lived Gamma-activities using a Pulsed Neutron Source. 

l)y Akira Tani, Yasuhiko Matsuda, Fumio Kurosawa and Naoyuki Kawai 
(NAIG Nuclear Research Laboratory.) 
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3 A29 アンテ毛ン 1:2. T の知烏ゃ住粁前免絃:,n 後愛l虹紅額l1復比

陵 K瑶 0 人禾へ叫坪／叫オす吐尺

名K扉子炒 沿田 I忌評埓合武覆記尺イ青丸椅本惰た

“じ目的熟叱，1生み，二に 3 (')'¥, r) 反応心1'. /釦欲‘T 3 様合杖 n 又ピン 11:箪ーて、あ'}、
また 9ぎ命該0\併"fJ誓の皮化 It亀力｀＇ンて線の力 7、ケード灼和匂ヶで起｝ tいう特長t杓っ
て、、つゃ11) 1-:. ノオ支覧ヽl生 1い罰面積炉珂計倫的fi町Iiい鱈知検証 T 3 の（胤 1 ていう

、.J.- m て‘にし 9'- ＾良恥'- 7 ーが珀［ 1 卜て迂て‘, 3 がシ ーつに Ii;'濃 1=- 戻絵蘊q正
瓜元ウヽ●9 g.‘｀ = ℃ ＞ノ他方 mr に用い 3 ぺ 7 メー 1 一の送訳暴享が雑立＼てい~ ~:二てのた
めに、極瑞にスげ｀／ l` 人斥兒卿直ずあ？ても，直羞2 パラメー 1 ーミえ斐ぇ小 1が｀｀ ／説明
1．さ 3 て、、う尿知＂ h }。統計誦的t mr にぉ、 If 3 任房、‘卜生tぶき 3 や｀寸、)T-<. I てその打効

牲t印夜計 L t)'<.、、) I)がわ小わ小 n 目的1.,、あ 3 。そのために，スピン値り見 3 二っの

吹鳴林｀息に？、，て，臭Il“"紐籍此t剣足t 3 ::. ℃t計函し E 4 もし統計諭が＇正I.. 'r 小 lず
ガ｀ンて線、の1Jスケー1-｀狛粗に祖 1 3 I ＜ぅJ -1 -t戻通\~ L スヒ＇ンt更ぇ 3 た、サ1."/両

知駈｀態虚1 3 "栢i1 鼎印糧比が誤叫亡さ 3 はっ｀、あ｝。さ~ Is 哺復1J＂ンて、練l-ヘol
ト Iレt疱］免してそふも同じパラメー 1 -f嵌硝t‘? 3 ℃ T 3 t，パラメー 7 -，， 1卓籍柑も
より；雇兒に「i 3 て｀あぅぅ。

2 、 1 ーゲットの送択｝ーゲ、 I` |＿検てして 11: /)ぎの和1 t函足 1 3 t qをとらんだ，①
＂科紆愈 1 サ閉蔚f ()庫|,t }毛／J t1メー 1 -n 印知飩訃肉ふ料l ず主 3 戻叫庶＇知h
二っ以上あ 3 ：：と。①そ卜冷｀ふの及軌｀態" 7-..ピンぶ、イセの尼除｛蒻足して、， 3 ニ't, ｮ 
(,-n, q）反応てしスビン既知,z" I か？栽l 免可能t ,I庄弓共鳴ォ£ ｧ 生 A‘記恩邸
杖如知恩l虹おい？／紅欲すもこと。:,_トすてU 工井 1レやー スどン 戎期 スピシ

のしこうずし1' I tl.f Sb 且r 7>ヽ｀お表に示すように 6̀24 eV 3 #ｷI ~n r 
ミ人；の各件t fL I て、，~. l_!l、夕 eV 2 ふ『 d え

知卜牲み王／ 7 ロメー 1 - 1象旅的 T: tI J tJメ＿ 1 ーをf吏用 l た。文 12\ I古屹の概創叫て’`

磨泣→ 力 3 。一足，，〗巨尚tへfっ＂て., ;:::.-, n O - 1 ーが＇

面一回転釉，二と 11 71r られていて，¥れぞ小の

ロー 1 -のスリットの位相羨℃ノ 1日転速直tさ
?'fl }'<.'-庄のキ謀｝が：東欣｀にし＼＼出さふ'?.

吐 尼楕ア l; 5 叩へた｀たっ E 2如 o- ターd) I旬 1-:.
更に 2 応 0 -1 ーがあJて／悌色lがたL.. l, 忠セ中株 3 厚虔t噌すために／ U ーダ
ーに 1な (03 本,1) 1-リ、J ~があり， コリメー？ーも数床投すらふて、、).中、卜生うのエ衣 IV や

一の中心直なノイシ v" ウム／令ぉ、；がアンテtン n 茨鳴汲1輝l 見て｀庫文正 L た．ロー 1 -" 
位オg差t認゜℃ ℃ ？てf # 6 不•よい｀厄仔心 le}転速度て｀ Jそ水そ｀水ふぇぉ，；ぶ／f，夕 c7 の

中哀｝が得；；十 3 。エネ Iしやー，，分町い，f~がのj罰りi広て創足＼ / ＂1 中 I> して
約夕O／と云ぅ緒果を得f二。平，l生 1 ハ弦虎ぽ 13 fう計な磨直使、し／ b ．ぇ eV て＂たl゜う必”ー／ t症

蘭
＾〒

塁
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足 l た．ビー碍訊 0"h ＼が、 1 MW恥い義大玖叫があ;I'
がターケ＂、7 | 共鳴ェかしヤーしュ差りり 3 ため\-:: I ア＞チtンの他 "I叩パ年は3年邸 Iな
拉陪 Y 名~,',虚、組奴の金屁遺 I利 L t-::..n ff 7、遺?f 1心血，中 5 i E lなス0侃仇のイ
ンゴ｀、7 l̀ t 1 ーがプト℃ l t-:.. 
J. 横嗅唸いじ襄史 l乳入\i謬＂毛,., £1象 I'[\ した， 2、gr/.農l紐 I2 7 いてrt/ fl直
懇？ 2ー。、 1汎 ウ｀’ンマ線乞叶ア肥な"f- 1太］夕｀m の Na1 澤像 l た。 30蝸ご：／03:。 照射＾ダーゲ＇、l\ 中 1：庄（．疇｝直·t梗l 杞 l ノカ｀＇ンて、恨 7、へ゜ 7
2_.  o I-Iレ Y f我研ヽt‘2ふ｛思'|瑾t確認， L た。計釈如守 lt A2Na 1原

"揖t If!ヽ 1 て該 l （::.,＇土紋尼心勺 7XIO-}c... ‘て‘＇あ 3, バ
磁：¢%） 加肛訊c;:., X忍匹：ぃ‘1j keV の力｀＇ンマ線t氾紅l

，9：詞王イ庄；；王：：Iつ59丑こ：］ど
五゜ 1”@,:,'/ 返 L／まt籾釦贔積 L た， l かし 1 現和cf1 If iヽ咀濯、

凡っ．，る｀か遺J..ペ？~ Iし渭如U さ~ l't ~~遠印t晶ら小炉r., た．づ認島積計
和直（ I←＇フ 17“7 ウン F のが初00 iJjの 1) 1.'l,って，＃忍んク恩田和生欲汲：射能i l た。
ば彗 1 麦じ輝奴射能ウ‘}囁出しゃ息叫、罰叫比1-,t、した．此い r:::. め 1二，サーマ
照射紫置 和生和わギ··

屯1711メーダー
ヽ、2 ev 

I ふt eV

サ・Cー7マ' I レ1/ラれ・ラ 7 ァ ) 懃中往子

中狂1畷

” 2 -f ィン· 』

j X/0~（必

②，ー／幻．9d
（応が3)XIO-2

(1̀s:t./.o)x/0-z 

(t 1 土Af)メ IO-2

ルカラムふ~ -¥>,-I~這管中で^1/lmp ; ｛易た

條昂t吊した，モ I ? 0 メー 7 -，，，魏 I"-

ぅ m峨羨 I各練計飩恙び 11 I 他沐 3 1日の

<’I 返 l 虎島戟厖 1｀あ 3 。二っの共喝欣‘
気送陪 知企梓｝ 4XIOI2“イ“ーよ (23 玖1)x/0-L 他叶t可 3 3"冨、現在のと：：み，許ゑが
K 1 、‘炉が 1:. その姜t倫じ｀ 3 ;;'t 1本て｀ 2 r工＼｀。 1が, 1'I'C. l -f:-_~討釦得} 1: It,奴庇

喝l,'.fi和 l庄いな印い雌認か刃い'I”w,z かかヒ界した後の碩費訓痔 l て｀， 3.
上表の、、，，いい値t ,KびS人 (l m) が炉内十、1生ぅ渭直、i、が/0ー』よ＇）か rま 1 イ6, 1 I p 

この芳，各広、そ s < fか 1象 1利しt壌恵 I〗哉が更新 2 よ T二ためて｀あぅぅ，捕碍1J'ンて、そ泉スペク

トル↑測史公ヽよ以｀虹tt創ヽ＾比較 lr B 千進行f 1`h ぅ。

Isomeric Cross Section Rat1os of the Resonance Neutron Capture Reactions on 121Sb 

Sanshiro Kume, Hideo Okamura, Shiro Iwata, Takeshi Kawai, Toru Eb1sawa 
and Tetsuo Hashimoto 
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3 A30 64-
Zn d)重陽子反応．ーの励起関教

京大工荷 0西朋犬 1 中歴弓4道／ 岡茶祝伍

l 且虹 、ヤぎi：音迂らしょ重賜う反応の励起閲牧の剥足也四 Ce, !30Ta, q6 Lr, 70 釦につ

いて行如ヽ，その締果とスト＇）．；；ヒ°ング過程と複合核過程の両方兄考慮して解析した。

前三者の計算で 1す卜。二 l,G 伝ノf二みs'!n I 瓦因；； /.0 り）ぐラメターの組合セ＆用いて，す
べ｀て実、恥直によく一致する結果え得•K 。 しかし 70 儀 についてば f二 o,5f仇 I Spニ 04 と
とることによって夷、検値i也再現することがで、そた。 この統究で‘バラメターの乱しらせの可

能）l紅求める目的で、克っ岳ふについて放射如紅よリ励起貞敬よ剰定した。
ュ ターゲ｀ット 疇l司搭比の亜祖滋這箔（声臼）乞／エ矛 lしド‘ー裁稟阻のアルミニウ
ム箔とスタックにして照射した。
3 旦甚京都J;..弊北学荷兒所原手核研兒施誤のサイクロトロン (105 凶）の RI コースで‘
照射した。 重腸砂公称エオルギー 1す 舛．4Mev か•あるか‘l その日々の変動＆知るため
に，ア 1レミニウム箔ぁ用いる啜仄ぅt, 1：：よってエオ Iレギ‘ーとその拡月い）とど未｀あた。 入．射
エネ Iレギーの且々の変動li約 0,.2 t'lefであリ／その拡か＇・リ 1す約 0、 IMeV であった。

4. 生成‘放射性核種パの放布能，の須‘1 定戎、 オー表に目的反応によフて生成する核租にそ
碩l知紅：示す。

ナー表~

反応— 半嶽期 剃定しに放射急足 計教効率剃定ぅム
舛ぇn(dJ r)6 ,i,11. 傘d 1 、 II牛 Mevぷ線 (3 I/x3',Nal) 裸痺豆凡 ｀隅試＇料と比較起：湘j
ク（d／n)65G-a l5訊 哨叔511 kev ず繰 ,, ,, 

/1年）究u 9.9訊 ,1 II ク

ま k 矢呑する天然荘荘比の亜鉛の l司位砕から生灰する放射I庄浪召量のうち認められにものと
皮長：：挙 Iずる。

キニ表
核漣 和式期 壊変様式' 旅涯 半薇‘態 項変 様式
叫泣 2.6仇 Bt 四知 14h IT 
鉛鉛 9.5 h 固， e ワ1を')'\. 3,9 h や―

67 総 78h ｣ 糾伽 1.2,q h e, ~t,や
6問船． 68m 尻E 硲 Cu 5,1'lYl p -

照射した亜蛉箔とそのずす 400 fャンオ 1v p HA で痴］定し／そ") 5"11 kev 消城‘放射緑の尤電上．o
-7 面柑の痰裏也解村してそれそれの放射能と幕也した。 ずた窃 Zr について li、瞑、射麟勺
(0 日像（＜ t 114Mev の光電ピー 7 の面積と剃定し K.
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知ナー国に重喝紅え 1レギーがii n e-V以下のとぎの C4zれに対する各疇遭
起厠牧也示す。 国中に音荘らの方去叫町這知輝疇す。 この言f算に lJ
［。二 1-G f'l)\ 1 J二 0 伍応§ P 二 ,.o のパラメター叶誌せど凩ぃ k.

1 

5
 

6
 

3
0
 

ー

(6 

ヘ
qE
)
e

。

• (d, p) 
メ(d.,T'l) 
~ (i,<i-) 

(d,幻

(lil、,,)

（かり

か l．ヽ伝

f二 0 伝

怠つgp=I.o
孔＝ 3 MeVー1

結果疇泉ハ°ラメり一の
fは相当／Jヽ、ヤ「J1直どとる方が｀よ

＜喫馳蒜果と一致するようであ
る。 この、セ． 1 j 70 缶の場合こ企

恥碩伺である。 すたクーロ

遭壁ェオルギー以下直陽子

工矛 IL ギーで 1す 1 中性子放出反

い断翫甜の計算値上上．る碩
向如セ澤種に比しても景しい

。 「Jお喫聴結果の結細這押
這行中であ＇）．ずた種々のハ°
ラメーターセットと取ることに

よる言十庸埴との一致についても

仄六つつ｀‘、日栓討中である。

。

オ 113

心
白 (MeV1 c, 門）

与れ＋ A L広の庁が起 1肉数、

訟citation Function for the deuteron induced reactions on 64zn 
T. Nishi, H. Nakahara, H. Okamoto 
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3 A31 穫々の物噴におげるフイツ三ョントラック

京た禄紅r 岩田忠評 0補本苓夫

目的： 核分裂り院 lこ杖ムされうフィッ三ヨンァロクしクト 1古 L 'E:T 力＼、非常に大き， I ゆも、 衝突｀

した均項表面.t. I箪が浅（しを...'餃 1 ・翌鈴ゃ花縁物へIJ)衝庚 1古．礼 m 寧助を保存す a

ため｀画戸罰徽鏡観寮が可詑？｀ある、 L 'll I し菌う顕筑錢観烹 I古棟イ乍;SI' めんどう百うえ．竜

も忠 1: t ~加熱りにめ僻踪が消え'2. l tう欠果ぃ、ある． W~, Pr心~苓 11'エ｀9 テょ 7｀を行

T9 う：とによ 1) 承 L丘私すられ、遥常の先営 B恥遥1,、も観寮土界各ミとを発見し、~ ii\随

寮す法 Id'".核物理、核化鶯． 与代邊II 定宇宙舟、 h 荷究、な倅細龍分葎竿広廷囲（：：~)用され
..,っl;i ~.墳危苺 loC 萩ィい営への利用＂ため、 下を己＂玉嘘 0 均菌 I= お l十るつィ＇ソミョントラッ7聰

緊。ためのエッテ上ク＂条件を検討し、丹 S れた条件ともヒ 1：：原ナザ素柊中，）缶ナ束 m 評価を祖

叶た。

東庶7) iむ：イ更用した物哺 l'i".'ffi賑 A 壱母鶏微錢用つ｝ヽ-- 7’ ラス、ボ 11 カー'I'~ート（市

蔽危： （ヽ•こう A 卜）．．砕酷セtしロース（セ Iし口 A ド）．マイラー＾ち嘘t｀あさ｀ 各拗 ~l勺頭

酸らラ.,, Ill （モ架の同仕体tt1:痔，ウラン）水疼表て古， 3. 風藪後中＇｝王手、晦知用親芍とし

在．並朱 Iす~'c. l 乙 A i..も (4C,、）中＇卜王令源と 1吏用し、益少景のらぅ上を含む試序 Iで KUR

庚｝奸 0 ＂咆 1 ：：： 2.仔 Tでつた。瞑炉いいい国渇令 I<>' —昼夜以J:..故箋し蕊寿命萩積を
激癒でt F あと·エッチl-ク‘f直を行百っ在畜 エッテl. 7" 弗染t l 浅母万~よなかう7, I ミ
ff l 7. t"f 7 、y化 IK 累蔽、 ~I/ 1Jーポネート、硝酷セt\,,ロース、マ 1 つ一 I• n-_ I て 9肴位‘ノ

ーゲ’を用いた。 エし1 テ上 7‘n イ委試芍をよく水況し， o 払 10 'Z.'に令で喰牧さtたあと風衷し

通常の光埓蒻緻銹 l= 2 伸試の観房を行なっr=,.
詐果： 亜母 I: 芯守ゲ桔紐舗衷のための芍条イ午と I '2.. 4-fメ HF 遠表を用ぃ 遠角で“`C

（：：て IO•~1 ユ0秒巾ェッテ上？｀す a ことて一古っ在．偽 S いた和果を年其① I• ネす。佃坪 l"t I'f 

ぽ租f o 心ざの舌県杖｀ド観京さいる。力いうス a 場令、タメ HF そ門1/1宦晶 lこ 2 1 心科=,Jぅ

ン↑すれば写真② 1：：示すぶうは存文少の内杖‘0 佃訪、も叶昂ぅ"" a. 壱母やかラスのとうな全碕

物咽にお I9 で 1ずウラ L 、 卜 1／ウム写 m 棧分裂可『匂r 萩積．の逹入 11:'さけられla:-"'. ~...ゆ

① ②
 

③ ｮ 
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加精窯 m "を l'f弄とすシ喝令t-:::ば．昂勃かシiい入 I'- いたいい屁頑の楠｀戸I` 丑

t ra; 9 、下ま複韮：： m ぅ． 2 n 呉 1：：：肉 I こ肴桟＇坊頂 r りでさ下りマー均隻を使用すれば＼

核令恣可りを m 核え直のさ恥、と乃慮すう l'/J尋 OI. rこい o eべ茄僚℃あら． 3 0 髄長か!;,.ホ· II 力

ーボえートし丁早羹③ 1::: 示すぐう 1＝．恵討稔承鯰を午える。 ヽ、t'- Iす b N-µa叶iざ束疫を 1弔V\.

4い： l：： 230 分内ェッテ:i.. 7'ｷ L 'Z. i旱 E も n もある。ボりカーボネート.l:..(f)承鯰 I古tぞ丸ノて―

名る。硝酪セ IL- tlース 1古、放射ゃぶ作祠 l：原因すると男．われる表面 0 分怜が蒐 3 l <_. ヽ N

NaOH てーエッテ上 7` l t：：：速令あま＇）恵毯 T丁トラック＇で翻象 1 収 r3 も，った。 っぎ l＝マイう一

て｀ Iで界直 0：：：示すよう T” 祁踪が得J‘小在。工、y〒..'... ?”の条件 lでヽ N-VaDH z呻 4 ヽ •C I ミ 2

30 分内てある。以上 0 綽果、不°リカーボ分ートにお 1ナる屎帥、も‘`l1:.戟的衷芍た＾った，，て＾． ミ

れを用い 2 、 ウラ)..董と．郡年表ヒもヽ!, -~守吐う東 n 評価t拭戸．均一行分布を有す

るや鈷を得ること． ウラ-'-量と知りうさミと，原｝ i‘戸内℃叙射す 3 ：と笞を乃庖 l <'..ウ

ラとtア Iしミ板.l::.ヘ面為オせ E. t rなわち 11しミ板さt息令認c.·ti, (I\.逍 l T:,.あヒ． 0, 2 1--J蟻蘇

ァンモニウム疼液中て 阿縫度 8¢..,A/C#,1...に 21 蒔向両羞てイT な VI, 周翠後心ウJ._

、卜を行 rこう乙蜀芯ウラシ量を知っt=,.ィ号J｀戸面為柏とポリカーホ｀えートでが3 〒 -7' て―

しな、＼なわ1t.腔射戟料と（た、や迄う腔加俊.l:.it。和‘牙り‘炉逍し｀践傲錢写扇ょ 9 荊土面積

ちたりの邪辟を与丈iv.攻A‘Iこょ I) 然守＇戌｝走ど粁箪 l 在．

F= 
iｷSｷM 

WｷNｷe ｷー'-ｷ:t 

~ ~ -iｷ F: 熟中 II'豆東(?t／心／ s...c.)) J:単位国精当り 0 恭鑓喉（如．:-2),

S: 萄着面積（伍•) ) M: ウラ上の原｝景， w: 雨羞？紅たウラ：量（i）

N ：アボカ・ドロ贅 , 0 ，・ウラ上 23r の同位作存f.i:: tt)r,,. :祓分姥的mぇ9 （伍り

た：紐碇身”珂（ SH)

: ＂すiえ-z- kV R 歴} -J..’f o ア 3 気‘迭培 n ぎ屯中娃令吏を涌ムしio. t ::: 3, 4 X I 01了（心I~)

t 1号た。 ：れけ全の放射化 lミょ I) 名 3 小 F1直，口 /0'~ (ll ／伽"-/sec.) 1::: 近似 l 乙t’り， : 

ti t i広 1 こよるが｀姜今束の評価が｀可 lt rr 2 とを示崚し 2 " ~. 

Observations of Fission Tracks in Several Materials 

Shiro Iwata, Tetsuo Hashimoto 
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3 A32 固体検俎巻中の粒子魂踪（F iss. Tr.~ IX-Reco;/ Tr.) 観察の検討

金 5尺大・理 0 阪J::.正信， 中西 4, 高木友雄．

粒子線の街誓巳受 1ナた固体ぶ radiation damage 定受げ，その祖臨を保怠すること,;t後

記文献に見るこ..t'.. < 195”年頃よリ報告されてし）る。社肱を保存する物質 Iな雲母，か＇テス，

ポリカーポ｀ネート，硝酸セルローズ等の紹総共やある瑾の全属 1・．最初竜打顕微錢：：よる
親崇で｀扇澤が発見士れ，えの後疇ヽが険出物質迂化営的 I:::. 工シ今するこヒによ 9 光営巽i縦

樟下で｀•も鍼表されるようになった。こパ和炉場合 Iさ，森肱さ婢巖するための固体吻笥ノ

それヒ粒手を放出する線：原との姐対的な肉係，エッケンゲのための港液ぉよび＇毛の条件（

磯度，藩蔑，時間），さら 1::. 顕微鏡下て'·魚j;/;、t観測する療の照fl月法（明視貯，蹄視野，位：

姐差） iゞ會牢-i:·あy、今ま.;"パ謡研苑も各実験者こ｀｀ t:.. 9迂曾z <1)方法・条件忌用い Z ぢリ，

実際に各衷蕨窒て’｀ ←粒子共為絨判らい実用妃するため I::. It各茶件を自ら険討しなけ衣 lit"

ならなしふ視衣て＂ある。なお最近愛母による()(-及跳丞励液出の報告（文紙‘µ。,21,2,),,· ~リ， この
検も今後の発展を寿え 3 J::. "l'.・隻要ずある。以前ょリ d 故射体の碑•苑遠行ってきた崇活ら

はウラツの中住手照射 I::. よるフィ,,ジョントラシクの域灌法に膚l(._ て若干の検討定行うt.

ヒしに、ぷ反跳氣跡煉出の研兒を合が｀サた。

フィシブョントラシクの検討

まつ｀•ウラソを京、状！こ蒸発付着土とた霰丑も中,v.J:,ふ照射し．愛丑中のフ 4 ジシコゾトラミノク
（暗）

＂取視野顕緻祖絨螢 L た（辱菓 A) 。つき．に岐阜祟土岐産＂ウラ＝ナ 4 卜を合在鉱知藩．片

“な 9 ， 尼れに白宏母，がラス板抒定去着 L, A...-B~ 中性子療（0-3 C;.) 及 eJR手炉中性子

て｀・照りすした。照射後堂母，力’'ラス板定フッ酸堵液で＂工ャ午芍る。フン巽濃度ば堡母 I=,5 ん6

r.,力｀＇ラス板 1:-. 11'//. t ¼の色の在用りエシケンク｀．0)芍間も変え、明視野＆c.,"暗視野法』·顕

緻娩観緊した． 80 分間ェ 2ノ与 L た空母にみられい暉0)砂筵足早頁 B, C. I這示すぶ，垣寿閑
の工二／ケング‘で＂ば針状のものが＇角杜攻に見え 3 。なお同じ薄片試料屯用い保子桟乾板法己

拭サ比戟した。

か反跳．希跳、の検討

同一原子が短時間に何回もr:I.凜変とするのて＇’`反翠呉跡桧証 /C 適すると思われる俎れおよ

が｀叫e 色下記の放射必専的方法サ周製した。 まっ＂咲雌該湾'(. Iき Im‘故射平衝'"-ある HsTん，

溶液也鉄知也によy o.5H シ z ウ曖考夜しし Dowex f 1/ z ウ畷形カラムに逼 L&Ae,Pぼ位体巨

シェウ該9港紀•'ぅ免去 4愛カラムに痛疾されてし）る R灯た定 3 日塩酸四岩紐 L. 士ら I辺喝イオプ

友唆耐廂定用いむ紐落液ょy以几も捕従し aSH シ z ウ酸巷凌て錢潰社青鎖 4愛シ z ウ鰈足

令経して純粋な RiTh.迄得·が叫C. Iま浪婦稼湾定含む 23IPo.ょ., 1f;1記同様のかか•'分難・粒製

す~. :?.う L てff尋た以乃ぁる V) Iょ忍Ac 堵疫€雲母そか＇ラス#.I::. I＝滴下荏発し租当時階

放墜倹 7 ?'酸考丸·'工，，，午す~.明視野，暗視野，位祖飯齊数叫絃寮す 3 （暖D, E) • L 

かし欧礼寄己ぅ箇下廃発するとんの検出落表面への着芝オぷ不均ーて＂あリ， さら,~がぅス板
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は過度のエミノ今で＇政応硝哉してしまい易レ.l, 0 そこ召＇｀紬荼用のフリャトク｀＇ラス紡末（”•F ニ

ヽoo°C.)に以Th 等の洛液も染ま-/J:.匪気炉て‘万容縣 A 
して痙々壊度のが故紺体入リがラス迄作')

柏当峙F甜女匿俊． 7’' ランクt::..対熙しなプ］＇シ

ェッケしてび及跳硯跡、し見われ 3 ものの有

俵色観貶ずる。士ら 1,::. 以反弱這：Ji,tて＂ある辛 c 
€稟づ｀げるた~,：：：：アニーリングの実験も行

，，た。しかし一楳紐繊のガ＇ラスぃ槃造ャェ

ジ今ング｀の彬響等についてなお検討パ車

があリ．砥跡の礁蛯 I::..Ii/.に問題公ある( E 
Q 厚真 F) 。 （早真） A ： H i Ca (/J.) F.T．（靖祖野） . 

虹：恥逗着した M;co. (LL) F・ T· (8月視野）
ij:-H;c~ (R灯It.) rJ.ｷR. T..ヽ？）（位）匡：が双板（Rば） が R. T.(?)(位)

f: Rｫ-Th >-リカ＇’ラズ ` R,T. _<?>_ (131¥) 
吐Jレ〔A、 C,D, E F ：ー。•O1 mm. 

B : - 0.1 mm. 
N~9. 

肉連びl犬の総括： 已． 0tker5 I賃 Y。“呼 俄）：肱加旦那 L:F 叫茫， FT, a 30 
／り 59 縛、 B0虚J., : 1'h,•I.M/J.[ 生， 970 H紐辺，fT，伝 31

A. F/~·schev-,砂ノ凶知— Gr°“P

摩凶件．謬，？ぃ品 7 ク2 M,（＾（囚 FT Em 
“品切，．五雇2 M;(足（追町芦

、9 9<ovL柑詞＇編しゎ ET Cゎ
” ：伸l，均翠，262S 悦，0-U{伝 FT E仇
,, “ ＂ ,3仰0 吃秘守—U FTY'r]E,,,, 

«,”’',3 I/{)'I M,.aPIC-UFT品j“
．約． L、It. J, //J和…砧 HTT 伍

/963 , :Arr1吟 L,tf旦， 23 且9[:J店い F租l cJ,_
・ な研y. R，舷岬 H,.ca（造）町位仮］は

Fl 伶：J. AfP’，術·向oぅ
！？糾，：謬90術， R 絃，刃I

, ：知如．笙，75f
，，・ ”"nos

紅， 41 :s,,,ｷ. 坦坪
Fl. 弁，µ : ,,,'349 
叫．1( ：？hr． Rev，度1船

/9¢5 月印l~ :J. Appl 'Phf·諷揺
：肱t“r 209ll刃向t11, 

" ：知． 虹、 72 往伽'“ 芦•l Cん
FI雌，払：り ”.6府 7枷釦9 FTと（包 Cん
紅松：，， 虚知｝知view
ヽ，：知，為N．シ，且｀． 1

闘Ma.. J．伶。メ， R 座270） 侑研条、丸ク FT 仏
/966. FI. ：裕 V, >ej_f.叫辺／り刃？ot,(叫 ,-r"ゎ hlFT は
19 6 'l H砂心：J叫¢ 旦，刃／ 屑石東 Pt FT協lC/..

冠＇Ja:’ 犀悶帖彎万覧
fl血"9，リ、：，’‘‘,IIO3 M,•C4 双r は
,,',M.. kl, : IA EA'甜＇肱厄 M;（ん ,, Cん

s,9/cox,HIr5k,, :,9 土lJ夕6 位●れ，心foc., Em 32 
N9 /960 13洲～丘ぃ 仰） : , 五位I Graけ池ヽ，，，，、如．丘 33
1 崎Ig，珈如（米）．． I屠知叩lqq uoュ祉o, FT E汎 34
2 御IC/、上、I,':” ”•国疇l-uo2 、 RT．恥 3S
3 K磁ふ．，紅／，：釦J.Affl. 8／止夕55 AI-U-A), FT. 五 36
~ I N6/]四I‘,F吋ita.（日）: T.砺父．砂位90]2 6r叫i如 u,FT．恥 37
5 ,' ,,: ,’ “,1噌晶l b/nit,-U,FI E加 38; 亨が．'./{'.'•(件): J Aff1．加犀ff力乞 u, FT. Em 39 

知叩蜘．， 1 (A泊； ,’ ‘'/2卯 r七ー杯；I， FT Eれ以）
a I C,。I< （御・・ , " " k瓜叫oc,’‘叩 41 
9 恥心ふ．（菊）： N^ t紅凪556 Bpl硲＊今—U,FT 丘 42
10 ,', •9 , " 厚 3/ 砂h必げゅ均． E低 43
11 /9¢2 叫J.^/'k^が,Ma/I,勺" :残I. M̂ 2,I4'II uo,. d ／ば） FT E祝 44
12 ko／磁、いい）：JAffI ぷ(‘及Iffダ礼—土，吋如に 45
(~ I _,.. Merk/• ぼ）： Phf釦． Lボ'f.,I50 Aし妍5、{、 FT E化 46
14 /9 6If s,.ff ‘1, qIov¢r ，，：ぶ． 阜脅伽l西痰 FT [h. 47 
15 知呵，幻？I 砂，，： ？ヶ．釦虚即 M9Cq -Tl._;,1 f/9bamerCK 48 
16 8r;/1．月1'r.払． •9.. J. GI邸 9ふ五，/!ii釦Ifn｝町［釈l(/..,49
17 Ca乎＾r （約：釦fur 颯/203 戯（ふ）ー9ぶJ Af万 50
18 厖科I知，訟（At.,) : ” 麿ねl 和た疇1'T(fJT)Cl,. 51 
19 免IIれJ、珀 W，，， ＂・’訟砕．＆．紅， 6 Mio （午） F叫 52
20 邸，如v必，心1たも： T,..J.A紅必蒻且m l1心.fl.GI~"虚）叫 53 
2l 1965 i1I炉即磁、伶．而郎（ツ） ：「cox“““月呻9I，2qi H;,a（そ松）［Ar.]FT 位 54 
22 /9 66 万乎叫，n.輝崎•, : Amh.3呼· 祉． 301/ M,,.. lf.鯰伍 FT必忠
23 島．碕，鐸（a J: 1炉研甜多． 竺． 205 01；年、M99ん郎）FT. cl 56 
24 /..I年 9,I紀 （我J; $CIヽ、 国510 ば鯰む紐JF1(),.57
ぉ 1967 I</•砂．ら¢97¢t): ·謳5li ?l-ro必→T 4 蕊
26 魯訊厖，恥地）：如如 立，261 feKr.·te （在）息 FTcん 59
27 I(’"‘p渇k湿砂／）：后oxul1吼J切（1），7りi•r"tt，芦r必 FT 凶 60
28 年fryは）｀． M^ t“r m,4莉？社'1~/邸／”ば、泣 61
29 紐t.（り KI丘、 W7• （紺： hrfK堺砂＃ 2,乃応綱 F唸 62

（兄侭之均．弁(P.B.知）， Fl (R.L伍碕r))昇寄
k叶ば， Herr,, : IAEA 5H31I/6 GI矮＼4⇔細紺a 63 
珈aI'l9,M遥．P，(岱）： ,, ,, /11 珈加｛f勾 FT Cん 64
伍遥叫汎．往（i"J: 、, ,, I 10 a.(1k綽［函ぶ4.. 65 

’’ Studies on the observation of particle tracks (Fission Tr. ぷRecoil Tr.) in solid detectors" 

Nasanobu S 邸.AI>fOUE, Takashi NAK邸ISHI, Tomoo T.AI<AGI (Kanazav,a University). 
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3 A33 夭、怨尽の ”1“ プ｀よが '?OTa..

東た枝呵 烙、店 告｀ー
／

疇碍在の知ぅ水ている奇杖（-p,四碕な）げ，経り 4.., ぇ滓 Iす lず，惰 (odlf ¢)I 吋
（叩） l ＇如 (ao叩），”如（叫），プ・［り＂呪（{},0/23/) であり， 2 れら仔？ールnstable.のけ 1｀てあ
る 1: T g在＜他ば灌のク裏炭ぇ／ド 11 よく知られていクが＾，惰の l也仔枝デーj 0 敦告礁
／勺天守庁庄恩が目立っ．そ 2 で，ーむ臼）足a 訳冴た。キ報で 11'-'埓 lオわ疇叶祖り‘
が乞とI f后反り‘'紅直一t｀あが唸の、ム彦累庄‘庄へ→ 8 。 ”£U I＝ついて~'辛1＇紅恥正しぃ低．可わ
れた域知， ンれ瑾炉紐的ヰ a 条わ心i這l足＜クI 用し 1 ウ‘.,そ咀t杖術紺則足の冴
国ぅ紅広設界す~·.

吃“心1足； （i)測定す凄．工t『t衷汲t 1子..,., JI J知藁虻、芹 a心de 7f和衿(J/0 →
20ぇ→？9，牛,te.V) が辛われう。 このやヵ‘う， 17年最も特哨で、椅＇工 II‘1 ウ庁くり‘｀蘭昴芹卦'l定

滋として， S血p也む衣累； ｝逹叫J定.! 1r 1 た。印す， 3／0 和V i.四和V ">兄竜I::° -7 ，方
ょ炉これら 0 S血一の計IK手とJ凡， Nら心とす 3 と，t象没迫及N1キ “叫（％屯）隋戌
とみゎ 3 れ b.o a > t̀, f3, f2 l1 凸fract,'on て→あ 3, (ii)測定拭料，布販印知砂(John50n

疇heyお F ひ｀和克豆）。こ~ /.0蒻翌ダmm 令 I：：：丸め秒'nt so“rce の牙9 ，<: I 手たメ碍謂知i°
の ¢oi 'c i昆必(J、}でgo勺江，0四の社afesource の計 1くした。 Iぐ 7 7 の I和）乞，C げ同＃｝") HfO f用V\た，伍03
虚及r1''1t克勺折り、経果に； ｝知プ、合阜入ペクト IV を言平紐，＜食言1 して扉誌した。 (iii)測
叫，＂ i，、9囁ヽJ..“忙し遠疇叫噂町11訊I定釦量3〉t，た，検這 11 ，似ば、7
7 同 3" メう，9 日 1虹狐rm)茫侶pint so“rce印 l和‘1井戸茫MI(rt) t 1司＂た。 (;v)決］皮締果．
該の直スベ？卜 IV お｝い｀吃A q 4奴立｛手併で 1身た;z._ ~ 7 /-I レ h‘}, 3/0紅 202 蜘ぁ，｝灰S//J糾

(#3/0+z：え）の広活I司1文を作成 L''に s“呵磁まp紬n1 f7{fしてお Nしさ和｀めた。f,が，二や
；以湛lij釈 h‘} 疸定した 0 、合百界さ牙／ ~I<:. 示す．危言受差炉，訂弟い統訂，広培 1用い 1-

ク l 尿”‘ムの濯l定、合百泉 碓 9‘ 々, fと11\ ：羨見t牙／ふ

輝 、台泉浮吼収｛季tJo.I(Tt) 比狂A1 能 手派｀名月 払（キ角 して屯めた。和訊 11,
番そ 西咋吟 XIO”y I’知＾ （｝在比 2、ダ？和 1司 u て

え 0丘0`16 5[l エ研o 井ャ 耳シした。））人...t:. 0、台呑果が
2必立lr 506 t. 0、38 # r ;, 97乙q手激期玲f7打、21)

/ pint有

i foi nt差

J fo,'ntぢ

4 foint 

r fht~ 

i f°湛
7 f(qte 些

和り 2.10:t0,/J.. 4,.17:t.0,:2.1 

惇）吼りた（平 r m如／I qIC(%=5,f) 0)燻清勾とケ3 ためt｀，ふ身飼管．
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布
巻
有

井 9

＃戸

円tt A

円在 A

円註A

l吋釦ぅ

円在．B

2糾か’、01

2,IO 土 o./3

2.o9 taof 

2.2夕士幻l

/、 ?7 !.(l砂

伶紆土°`2l

紅5土 0、 3/

lf. 16 士 0,20

Lf.62 t.0.2.J 

52 ヽt.o.{6 

/• 3切

0- ffり”
全甜'aA,6 間 l凶
に押入

/、 3 C.1>1

締品A,B同lハ
1そを入

x1010y と、さ百姉ざいた。

(v) 年代iか］定へ的な用．

”乙の手i威11~ /J‘？上のよう

,-::'尺定ぐれたンとから，

:.の定孜と用V\, IA! 含

も店み中ず”綺／広比ti創
7 1 我弟みの年代園l足"‘’



可能 r あう。この沼、f·研究 1` I打＂た 1、9認星で，ヽoo/n:圧崎•54mfle ＾視,,足が可能があ）
ゅXI孔”'.2,q idom$ん-30.#1fle) か 5' や追心追杓守~ I乞文定竜 h° ナタ可罷 1ツあ｝。 17匂の定を IC

町叩I::. i広を用＂る。中住汀枷ヒ l 這名o, Hfと武脅か；抽;t,. "'Hf t" 1-t 1 、°”!If1-た11- r"Hfq 
四X桁角も 1f心，eniパ (7,l-lf~だげ晃& 11 ず切 3 ．たとえ lダ，細r;n；た（L鴫 0./心尋 3,/2 X{咋）

f，可／叫呼叫，培~ "l Hf 1" 11‘苅／叶サl『/ t｀ぁi。 Hf全曼 1-i: ~Hで化夕打で牢｀め、叫ofen:e

叫とf号J.

唸の叩： ／印旺，“,}の（島秩，＜比ぺ 1, 0,99 池v （飼，紅2幽伶）の高い＂

t 4 7 、 Systema十：cs /J‘;'常の乎in-戸riサ防g十と痕定々'f'\. ~.忍て，”知叫の糾I le,V G 十の I
'3,ｷ !-パ出叫圧冴位へq舷打か冴え｝中る。＃珂知け，咋：：：莉角に併ぅ 332-2/¢

訟／“辺り 2, •高径幻、埠添置さ同" 1 採索レ，天庄｀＾霰疇れ釦＇あ}::.とを碓めよ
うとした。 (i)港l定我判1.“ね(ff、M ）の IOO1 t ro紅和嘉用／上レ屯五遥t-1 H臼隙狐，

豆 5⇔venge さ 3 I司f千 IA I し灼蘇·アゾ乏シアta fH4 と L 1 頂 e, ン:;:...ン l彼傘ビ l て況和、、

ざせた。況舷、r1 J C, H~SOq-,必て C、 HNO3 1万；緋f友 I To.乞＊疎化物とし，囁1女，2 頂必と l た．
倍；んた知9.rの ¢o1 2 L叫1HJO と的0) flde s年e ，こした。 (ii)瑣'l定す滋．／7L 遺し＇紅 1`,

位レ 3" l(_,., Na.I,,.2. 1口! 110· ，と雌し，その問陳 l び1 "1呵 I-:. f仏fe 50如e るかした。視1足 1°1=

呵le ，51>om,'-iI CO it'lc.,'4en~e, ダ/09 心（f4fe 270~370細）I IOdo ー伯 I年2ん細）を行，た。人―

ッ 7 1-a l1-H10 f'鼻te t I司い，危 I司咋間すっt i則立し／エ午 1レ'\''ーと計枚度P 亨q我iE..,.,_ 11', ~..0J9 

茫お‘卜炉湿 s伍紺t：：：よった。 (iii)嘆雌 sl呻 5r叫ずけ，円題＾ 33ぇ紬".2./;j紬

に，ぶ叱、 5f叫t'請封5私／と 332糾 I<:', IJ‘庁り躾斎か過知1 叶t枚叫i午た• しか l I VI 
すれ1 這能'"比し、非名に広くク存し， 手た他のエキ Iレャー領式tも岩干へ言戌応噂め

；中、料な和t£々己示 l た。それ臼，狙i手0)炉衣吋羨吸 Iこi手ぅグ＆犀ヵ杵戸哨をとえ

ぇぅれ，み比か屁，＂知統計 2" し'Z.,莉いc.o、池紐・、；手i版｀茎肛斗たした。

豆年行圧比 ().09月¢乙司いて 14 ｝れ広緒果 rF1 (1.ダ:t a5) 双o'3y,:"あ 3 ．戸•, Eータし紅 11-

23 4-ー (02 如V四de 滋続され 3 か’, f“0)必＇nc. 5日0) ／心細斜減,,｛毛ヵ｀の＂たが認り

；ヤた。 しがし I l、給杓 rヶたのため， これが'‘‘衣 Iベト 3 カ‘と‘うが.,妥')定」が出界芹力‘った。

文献： I) C、 E 向W辺sえek玩 Z珈i/::.Ili_ {191叫3/ ; J, fvf.贔叫I 1'紺，9.L (I'1）4） 36/1 犀r“’'ssy

~(/航） 73g 2) 謬ha.f i h> ~n4 1(,呵 H,•和 I RS.I., Y.. (I和7) f31 3) 田中，ャ反手，高手 1 柔尺

秩研報告 TC.H-1 (!'161); Nucl. lns1r. U.叫o4凡わ be pubI;she4

Naturally Occurring 1761u and 180Ta 

Koh Sakamoto 
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3 A34 ラ祭念庇泥かの A已／Be'0 比

東大樟紆 ""ノクり本洛，0，街豆可

醤広数 10 万伊＾数千 1 年 Iくおいて畔＇ 1べやクて来たり虜線パ移度度 1とがあったかI::,"クか
［くついイ 1t 1りん疇P りれてい存い、 りのガに幻P 3 クじい）訊‘1t 11,祐チケざれ1.またが，

い 1’叶1 ＃多々ヵ紐戻があ 11飴足ち紆長t f号？に多って\'手い。麦＃廣垢什’の M窃e'’虹痩'.
幻ぅう↓広/<,fれ 11,"、＃な緯”"に（<?いで昴召確侭幻，＂仄 h`ー｛名クれつであ 3 ）こ乙

、1 ，以初かクf釘府ざれて表たが，仮i杵杓ヶ l"屋かク;;.れクて'’行千われチがった。

＂埠乙ク也球＇のレり久反との様仮仮‘1< J=って '$-1" る放彬移核竹 If，紅l＜‘序 I＜イ炉フて泣):-- I て

がし，あ 3 もの 1ょ也l<# t叱隊してうな底 1< し虜蟷ざれ 9, AE（炉瓜屈 7＃九）"'- Be'゜げ（バ和1

均1i f) ii it ~（り伍l•パ質の蛉似 Iほかり秀j_ "Z,叩<.t/7 1て分けう池P季 o 岨わが象しいと

矧埓ざれ｝、ク｝＂の羨和かクtの渫ぐ 1べ方[f 9At 26 と Be.IO の此とf(z) とすtft/がI

詞二尺（9)e -（入A —入8) 右 ，＇［心， ;~6,::喜委定数 ，入 8, Be'へt[ 9 定牧尤，虔た 1てあ， 11 3 ：いかり芽（t' ] 
A0 ピ Beがあl＜中 1-:. 名 If 3 チ動が与しい限リ 1):. 戎｀ I# 維49昆度ヤ／伊多縁の 9名度麦 It 1＜仁ク

ず成立 1 3 n て •I R 位） q変化£視l 足fれば＇ノ；象．麿·シ尼ク伶げ§午代'Ii'沼‘あヶか 3 。 この与 H‘"

ゅぉし炉（またば虹＇）の海麻のク亙す伯の今柘，｛ィとかク 1 ;::,れ苓，枝信ゥ佐仮名がヒ

臼n 如t＇／ 花の原 1'6/ ~'<t-った夕釦いf化力度化たf/J 3 Z じが 1＂そう・丸あ各泥の'“'“
は 1 令m ~10mm /03yr "“るかij I~2がクゑざ（くわたって環毎冴ラ紐＇粁が,,れれ 1ず，

嘉ゑ版 IP ～歓g万奇 1-:: ,hた 31"及力＇つf9 クれう、

（輝）

減粍 埓仕ゃてーに化伯 A 和浮，ぺあ＇いて 1号られた 2 移莉のラ旬紅尼封＇叶i入ヂし 1 索叛£.

紆午ってたた， l つ 1よ展ざクり 2仇，厄｀伐｀f4 で(JG/)531可呼ぶ＇．多名がり l k3 y),こt/t I古柁の

疫ぐグ（OI< gっの作グにグ釘した。i也 1も長 h 『11追硯放丘ドレッシ・レてf5 たもの（沼＇料ぁ

J I仔1,·fが工5と呼が，＂ 11 ，んれり・小杓夕砂jr) 1' ある。

叫ヒぽ険店斉記繹‘!f和1汀□ ， Hn/tク旦ヽ9 F が心 C()3 埓私 I< F l 克含 I＜帝糾し、 A£ こ

6e £介負“”,._た, A£ は多ビレ L f1レ 1':::- ウム咄 1お＇‘ん・伶紆品口位返して什祭レ、 Be i1 ア

名ケ IV 7 名1--ン，こt 3 ;"依出遺返して¥"した。
3) 刹定 ＃塔ざれたば 11-Ai;“らとし，互伶 7砂...)(Ii-ぐヽ9 'fCHt- {j:そ幻巧r) つやレ・ァト 1-:: 佑厄

が多レ， Ae6 d) (3ヤ放射能'"よる痛琺 r紐t依 Iヽ｀ッ 7 7" クウン／·` T絃茶比券 Iてよ／f刃釘f
釈した， Be 111瓜祇f 9f l斧、＇たかり 6 念 n 叛ゎ＜．を梵：ざと， BeO に多えて，卜をG¥H ガウンク -1て

含
t ］役烈" 99f尼ti7 予？た，

“‘. tグ秀綬）
視仕fて'.,~ A炉b c 釦 10 'I 1i'f和粍f名度 1-:: ? if 1'｛灼的ヵ祝化乞i直い牙 1 いる， Jf IIJ I直も后近，

に£苓 IべよJ叛伶々れた値とを 1で差 Iて床してあろ。
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、ガ｀ク哨りか了よう 1-='/..以苓 Iぺよ 7 て祖1 定イれた Aが7/3.e’°比／＃伊釦，灸し丈気と0)友戻

がりオ想ざれ 3 I復t If 3 か 1てレクわっている。以tt Iぷ＇クか歴が太陽ク、クの瘍パ I< よ］

匝りすざれ1. M戸（p, 1'l)Ai 26 にJ:y A炉‘が多ぶレ， これが咆戎｀／々とら之クれ rくとす 3 2 乙

にがリ、、の，名，｀ A炉の牧桁耗が挽哨て＂ぎgしした。し力＇レごの魂裕 ，名ぃ喝＃束と｛双1

iつじ伊I必峨で．恨g，，説，硯牧和 1 ヘーで度も 9 ぃ， ＂、奴々の＂的存弗＇定グ蛉長（本

tし 3 矛省埠レス気t:, d/孜友． 1-= よ］ナ租fれ 3 Aだ／@e" れ 1こ血＜， L以等ク偉1':. Iょ人ぎク

隔j h'ッカ b 。

鱈の秘手で/1, I 玄として老度 9尼っ羞層豆/-:0 1,・ 11 3 Aが知衣比ゑ序 Iじしして， A{ 竺

厖゜のが囮号 Iくついて秀原 1 e 。

羨 咲屯肴；尼々の記‘5• fが釦‘゜，，，t””と名＇［かAだ／Be'o t:t. 

紅名 A色咬dッ細一 瞑°伍分がedi—t A巧／BeIO
L以 1) 、.6~ I 紅～:S"" (I~:2)X /0 ー／

い—E32) o.I“ (0, I ] よ（s;cr)
-I 

3 X /0 -2 (2,グIe)

1“+ 、Is
3) 

と¢，え

TEPS 3/4) ~0.3 4～タ ば～ヽ） xlo~.2

bs.,,..，次勺 sp也turn,.r) 2x /0 ク

l) p. /...“‘/1. s y胚ka ta v”“ 4,'1-, s匹心卑 / 3 g1 (IfヽヽJ

2) い以’のtい‘科"I,j 7. 昴t Aだ‘.,杖わ 9とグ 1知；たtのを，伏々っ；射足係 c~, 定

レ直した位．

3) 桁ぷの 1ゎ Ir ｣l fとめにして祖戌レたf;L

4) 杓正', Te{)53／の 3 庁＂ ク 5 J:-層舒 1tクイ応す 3 ゲ庁乙弓じめて現1定した低

S-) D. 人ば． 4 計·麿 I< [ 3 。

(J. 0竿り戸伸＇よふc. 1呼・ 20 th. tl ,,.,;,,.·v. が’． 6砂 (/962))

Al26/Be10 Rat.ios in De岳p Sea Sediments 

Shigeo Tanaka, Koh Sakamoto, Jinzaburo Takagi 
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3 A35 亨雷繕のた中向令て‘‘て‘‘ぎる A文26, オ)L卑艮

東大穏研 0 田平何剪，坂本浩，高禾i含辟，槌本止｝

Aだ，ま 7伍 IO彗の芹叙賄ぐ凸譴とし，）司 a奇，こ l ヽ~3 MeV /1) o 緑t放、出する。現在まて‘‘
地式内隠中 1-:: A炉‘も茫見i r＜し，＼ぅ殿告ばな" (海底兎ヰの Af 26 に関す;l D. L"'Qの研筍：：
ついて 1ま 3A 玲t`'述べる）。 平宿緯、の見f向ふと名み庁の S i.23 との反応 1てよってざざ 3
屁‘といし）その生 A舟より s.2y (91,1.ー）五） A f、反／応に 1関する知識と特うと同奇□ 過
i, ~ /0!, 年．わたる亨頭縛、の受怠h ぶよ}'連眉っ史動に船する手が‘hヽリと得ようとすうのが‘

オ研虹ぅ目的であったり｝ 9 1団放訂iし芹訂綸令にお、，て弁望的な必序足を祀表 L て以末，岡
到な 1 t疇i乍し，附属度 r; r- 『)司 9号計紋利足と 1てよって徹危町 1-::.. 吃の杯在乙追赤｀した砂

われわ炉の試料考るヰ I= Al4 t苑闊すう：：l:- I木て｀｀ぎ行がフた。それうの僕酸、っ経過と得ら
れた A¢↓の}::: f艮直につ 91 て板告すぅ．
試 牧阜県加 I＼打八百津町久国見の手を名と合計的／ook戸処理した。現在の地表お‘

k ),r‘‘池下『れの試料につ＼ I てそれt"れ 2 回枕江な戻蒻t l.行った。オ l 表 1, 該科忍号しそっ

筵現董店ら炉，＜得られ rこ仏 D3 牧危と示す。

引長 処理名る

芭料届汚 在み位星 処埋名石骨 M辺2 含世 屁 03 牧他 印板朕刹足叫料激
牝下れ・w.e. K3 芦 f 1固

芥 IA / 6 0. 0 /. !;.. 0 t 7 7 7 
井 IB / I 7. L/-- /. 3 7 I 9 O 2 

哨 2 A 2 l/-- I.2, 7 o. i r 9 S- I 

井 2 B 2# I 2. 8 ().7f 9 S- I 

農営処痺 試料点るも蛉砕して 2#~ /oo mesh にし！ふo 必 HF に素斧し！乾固してらし、
を臼 F斗にして希 Iなーし巳頑も H>SO午t‘←処e し／叫叫として羞水）こ抽出した。ま肩峻

¥-:. I本ア 1レミー匂ムり←社ぶ心しな l" と利用し／ またアン毛:;;:.ウムア 7 ムの今別結晶も今

ゎ也て行った。 I A の 1 舒につい乙 Iささら 1-:: ,jオン文梗樹脂表、と孔 (oHh おとが｀ B~ 504-I ミ

よるス h ベンジt組令せ7..辟精製と 11 し‘｀こレ「之，骰終窮しし7.. At D3 にレ）的/ 0 OJっ＇’っ
と知叶 X 2e,,,._の竺伍に加屈豆して計数試料とした。

放肘能測足 今乗県君嘩粁天刊町全届の東大核研鈍ム｛輝枚肘能剌良うし叱 I＜餃魯した拉
飯サ‘ンマ告泉司函計籾剌足装置し用＼，在？:,3) 2 手のク／／ keT ；肛肛緑の）詞計養久 1-:.): って主
遺ねと試ゎ r-:: h刃それと即合計粒する l·83 MeV わももあわせて追釆した。 2 i目の 3 ー戸 X

砂1 心 I(T文）怠石『a t 180゜，＜汀星させ／痢1 足拭素斗も 2.8叩の口疇 lこf皐入して）目蒔計穀
剌足もした。結晶つい町い cs/37 の “2 teT r に汀して 7. 7 災がある。 ゲイトと夕ば～
“すtke.V ，ミひらず） 吃れとの同呼計粒スペクト＼V£ 観",Jした。 このi易令の）司両計粒I<‘ ッ 7
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グo/ウンドは，チ70~ 560 ん eアの社国t‘‘o.D/6 cp m て’'あった。また /001 の (l叩免x

2叫）円板瞑試料中ti) positron ")検広効年心／． 6 ゜広て｀ある。 1\‘ ックグラウンド吊 Spttcer

に 1 店竹．田災の島託度ア Iレミニウム金届どイオン文喉表と Fe(OH)3 およ炉‘恥 So4- 1くよる

スカベンジし）くよって粒属製しJ剤史言弐床斗と）月勤，，日板朕仏 03 該料にしたものを用，、た。

ま T液よ効宇軟正朋慄導拭料'1 な 1AEA -N:2.将、皐嘉疲iゃ＼ま 1) 剰戻試料と同形、の円板屯‘

ALo3 ゴム位に広束ぅ rよ‘l わり一，：： L 汁： iせたt "')も用いた。剰叉談糾!:, I ミ‘ッ 7 7'・ブウンド

拭料 1よみ 3 日位に交＆這岐し 1 試料支複ったけ:· Iミェネルや―およ 11"~ 1t:、クヵ奔，，粒正も

竹った。令刹足 Iミゎ rくァてエネ Iレ呼一の 1‘‘ れしt /必以、）月におざわた。また面らが、の原四て‘‘

椴幻紅乍O'戻籍h hゞ敦正の精度 /0 災t超えた喝令の痢知直 1i.裕てた。
姉！と鬼慕、 現在 1見られて＼ヽう剃足祐晨とオ 2 素に示す。｛直沫すべて哨汐＼Y 鰭、＂日呼計

才幻哀 剥知低棗

刹良該科 測戻叶間(/ir) 比炊府能的づ0k£ 5io.z 
I B ー／ I /), 0 0 0 -o.o 7 土()、/? 

} -t- 0.0/牛土 o. /~ （平内）

I B -2 /0, 0 0 0 + 0、/9 :!:O. I? 

2A f, 3 3 0 t /)J午土 o 、 /2
} -0.00 s-j:(),08 （呼内）

ぇ B I 0, ヽ 0 0 -0 、 Oｧ t o. I l 

印＜6 広 7 I)/)

数より算出ざれたものである。なお、同命計数スペ 7 卜，レ 1本栓豆めて，，，ぎれ、ヽ｀丸 iセり｝対す

社子純初,, :i:るピー 7 It一切認められ Ti h‘ った。 1 氏戻瞭っ迄上井 IA の 71知県II良試料

のうりの項遺~ rj. po$Ltron r紐んt話め r< hゞ／吃 o l i目 (IA- I/-)について化芍的
叫f, ltビこしてい峡 L 1] ったと：：ろposd Y- on pe.l),_化が見卦仕約％，＜痰1}7した
のて‘‘／ これ 1 ぷ Al 2↓に由束するもので｀ I なr[ h＼ったと刹足[..-Z, II~ 。

衿
町手の粉、ゆ埋芍的f‘- 1 t i史フて計篤レ T：：惟知直． Iな池千 10 汎．り． e. の試朽に灯 L t 2.3x 
心たり5ふ）地下ぷ厄瓜． e. 夕 X //J -3仔口／19 ki 5,, I)乙がある。われわれの紬昂 1j.これ

ぅ惟戻 1直の飩困，＝入って 1ヽう hく，ぅ剥足忍”"、の和昂内t‘あろのt‘存在の唯託 b Iま rjらな

I\ 。i f＜床綿果より，糾疇阪咆の戎在の池表 1な過去～／0¢ 年の大哀r今汀闘 1(J m.w. e. 

粍餃 bJ、J;.の土棟 1) tも？ tヽヽf,と惟皮される。

現わ井 I A 還料 m剥良直11 中t"あリ I i r, /J_心しう，てよる拭料彦る祠惰っ
Aげ素爺の可能性につヽI{ も検討t切えている。 それらにつヽ9 て古象炊告する。床研知の 9]
紺にっ 19 て 1な訓 l＜昂仮告すぅり

文n: l) 研，啜，秘屯 東渇、濯尉 lNS-T闊孔叫） 2) 四，戎も駄，東燻可狂 INS-TCH-1u?l7J 

3) 畔板屯訊和紅餡 1限加心115庫7)4) 表沿 Il1, fぶ叫叩叩四石

り町、派屯紅也，杯柑叩註:r.N定TCH- 3 (JU7) 

A126 Induced by Comsic-Ray Muons (II) 
Shigeo Tanaka, Koh Sakamoto, Jinzaburo Takagi, Michiko Tsuchirnoto 
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3 A36 躇石凸鱈線訪卓衣ぇ童生哀にお Iプ □ 文戌拉和着§

びRS • 免文理 不危ムわら之 〇馬注I 久夫

従朱 ィン石中の cos 冴0加c/I9み 1,: B紅黙裏 Iミ鍍呵免＾字勾線 Iミよ 9 て生成したもっと
知られ， そのように取扱わ八て 9 「：：：。 迩年、字毎練物瑾苓て口文癌,01 シっ粒う（伶I:::

込う文防芹訊）瓜注目：人て 3 「こ1J;‘ ンれが＇ィン石牛の口ふ如辺elide 生残／←与与しマ
L) ~可能往があ a 。

太賜かう＂賜うは餞冴条の防うに較べてエネ//._ギーぶ（応．大卸盗がイ::..石（イ5’I 之／不
コンドライト）の表皮数センナメート／← ^付戸上、i）てしまう。 この表歿街31I イン石っ

火気癸入 B寺つ 4£/a ti(J兄 Iてよっマ矢な勾孔 3 と方之うれ 3 ので 太賜賜ぅ 4 一次及応 9 ミよ
II 生穴了 a 核複 l吋紅不可能て、あ 3 う。 しかしこの一次及な汀知I:_ l.rt-rぐ訂生子 l：イン

石［口邦に入り偽 3 9 て＇・ 中住子（ミよ 3 枝及危、生戎杓q守 IZ 文渇拉子"I易与ヵ＼見之う可グと住
ぶ｀h 3 。

ぅ翫岩ぅば 力，が及なによ 3 生戎ヵぐ可取‘りみ 3 と翠われ a 技遣として（ターゲットぇ亥へ幼面

莉とイン石中ざの存在量ヵ＇ぅ告えて） ffダ1,‘°Co, r乙，“ぶ， とと2 ； で24 、 も、JP
を及りJ:_ダ．直去＾データーと解杵した。

餌杵の一イ9’／として f/Cr り場合、と述べ9 3 。 つンドライト Ifの勺各 99 幻続砕反応

と n.c〈反ん， 勺ら（れ、&) み’よびをr (万,2 たナ戸，ダ）の三稽童q袂厄房、マ生灰｀す 3 。
各反応の見積り 1コフ 3‘ qように行な）。

(1,) 飲 nヽぅq □`..... •イン鉄{~おりて 1ず応坂砕及広t 7t.，び及忍ぶ吃＂生 A`

の主及応、マ｀・み 1. I{ン鉄の¢＂含有生 11,, 、 I II "Jて，、力，ケ友念 IZ 免栽マ’` 9 3 。 々こで

コンドライト中のみ→ 匁？r の生 Aま麿（4←勺） 1J 

及。＝ •A iゅ n X 石 x 乙已硲

ん。”はイ 3鉄牛のぐ（C" の 4/1祝／kf石fl 応叛砕反忍に各与す a 字苗線りコンド｀
ライトとイン録にお，T ~炉J:;.と。 C迄 lすコンドクイ人｛f "I欽コ Iゞく←卜，ニッケ心—

の含石世。 比戟 l丹のイ→鉄として Aroos (Ho ?1 da.)と B7必（や心位）のデータ一
と［丹"た．

b) を,.. (万，匂丸ナpp丸）屹’r I ：：：よ 3 生成＇．．．．.. I司じコンドライト序て、つ

心（7Z ， 2 え寸戸厄） ｀をより訂年す 3 。
戸h ?l. =月デe.“x /? r4/rヽ X 0,“ 

月 re -.f.f（す（司し試評ヂて;g,J走J八fくば子e り吟EりI<7 ． 虎r.\／び（7 勺をゎとなの原
3 比， 0バ I7 I司一角 3 牧っ勺今と rヽ元ヵ、クっ乃ち、“デe q生残｀李比っ推走位。
C) l'i乙（ヵrt)、 rをr ［てよ 3 生放‘..... ·的／どr q突逍'J f厘かう 幻，り） i差i

引り 7 渇られ 3 。

戸'n.,;- = A Cパ／ー （戸Sf'ナ戸ぷ）
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表JI つンドライト｀r のれ， r .1ん，t与るf ftナf l... x い／c”ッ．ec)

核柑釉湘 B H 畠 E. p, R q-(I) 萩弁 和籾 B H ((III) ) P.R. G 筍
屹。 s.2 年(J、'1 士 0,1 0,0？士0.ob o.2.01.0,•7 0．戸り士 ••Ir 32p l't-,3 B 2:I: I't 

I、，，が、 I,,.. v7 士 28

nNi IXI 心 奴bw,q 0.18 :t 0,2 ? ’I 0，ヽ 3 士 0.II 0 ．戎’ぇ o.ot i-,c.., 23,8 g 33 口 I l.O:t}'t )g”‘ $2:t23 
0、't 7 士•I 

叱C 1•IX Iり｝ 0,7;1;0.J り bS c.. ll'1-り Dt. 6 l 'f-,i_ゞ ,,士'i

80:!:2.'f f9...,.2.. 

“c (3., l( IOr午 o.310.'f- o.I -to,3 a,'t t0.'t o. I 士 0.L 切王 9 い't o 『 Sつ； 9‘] 270 士ヽ o

類似ぅ方法て．、角和厄 T<:. 前記｝萩種"J n., 11'及必生戎責と表 l にネ a. :.q n,o 及な生

＂かう言t隼Jれ l I" 皇的 rふ序↓生｝え（ぇ／c穴ーダ々c) ざ木したのぶ表工マ•あ~. 釘耳
に lo 柊 If ,1、生子珀いh面積こtf]し 1 ｀各放和這獲の飽初さ仮走しに。 表 I にお I/ て短差命

直（乞、夕、Sc.,巧j-Ca_)に対すi丑(fs) ti ;#いが械（切芦乞）に対す

3 炉心（fL) り，約／99 ／告q大］ ？マ．、み』． シぅfs 11 又吟芋腐絃 4 ニン欠1fぽ知イ 3

もq t方之られ'.

fs 11 地珠q迩が‘の伶娑）み I9 コン k`‘ シイメ＂玖遂J:..て冴午内メ伍と危之シ A 3 

”‘う．面が氏 I7 駄屯 I~ フ,,て＾ J和笈ど鯰 3 。 今 裟桧q辛径t2 (単位 A仏），

鼠 Iゞ 争 e a 木脅 [1 軌追：芳ぇ 入社淳届線っメロ”‘[]ヽグ弓坪紐り二麦に及欠伶'l 4 ii i, 
仮走 l iと

釦／fs = //4o=.7/t2..>.E: fLS lT 和つう 5 又防字窟楳q碁ヂ卸分
これ/t血日麦卜人］阻巨為店が｀ I Au 以下な 3 条堺さ入れマ如／fs 之／／幻宕-::;.

テ・ーク—餌研―により か／fs = o ヘ(), 0/ J、 .:. "J尋知直 e J:..式 I：：：入れ 3 ど ん三／ダとなふ
シ‘tう↑；和追t令之 3 栽窃外しして／？彗星ヵ』いも有刀マ，•み 3 。

Effects of Solar Cosmic Rays on the Production of Cosmonuclides in Chondri tes 

Yu ji Yokoyama (CNRS), Hisao 恥labuchi (liniv. of Tokyo) 
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3 A37 鉄慣イン石中の年畠線生戎ナクン

東大物性；；；『 o ／入材峯雄、島王手，9 本田雅賃

｛ンみが字富線/-:. Jる杭破砕及たり氏＇珈）刈すワ研究 l6 ．恢年来歎 3 くな、アトており、
炉知ンみtf)おうな単徒ク囀心フ l, 7 はか戸j和fJ I·.知夕れている。本和爽t`'9よ．飲
インみが核破砕生知｀物の令（ずう豆知るために＇木 E知うれ Z いわlT4 叶耀 I：ついて，
易の鑓灰‘紅ひ’令喝＼ tら lミで 1 ,t. Iパのがlrm合和知 3 ととを月 03 とすJ。
”4知によるオ麦絨砕及な生氏‘籾墳口 1 T-:. め 1-=-11=、磁含放射m虞 1耳L z t.t、 屯の

叫如校土（て行うが‘・｀紅麟l7J湯知質是夕 1fi£lこt b 。 1 rこーなpの,(, "'Iぶ．t:. ~ 
え 1が知， 3‘Aも4-S'.Se, J-JM"f-Tfと｀は、放射疇加ぃ↓｀フて、し検＊マトてい；． Tん
の名幻鑓遺椒叩臼輝屯i 1: p:.、 T，，，，・ 6‘ータヶの I可｛遁シ 1 つので、俯-tケ.II「i'公
(:: F るのかi椋ヽい直／今し芳んぅれ 3 。
杖インみヽヽぅ Tんいい L 1.こ K と偕音がり炉•i9‘lと｛いあ令、通ヤ鉱知 T.i.町耀
砕む心灰粉 □ 宦なってありわい。秀ゑ 11-,(::,鉄い元未令iト-z. L’ 如しのと、t¢.t..たお
いてえ KIよ化予｝紅の過加15 捨び-,,., T,;.、といい。 すi`Kヤ傷負貶たおいて、杖射

比な1位ぃり元（伍 Cが／ r) 知を利用す 3) 令が岨l 以繹、舷ィンみ中
の Tん‘令せ(J\’極めサ少いこと、心I'..そ玲伽 l匂いし1 7'' うンクテス1- tJJ ¢る中、 ;5 釦奴
／炉以下/:. k-~え 3 ことがで｀3 ることがわかった。 （たがって T4、(1)ふ）可｛L1手失多易 K校
か、すること 9ヽ•+ii') 1 れvz..

«ぽ玲 (D

化手枠（和に応 I て使日すぅ岳具ばすへ‘'てテフ 12 ン又 1いいた製の Il ，，シ川い、試‘和澤級
品し·t-i屈杓製 l z 月 1,T::: 。

紐遺イン砂 I ~2 か社かふ9 個ずつと／）、一 %1;1:印遣位知知 3 戸あ/:. ~;,·kc 
t /Jリえず、 ↓う一J Iヽ屯の経｝填屯, T-:. の lこ叩'kュt加い火：渥した。拭‘科環縁にと

が(, Tヽのり、 8 N v埠浅；た 1-:. l--z. A Y フ"1:1-じ゜＇レエーテ ,v;fがで下e 匂余く。次,,._ 1 、2N底

融桝如プヘ°P ンを加え． 1,z,ク不、レムて•T4‘ を陶丸す 3 。 tう l: l2 N 函函該尻＇かし．

因 1 ン這と行 7 て Tん｀を精製 l -z."4' 1IT訊‘fかした。
ぐ蘭骨令 1や

A. E. I ．社褪 MS-5 望国（手試‘1引用賃昔幻ヶ汁で丁ん｀の I司（i.{和バiり1J之（た。表面吃払
次，I-'/ 7りし 74 ラメントオ入‘t梓用し、 A 1 ン化プ4 9 メント（こ R-e 9 蜆｀料月 7 ィク
メント I こ T^,) 工｀｀ンと用し l た。執‘1斗 Ii在秘函水釦た1 こ L て．両枕‘1杭フィっメン圧往布
しi紅＇令 L t国ふ｛ ℃た。日｛え 4本比ii'I之/-: I 1 、 2 次電ふ滋｛そ予と屑し｀て行 Lヽ、ダT-<,'i/tJ O と
l aかの該か）司位｛和尤を衣＇め「こ・ 1易今k } ？て士千ののな．み、卜ひ‘·巧Cr り奇よ b`-Jけ
らいぺわれt•れ呼ム Kよび 52＆のヒ. -Jゑ利用 L -z.補‘z..., !.行，た。及差負主岱巧、
｛盆惰音制か 9 島哨骨っ、 1 りにい逆ク白へとくり迫し`1. /F.) ")食験わ·'ークをi苓るため（＝｀
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1D~20 ィtf易行った。各じ°-Jのi紺あ必 1-=-# し． 2 炊食｝滋｛令管{:. J:.ぅ劫阜 E fi百り｛ゑ紋

を計（1 -z袖｀みし、 I司（i｛手比 1o L r2 。

儘屎う
収(/)T.i o, I可｛.u和心；0，J“”t !表 1 ド和 Tら文欣釦（I 1 ％以伍一皮 l た。又，

伏用 l T-:. if町‘たの）司｛五｛和り叫｛い、あわ℃て牛した。多 4 の成り汀 l てつl"“
li l•5~ 30 日の足生1こお Ifる 1 1填占違年働佐で｀示してみる。表 2 /2 1;"£倒と l て、
妹ィ惰釦a.ttt E 1Jヽ 9 莉ムしたわtJJ I可昭和とのjf,'/足紅差t呑（た。表 3 ば、{i'Jし（て

年は El喰 l"即紐紐It曰生灰｀［た T-iのi叩’lむ£差t和てみる。計も町疹し
て 11-五濯恥 L ｀オ紐叩心生X 叫ら吋TA,. 6 f•), lょ仁7ね勺）みよが巧f右(5p)
の平t9位と角えた。 7ヽ ＾’イ？シ加んて行った（糾定鈴阜lJ‘夕祥 Iへf7T..,; (5/)/吋た（か比 Iふよ

t`―放を元（た。：卜うの位［£同一虹叶I’-m 叫ゎいtた（心のデーJ \:｛示｛り手行して
し I 3 jヽミ別表の文欣‘ltみ｝ Cr I Sc なと,臼(/J内坤｛かくらゲれ l噴 0‘I：低りであ 7 「~.

かa.,.t E の（せ、 Ar{)()SI C幻 bo t-=-つ 11-z i同応 l,8,I之を行った。

な紅0)食骰そ{ "'1~ [-z.．該破砕ゑた生灰 Tiバ天インみパ令楓 k心心9‘仕と
^ u;tんの でい｀fJ1ようなケ右~ [ 7. l I うか（：ついて実 9{ z 進めて(f孔

拭祟りン
文献伍

渫繍iチク｀／

表 1 天然丁i 席姑 “6T4 の l司位／体比
46 4 7 4? 4 c;.r-o 

10.f I土 0,97 ff60士 0,975 /00 13f『土o.o 'IJ'7..237 土0,099

/0,72 9,8'46 /00 7,'が2 た222

/00 3,34紅0，舛f /3.5肛磁／．ぷ0moれ0 /.336土Q 03/

表ぇ妹ィンみふ“tE 臼抽土 LT-:.Tん‘OJ I司{i.保江 (4た /oo)

料（g） i晨釦9分“合以1,1.3) 46 47 4f 幻
I. 7 — •一ー ／2.4-3土°，26 II.f6.:t0,/0 //,0 ／土 0，/3 7/4辺／0

0, 『 S8 O;l87 0,/0 l f7.6 土i 2 /S-.sJ士 0,-</ I/. S-0土Q20 7｢6:t.Q/2, 

表 3 t，＃紐成49 シ令骨（ふr叫 E) 阜｛立 1 心／チ
46 47 4'i.  so 

I、が土o.J6__ ~.,戸 0,23 4/6土d23 0. I3土 aIチ

文献‘ M. Honda, J.R,Arnold: Handbuoh der Physik,Vol.XLVI/2,613(1967), 

Masako Shima, M. Honda: Earth and Plane t~~ 

Cosmic Ray Produced Titanium in Iron Meteorites 

Mineo Imamura, Masako Shima and Masatake Honda 
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3 A38 鉄賃いンんの年代について

東火身勿性妍 °鳥正子 苓田礁堤一

J、ク石の固化茅ィ心を求めみことは、イン h, 地球瓦合め Iぷ？紅l7)形灰を鮮 9月す 3 「：：あ
に／つの定着的資材·をふぇるという乞昧で立要である。現在つ亡＾紅 X Iび年ヒいう 1五ヵ,­
ふえゥれてはいるが‘、 この｛直l: i史え (9りなものにするにはまた｀＃遷 9灌々残？ 9 れている。 ミ

こで（渭遠哨A 召知っいて．紅 X /0 9 手といi 1直ヽ‘＾ふえぅ卜た背撃·i :lぅ I/l J--ク
がえりながう、特遠［し 9 くの l嗚とがかえている K-A/L I法について、直玲＇夫足ゅ k
こ0)ク注のかがえている 1打舷点｝紺i史fる追~K- ム｝ず l屯‘め、 Kーム法を翻f紅T
紅戸tヽて校記肛えti=-.

紅 4 ン Iがの主と I てなk-= Y ケ,L--1月の中疇疇｛瑾心、 ウランの濠麦 I< r心
（たいわ lP 3 r叫｀o ieni c の広知冷半i {i-とんと占う IT -z [I 戸心ぇ；卜 3 砂I2、加仕
蛾知かして育系現Jれ｀砂rso几（令3)）年r，たら（／玩知））加r吟
(164)) Ost;k e 1(｢); IヽりiJ'/かれて炸。々 l て・パイン知のるい払紅t
て 4 ン 1(7-d) ／目化年代＇を本b ること、 （ねttりrso几ノrr など） ］み 3飲貿インみ (1令 I て
Tob.u..)や庄ばね恥佐とi鯰ゎい舷随インh.oi国｛勾年代、王本｀め｝こと、（加召
HがSS 1/I そ・ど）/1-もちちん、氾砕‘の年代｀＆本‘わ 3 甚歿約ケテ·-jとしてル 1利t 1 うわてf
た。 しかし｀妹贋4 ンみ Iり釦ぱ畑d}.t!;.<JJ I寸（以;ft,C. I"- 7 い-z_ (,:、 承-i.-·rt］姓°｀す戎｀t卜てい
る。（加滋忍， HそSS /i/) 加叫辺ね， 和吟 1” なか）。
ぼ貨イン石{I) 1日（し年代‘(1 、 こ a 外t--=-. R.e -Os 波 l`` 日、 Herr り K r り lf7 /i'e O>半洗‘

難'f. 4, 3 X ID 10 年と（て‘ 'f: 0 X [O i年 K いう（か‘iふん｝れ 2 し 1 & 9 ヽ： '17 /?-e 0 辛汲‘削 99ーま
謬碓実なために、 14 ケ(1)¢穫インみ吐次―:::-、7 ケ IV相tの）しの卜り抽土しにレーウムと

・オスミウムわり 4和（直であ 3 /-:. 1l 1り；釈 ィU約『＇‘’儀 V 。
表迎，肱ss辺如rがりに鉄閲インみ中ヵヽ｝、 I吐｀＇ジ｀ウム）スト\:2ンチウム比の農なる

多依0) it絨必みcムの｀oルと介舷し、 RE-Sr iゑに｝り年代‘とおめ応似吐りr/)0 辻なt,`o几
咽 L -z.' 4.7 X 101 年 C 166)} k()心、‘kana｛に対して 3. 1 X /O 'i年 ('67) とい
瑾江ぇ-Z.しI る．叩直鮫扱／． 3'!X Iが‘~-, f用いている 9ヽー、こん闊しても

戸紅5 が残5 れていふ
K-Aぶ広：直 l て妹賃 4 ンズ…和＼‘珠｀わるここみみ（不、 145f年 5えoenner し
四ri'ダ lて卜り行わ K Tこか｀、、鉄質イパ lつ 仰Ar が晏拿 Kあいことが認めり和。
こ卜（i乞知中のア Iレコ｀‘ン（竺4r t/1. 6 q/,)(JJ [5 栄，松故でみるしか、 乎古媒~の並射 lベチ
り釦叫及店で生成‘l T-:. 401<（逸因 1 3 なと9(/) 説0月か＇な 3 れて1f T＜嘴~tf}後、名‘sAcr- i仮

み‘f心吐rinfcr -i(K りの旺濯知ーよって．J;:..如屹Ii月II)みて1―,"月うか 1っ禾t介で
あることが確突 1-;. アJ-. 9 た。すなわり、鉄賃 4 ンみ中のカリウム令や（よ、イン石 Iこい、又
／ヶのインみの中の場苅 I，，卜り、 1 rr '7以下の 4 n fJヽら叙 ID pp/II.のものまで、 4 ヶJ)i、.t..
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にわたる介布 E （ていら。このように人tなカリウム令骨のを化 l べん杓うす‘ヽ＇ とい•'れ（こ
梓当する仰Ar 1灌士マト、年が l て 1I、ヤ Ifり（丘／6 ） X IO1 年どいう 1釦慕出マ

,It r:. 
砂Ar f7)姜索y、あぃ戎恥¢K の 9衷妾↓々のみ起1月 1 3 んのでわる力‘みか 11 、 仰 k （↑竺4r
四裏麦すると日叶に． との約門％ l1“&It心をす 3 ヵヽぅ． 仰k-”゜ム対を l り'\‘ること
が出杜（が碓食になる． i「こ”I<.の 9息免：隆 l z 伶Ar と巧0(A. {<な 3 今む(/J mnサ↓
りが2/i大 3 < 3 くが、土/-:. I遺もげ雌 L 叶邁fi的 lバ匂。しかし，屁屯｀’
Kのtmキ｀上 l心 11 i I司（立｛和-t f l ;ぺると、 ･0 I< (1 令カリレム" ~/5“(9ヽ石紀そ1 の

ド叱~ I泣‘力、砂炉への～17 1· を（あること、力 lレレレム IJ:~邊伶 K 町七す 1 ぇ和••、

(1i ’l え r[ COS如‘c ab 四』伍必でI i. I リウムの伶 ID ,fや）みるこ'I:、r lf-゜ K O} Tl名妾て. t. 

飯 l Ct-+oc＾のかt困難にしてい 7a. こ h L 沢}/Jf t }「こめに l 'J.、 1 、”“し（遺｀
料をえ；ふ｀｀こと、 (rx ID" 年以上の年代｀なシ 1が、カリウムが、力いレウムO') ID Iや豆砕

す如が、以‘次心河如あ 3 。) 2. "の力 rレレウム濯ぅのであ 3 9ヽう｀天左＇ぉ I

畔荻を；ぅ絵浪濯l‘ ド：えること。 (1 Ft氾のガ ’l ウムを釣紐 1{ l＜うすして、ケ
< ･ i 10-iと虹 1-:. ~Jいたい。） 3. 炭tの力 lレシウムの同（遁比 2 乙滋ki糾也す
ること，が必Eみ｝。 10 隠じつい-i IS-、カリウムの令も這知りやくかャ渭 l < 
t }べ｀う卜ていいで．妓封的いカリタムがgぃ k 芳ぇi卜て l'3 押ケtわっめ 3 こと（よ

可itであう。-JI ,vv 1:1ムの令わ這k ，，，，＇比ししデプ l iこ h 1 で（tといぁ; ft-てし I 't

l、が 1 PP II(以下しいう::. t (濯安ぅ l い。カリウムがク＜カルV ウムが一少ぃ視‘釦»1し・
らこ Y 力｀9，y卑でみうが束りぴ砂令莉i紐f-:よりなり KII9なう知． 2 の I嗅（てついて It-、

如ぷ姉元直いる希叙幻料（い/,i 1'f) I-:. り釦叶□ 3. 使；i之化切（叶；ゑ h [ 
這令 IO-l,}以千の加珈、： i 5 洪註邑·硬うけ該 1-:. 扱うこと 11, ff-かなか困雑でみ｝。 3, （こ

ついて(t、 ID-t o} (JJ力 Iレシウム (~ID'゜ヶの王） iで表紅輩’ゑでレンJ‘`Iレフィラメ

ントが式 l'一日． 竹土 1 P/a(/)末青度で［ir応••3 うことが認めらわた。 こ卜 IJ芍盆と白＆ { 2 

~Iヽ・イクtかえ 3 炉biえ 夕/ik€ 汝；用いうこと/-:. r1J、 マら r＿恥該とみ 11" るしとか―

難印｀ 3 る。
ヵ砂ヤムのあ令も年釦尿主灰勘r- in· 3 捐‘わか'1/ f-でみうかい、カリウムのゲぃ拭iff l,­

知叫オ椒4糸い茫K心知因~町 0 i-.又ガリウム(IJ'"合柑/".:ついて I[fr,.¢ヵ
リウムの I司｛以手沈 9‘h虎it‘.t..(l) 1I yウム叫司図本比l:: I月ーかなかt再枝討1 3 知ゎ·.みわ

屯てカリウムの 1寸似和とも；りばしておくヅ卓＂｀：あう。

The Solidi:fication Age o:fIron Meteorite 

Masako Shima, Masatake Honda 
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3 A39 イン石和アルが），アルガリ土題和殺珠い•り介布

東犬物性がf 島正子，松パ穀．°本町紐t

4 ンみ（な一般（J直ぃげ釦i昆令物炉Jなっている。インみが叙｛氏‘今放わ位
紅l日（叫卜についての材丸l:行うにあ「：：り｀i柑秘枠口汀象とすることが．9 いが；多戟｀令
ぼ畔）いわけて行うことがで‘3 れ（ぶ＇、＂釦直（（」拗梢 2 卜りわ ,r るこt l →り肝灸
雑成を林た T 3 ことが可能となる． ：ミで（ょか 11- l"めに稽趙の元未群など＇について．＂
炉夜料｀応紅l t訊‘み• t fl/ iげl 旬鳩春した。
化紅IJ)令絲噂県正入｀さ卜ぅ徴骨奴‘和紅Jり麟 rぷ日的vi- J.って 1“‘ テ 1羞釦·み

る． Tことえば、立（”)）吹 E 利用してみ質インみ中(7J I紅糾及応生灰物" l てq
吹 E 衣｀ゎ 3 目恥「:.en I 可ぶ｀介帷、↑卜たぐc,._舷物（縁釦 lしレウム又 nJん化ヵ豆ウム）
キ＾0) I< Q/浪入又 1""cl1柚幼バ 11 わ（ぷな夕呑い。ーオー大ダ）が’Jヵ I一行わ h t l,h l ス｀；
ャヶ目ヽb ；庄す｝佑I ,i,象い． T-- le え 1ネー｀飢根咽加＜｀ ／ケ(lJ 4 ン磁屈のみかう、f砂
汝 l'!..r ぅ年代‘i~IL!: 行） l1 位のためには、和／Sr 心農 5 釦直辺滋することがで、キ
れ,i~;...い．しっとも、 この必が•も、厄採和の狐鮫ンしJ K ものり油土すうために,i、
Rb OJ i5 連こ 5 けわ 1 1i゜ 1ぶらない。すで 1：ー脊炉豆、'£ t tら心屁困ぃ翻す 3 ことと
知｀ i，）和 1：あるおうなテ· -fも谷樟のインみについて得た。
化手］もの紅り；紅 l てi}、指々の企坊冷的なク汝 9｀房え夕ト 3 が‘‘、インみのような．紐灰‘

0)初貨 1.-:. 1す l て("t:.ヤ的なが璃糾＇£が有効であら ［かし冷裔平；左にありが巧なリーチン

j，．なしク」窟と考生 K す｝こと l t可徒ヽヽと｀うが 1中, I I: Iが1走けな II 力＼．、実隆衿31 突

釦鈴泉 oヽシ晃の浪堺珪. 3. <.と 4 可佳であ b.
表のようなデー｝ヵヽ 9 判絣 l z 核 Tl急乞核及応I: I月fる l渾妥そ月糸すれ(['、次＂よう

なこと1J‘―示咳t3 }. 

1. RレーSr”けF を利用す 3 珈和心i虞；祝厨釦 l恥紐‘L f..,あうため 1叩
柑逍といえ 3 が｀｀ 0^ る広物乎どl ／亙ク；る r f油士す} r-.. め 1:; ／よ｝応ゆの『“こかオ慮でみ
るといえる。

t.丸庄— rJ,砂,-.1,p: 冗咋/'2.つ 11 て／ぶげt幻鯰のあし1 テ＂ークを｛ぶ'2 I I "5" 
いが、大醗のケ畔i兄/1.みの押くである．虎麦生奴‘物と l てc1> ?b ぉJ.ひ1五位f↓のケ布
(:: I1 9ヽ臼のゑがあ 3 :::. 1:-(iイ危文といえるので、叫？b i£によう土代｀：紅叶む·tる
ものと芳 L うい。訊 Tんばなお故和咄濃｛失す｝可ittt9`―みう。

3. 知んな1:‘0)該及た凸‘加しての'f-0I< ; 易由ゎ＆ 7 ラクシコン I :t知ェン
スJタイト ュンドライト碩滋17伍て火滋t h,,(, " t'i.令｛和い／ % （か令えをt｀ので．
序釦紅““"らン［ z 布炉1/<>k 潟低乙令「｝うな K 碩b 去する可iE ttヽヽーある． こft/?.
粒 T, ド］独 Iれ釘んけむ芳えり卜 391 r t‘みる。

4.Ttとも IF^、与血ュンドライト守 1 -c- 1-,:. 、佑t oりい呪s ／ff- {い 1多尋註物が見
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積り卜る。わf.,、 4 pp艮の Ba..なと・1Jヽぅ桟屯すれ 3 汝射如·'みうかi訪 9碩は疇女ず
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